
所 報 

第 8 1号 

令 和 元 年 度 （ 2 0 1 9 年 度 ） 

横須賀市教育研究所 



 



- 1 - 
 

 

平成から令和へと、新しい時代が幕を開けました。社会情勢の変

化やグローバル化の波、少子高齢化に伴う人口減少や科学技術の急

速な広がりなど、今、まさに激動の時代を迎えています。教育の世

界でも、子どもたちに求められる資質・能力に変化が生じられるよ

うになり、教育改革が真っ只中の状況です。 

新学習指導要領は、いよいよ小学校では本年度から全面実地とな

り、その後、中学校、高等学校と順次移行・実施していくことにな

ります。 

新学習指導要領においては、 

１ 実際の社会や生活で生きて働く「知識及び技能」 

２ 未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力など」

の育成 

３ 学んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

力・人間性等」の涵養 

をバランスよく育成するために、「何を学ぶか」「どのように学ぶ

か」「何ができるようになるか」を重視して、授業を改善していく

ことが求められます。 

現在、各学校においては、教育課程に基づいて教育活動の質の向

上と、学習効果を図るため「カリキュラム・マネジメント」を確立

すること、学校教育を通じて、よりよい社会を創ることを学校と社

会が共有・連携していくため「社会に開かれた教育課程」を実現し

ていくこと、新学習指導要領で求める資質・能力を育成するため「主

体的・対話的で深い学び」を実現していくことのそれぞれに向け、

様々な取組、準備が行われていることと思います。そうした中、当

研究所としましては、新学習指導要領の具現化並びに研修受講者の

ニーズに応じた研修を実践していきたいと考えています。 

また、教職員の大量退職・新規採用の流れは本市においても顕著

となっています。新規採用教員の先生方は、大学を卒業したての先

生や、臨任・非常勤を経験された先生、また、他市県で経験のある

先生とその経歴も様々です。したがって本市の実態や各学校の課題、 

先生方のニーズ等に応じた初任者研修としていくことが重要とな

り、今後も、関係諸機関と連携しながら取り組んでいきます。 

教員の資質・能力の向上に向け、その中核的な役割を担っている

当研究所としての使命を自覚し、その機能を発揮しながら本市教育

活動の推進と充実に貢献していかなければならないと考えます。未

来を担う子どもたちの育成と、各校における教育活動のさらなる充

実に向け、「教育は人なり」の想いを胸に、本年度もスタッフ一同、

心を一つに取り組みます。 

 

 

 

 

教

育

は

人

な

り

の

想

い

を

胸

に 

 

 

 

横

須

賀

市

教

育

研

究

所

長   

 

山

崎 

 

亨 

 

〈巻頭言〉 



- 2 - 

 

目 次 

  

巻頭言 1 

目次 2 

日本の教育 4 

横須賀の教育  ― 子ども ― 5 

 ― 教職員数 ― 8 

 ― 教育行政 ― 9 

教育研究所概観 １ 概要 11 

 ２ 調査研究 11 

 ３ 教員研修 11 

 ４ 教育の情報化推進 12 

 ５ 教育研究所運営に関する懇話会 13 

 ６ 令和元年度予算 13 

 ７ 職員 13 

調査研究関係 概要 15 

 調査研究事業 15 

 １ 研究員会 15 

 ２ 長期研究 17 

 ３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 18 

 資料・情報提供事業 19 

 理科教育事業 22 

研修関係 概要 25 

 指定研修 26 

 １ 初任者研修講座 26 

 ２ 教職１年経験者研修講座 

３ 教職２年経験者研修講座 

27 

27 

 ４ 教職６年経験者研修講座 27 

 ５ 中堅教諭等資質向上研修講座 28 

 ６ 養護教諭研修講座 28 

 職務等に応じた研修 29 

  １ 管理職研修講座 29 

  ２ 総括教諭研修講座 29 

 ３ 学校運営研修講座 30 

 ４ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 30 

  ５ 臨時的任用職員研修講座 30 

 選択研修 31 

  １ コミュニケーション研修講座 31 

  ２ 教育課題研修講座 31 

  ３ 学校づくり研修講座 31 

  ４ スキルアップ研修講座 31 

  ５ 訪問支援研修 31 

 ６ よこすか教師塾 32 

 ７ パワーアップ（理科・達人・英語）研修講座 

８ 令和元年度 夏季研修講座 

33 

34 

    



- 3 - 

 

  

学校の基盤整備 １ 横須賀市教育情報センター事業 35 

 ２ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 36 

教育の情報化 １ 研修事業 37 

 ２ 校務の情報化推進事業 37 

 ３ ICT 授業支援サポーター事業 38 

関係機関との連携  39 

学校教育 指導の目標と重点 40 

 教 科（国語、社会、算数・数学、理科、生活科、音楽、図画工作・美術、 

    体育・保健体育、家庭、技術・家庭、外国語、幼稚園教育課程、 

高等学校教育課程） 

41 

 特別の教科・教科外（小中道徳、小中特別活動、小中総合的な学習の時間、 

児童生徒支援教育研究会、特別支援教育、情報教育、学校図書館、 

学校保健、国際教育・小学校外国語活動、食教育、学校事務、 

小中学校長会、小中学校教頭会） 

48 

 特別支援教育 53 

 人権教育 54 

 学力向上事業  

教科指導員 

55 

55 

 小学校３年生における少人数学級指導 55 

 学習支援員派遣 55 

 読書活動推進事業 56 

 外国語活動 56 

 学校支援員派遣事業 57 

 学校教育賞 57 

 令和元年度「学校教育だより」 58 

指定研究概要 神奈川県人権教育研究委託校 59 

 体力つくり 

運動部活動モデル校 

59 

60 

 外国人英語教員活用研究拠点校 60 

フロンティア研究委託 支援教育 62 

 学力向上 62 

 教科等（小学校道徳科、言語能力、授業改善、問題解決的な学習） 63 

 学校図書館の活用 64 

 認め合い高め合う力の育成 65 

 主体的・対話的で深い学び 65 

 防災教育 66 

 外国語教育の推進 66 

 プログラミング教育 67 

教育行事  68 

教育年表  71 

   

   

   

   

   

 



- 4 - 

日本の教育    令和元年度 
 

５月１日の天皇の生前即位により、時代は平成から令和となった。初めて日本古典（万葉集）が典拠

となった元号である。新しい時代の教育が期待される中、大学入試のあり方については、実施直前の英

語民間試験導入の延期、国語、数学の記述式問題の中止など波乱の年となった。 

また、中国武漢市から瞬く間に世界に広がった新型コロナウイルスの感染予防対策として、政府主導

による全国の小・中・高等学校の休校措置が取られた。３月から新年度まで、児童生徒は自宅で過ごす

ことになり、自治体や学校によっては、卒業式を中止したり、卒業式だけは児童生徒と教職員のみで実

施するなど、学校現場は前代未聞の対応を迫られた。その後３月 11日、世界保健機構（WHO）は、新型

コロナウイルス感染症のパンデミック（世界的大流行）宣言を出した。感染者が多い国を中心に、国境

封鎖や移動制限など具体的な対応策がとられ、影響は全世界に及んだ。 

さらに、今年度の平均気温が統計開始以降最も高く、過去 30年の平均値を 0.92度上回った。地球温

暖化が懸念される中、激甚災害に指定された８月の九州豪雨と９月の台風 15 号、12 都県で大雨特別警

報が出た 10月の台風 19号など、被害が深刻な自然災害も多かった。東京でのオリンピック・パラリン

ピック開催が来年度に迫っているが、暑さ対策として、急遽マラソン会場が札幌に変更になるなど、今

までの常識が覆される不安定な状況も起きている。以下に、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

◆全国学力学習状況調査            

平成 19年度から実施している「全国学力・学習

状況調査」が４月 18日、小学校６年生と中学校３

年生を対象として、国語、算数・数学に加え、英

語（中学校のみ）の３教科（小学校は２教科）で、

全国一斉に実施された。中学校で初めて導入され

た英語は、今後３年に 1回実施される。参加した

児童生徒は、小学６年生約 104万人、中学３年生

は約 98万人、合計で約 202万人であった。 

調査結果は７月末に公表され、文部科学省は「教

育委員会や学校が結果を分析し、２学期からの授

業改善などに一層活用してほしい」としている。 

◆大学入試改革 

 「グローバル化の進展や人工知能技術などの技

術革新などに伴い、社会構造も急速に、かつ大き

く変革しており、予見の困難な時代の中で新たな

価値を創造していく力を育てることが必要であ

る」との認識の下、「高等学校教育」と、「大学

教育」、そして両者を接続する「大学入学者選抜」

を一体的に改革し、それぞれの在り方を転換する

必要性が叫ばれ、検討されてきた。 

 具体的には、記述式問題の導入、英語４技能評

価への民間の資格・検定試験の活用など、実施に 

向けて準備が進んでいたが、採点の困難さや公平

性の確保等への対策が不十分との批判により、入

試直前になって、延期・中止され、混乱を招いた。 

 

◆新型コロナウイルス感染予防対策 

 ２月 27 日に政府から全国一律休校の要請があ

り、翌日には文部科学省から「学校健康安全法に

基づく一斉臨時休校」を求める通知が出された。  

 本市では、何よりも子どもたちの健康・安全を

第一に考え、多くの子どもたちや教職員が日常的

に長時間集まることによる感染リスクに予め備え

るため、３月３日から学年末休業までの間、全市

立学校の一斉臨時休業の措置がとられた。 

◆教員間のいじめ  

10月、神戸市教育委員会は、市立東須磨小学校

の男性教諭が同僚教諭４人から日常的ないじめを

受けていたことを記者会見で明らかにした。いじ

めを指導する立場の教員によるいじめが社会に衝

撃を与えた。 

◆大川小学校 最高裁判決 

 東日本大震災の津波で犠牲になった宮城県石巻

市立大川小学校の児童 23人の遺族が、市と県に約

23億円の損害賠償を求めた訴訟で、最高裁は、市

と県の上告を退ける決定をした。震災前の学校の

防災体制に不備があったとして、市と県に約 14

億 3600万円の支払いを命じた二審・仙台高裁判決

が確定した。裁判官５人全員一致の結論で、東日

本大震災の津波被害を巡り、事前防災の不備を指

摘して損害賠償を命じた司法判断が最高裁で確定

するのは初めてとみられる。 
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 横須賀の教育   令和元年度 

－ 子ども － 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 77 人、小学校 17,875 人、中

学校 9,285 人、特別支援学校 62人、高等学校 1,183人で、減少傾向が続いている。 

                            （令和元年５月 1日現在） 

 

 

 

 

（１）子どもの体力・運動能力、運動習慣等 

小学校３年生から中学校３年生、全児童生徒を

対象に「令和元年度横須賀市児童生徒体力・運動

能力、運動習慣等調査」が行われた。この調査は

今年度で実施５年目になり、実技調査の結果や、

運動習慣等体力との関連が深い事柄について、そ

の経年変化などから本市の子どもの傾向や課題に

ついて分析した。 

体力合計点では、小学校は一定の水準を保って

いるものの、多くの学年で減少がみられた。中学

校では上昇傾向が見られ、全国規模で悉皆調査が 

が行われている小学校５年生と中学校２年生の数

値で比較すると、中学校では全国平均値を上回る

結果であった。 

一方、１週間の総運動時間では、全国的に「運

動する子とそうでない子の二極化」が課題として

指摘されているが、本市においてもその傾向が改

善されていない状況である。 

 今後は、経年変化や生活習慣との関連などにも

着目しながらさらに比較分析を進め、さらに子ど

もの健康・体力向上推進に活用されることが望ま

れる。

 

〔体力合計点の経年変化〕（調査開始以降最高値を赤字で示した） 

 

※グラフ横軸の「H～」は調査年度、縦軸の数値の単位は「点」。
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〔１週間の総運動時間の分布〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ横軸の数値の単位は「分」、縦軸の数値の単位は「％」。
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（２）児童生徒の意識調査 

 本市では、指導の重点２として「認め合い高め

合う関係を築く力を育てます」を設定している。

その実態を把握するものとして、令和元年度実施

の全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙（小

学校６年 3,020人、中学校３年 2,934人）の回答

結果を分析した結果、次のような傾向が見られた。 

 

【規範意識について】表１ 

 「学校のきまり（規則）を守っていますか」の

設問では、92.0％の児童、95.8％の生徒が肯定的

な回答をしている。規範意識については昨年に引

き続き、良好な傾向が見られる。 

 

【自己肯定感について】表２ 

 「自分にはよいところがあると思いますか」の

設問では、78.6%の児童、73.4％の生徒が肯定的な

回答をしている。児童生徒が自分自身のよさを認

める自己肯定感は学力・体力とも関わり合うこと

が明らかになっており、すべての児童生徒が肯定

的回答をするよう、継続的に取り組んでいく必要

がある。 

 

【いじめについて】表３ 

 「いじめはどんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」の設問では、96.2％の児童、

93.9％の生徒が「いけないこと」と回答している。

この設問はすべての児童生徒がいけないこととい

える必要があり、継続した指導が大変重要となる。 

 

【家庭学習について】表４ 

 「家で自分で計画を立てて勉強していますか」

の設問では、61.7％の児童、43.6％の生徒が肯定

的な回答をしているにとどまっている。計画をた

て見通しをもって家庭学習を行えるよう指導する

ことが必要である。 

 

【関わり合いに関する学校の取組】表５ 

 「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができていると思いますか」の設問では、65.9％

の児童、70.1％の生徒が肯定的な回答をしている。

話し合い活動が行われている学校は増えている。 

児童生徒が話し合うことの目的や意義、成果を実

感し、深い学びが実現されるようにするなど、話

し合いの質の向上を図ることが重要である。 

 

【主体的に学ぼうとする姿勢について】表６ 

 「５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授

業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組んでいたと思いますか」の設問では、

72.3％の児童、74.7％の生徒が肯定的な回答をし

ており、課題解決に向けて主体的に取り組もうと

する姿勢が見られる。 

＜各設問の肯定的な回答の割合＞ 

表１「学校のきまり（規則）を守っていますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 92.0 95.8 

全 国 92.3 96.2 

表２「自分にはよいところがあると思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 78.6 73.4 

全 国 81.2 74.1 

表３「いじめはどんな理由があってもいけないこと 

だと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 96.2 93.9 

全 国 97.1 95.1 

表４「家で自分で計画を立てて勉強していますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 61.7 43.6 

全 国 71.5 50.4 

表５「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を 

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする 

ことができていると思いますか。」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 65.9 70.1 

全 国 74.1 72.8 

表６「５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、   

    課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん 

    でいたと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 72.3 74.7 

全 国 77.7 74.8 
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横須賀の教育    令和元年度   

－ 教職員数 －  

資料から職員数の傾向を分析すると、ここ数年は、退職者数が新採用者数を上回り、
その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れるとともに、経験５年未満の職員が２
割を超える状況である。このため、人材育成が最重要課題であり、教育委員会が中心と
なり研修等を進めている。また、数年後には、児童数の減少で採用が減るとともに教職
定数も減る傾向になると推測する。 

この推移から、経験豊富な教員の数は極端に減少し、各学校に経験 10年未満の教員
が増加していくため、教職員の研修の在り方を検討していく必要がある。

◆教職員数の推移状況 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25 
1,114 

（61） 

643 

（27） 

153 

（12） 

1,910 

（100） 

26 
1,103 

（59） 

646 

（27） 

152 

（12） 

1,901 

（98） 

27 
1,063 

（59） 

680 

（28） 

159 

（12） 

1,902 

（99） 

28 
1,058 

（61） 

679 

（29） 

163 

（13） 

1,900 

（103） 

29 
1,060 

（61） 

669 

（29） 

164 

（14） 

1,893 

（104） 

30 
1,072 

(52) 

660 

(30) 

158 

(12) 

1,890 

(94) 

R１ 
1,082 

（59） 

654 

（26） 

159 

（10） 

1,895 

（95） 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25 
68 

（２） 

32 

（１） 

16 

（０） 

116 

（16） 

26 
60 

（２） 

38 

（１） 

10 

（１） 

108 

（１） 

27 
76 

(４) 

30 

（０） 

４ 

（０） 

110 

（４） 

28 
50 

(２) 

34 

（０） 

11 

（０） 

95 

（２） 

29 
51 

（２） 

38 

（２） 

10 

（０） 

99 

（４） 

30 
61 

(５) 

38 

(２) 

10 

(０) 

109 

(７) 

R１ 
43 

（６） 

33 

（０） 

17 

（１） 

93 

（７） 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25 44 40 - 84 

26 45 51 - 96 

27 
37 

（２） 

29 

（２） 
０ 66 

28 
47 

（０） 

43 

（１） 

０ 

(１) 

90 

(２) 

29 
44 

（４） 

30 

（０） 

２ 

（０） 

76 

（４） 

30 
44 

(１) 

25 

(１) 

０ 

(１) 

69 

(３) 

R１ 
51 

（１） 

30 

（０） 

０ 

（１） 

81 

（２） 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

27 
47 

(６) 

24 

(３) 

４ 

(１) 

75 

(10) 

28 
49 

(６) 

27 

(２) 

12 

(０) 

88 

(８) 

29 
53 

（３） 

37 

（０） 

18 

（０） 

108 

（３） 

30 
66 

(５) 

41 

(１) 

15 

(０) 

122 

(６) 

R１ 
60 

（６） 

50 

（１） 

17 

（０） 

127 

（７） 

 

 ※令和元年５月１日現在 

 ※高等学校は、全日・定時を含む 

 ※下段については、事務職員・栄養職員数 
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 横須賀の教育   令和元年度 

－ 教育行政 － 

 令和元年度の教育費当初予算総額（政策推進部分を除く）は、147 億 5 千 353 万 3 千

円、前年度比で 16.9％、21億 3千 15万円の増額。一般会計に占める割合は 8.9％。 

 平成 29年 11月 28日付教育委員会委員長等の選任以降、平成 30年 12月 22日まで、

教育委員会は、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、三浦溥太郎委員、

小栁茂秀委員及び澤田真弓委員の体制で執行した。平成 30年 12月 23日付で、三浦溥太

郎委員に替わり川邉幹男委員が選任され、更に令和元年 11月１日付で、小柳茂秀委員に

替わり元木誠委員が選任された。これにより、新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長

職務代理者）、澤田真弓委員、川邉幹男委員及び元木誠委員の体制となった。 

 

◆教育政策関連 

平成 23年度から、教育の振興に関する施策や

考え方を示した「横須賀市教育振興基本計画（11

年間）」が実施されている。基本計画では、子ど

もの教育を重点的に捉え、教育に関する考え方を

「横須賀の子ども像」と「目指す子どもの教育の

姿」として示した。さらに、学校・家庭・地域に

おいて、本市の目指す教育について共通の意識を

持ち、相互に連携を図ることを目指している。 

平成 30年度からスタートした「第３期実施計

画」は、｢『生きる力』の育成｣を目指した学校教

育編、｢いつでも、どこでも、だれでも学べる社

会の実現｣を目指した社会教育編の２つに区分

し、施策・事業を位置付けている。 

これらの実現に向けた重点課題として、「学

校・家庭・地域の連携推進」「学力の向上」「健

康の保持増進と体力の向上」「いじめ・暴力・不

登校の未然防止と早期解決」「学校の教育力向上」

「社会教育施設による学習支援の推進」を位置付

け、対応する事業を中心に取り組んでいく。 

  

◆教育指導関連 

学力向上事業では、引き続き小中学校に学習支

援員を配置するとともに、小学校３年生が 35人以

下の少人数学級となるよう非常勤職員を配置し

た。そして、経験年数の少ない小学校低学年担任

の教員の授業力向上をサポートするために、小学

校低学年授業アドバイザーを配置した。土曜寺子

屋教室については、市内全域をほぼ網羅する市内

13か所の会場で開催された。 

また、本年度より、中核教員育成事業を開始し、

市内学校からの推薦を受けた中核教員の育成のた

めに、授業改善の視点で年間を通じて担当指導主

事が授業にかかわる指導助言を行った。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、市

立全学校へネイティブスピーカー指導者を配置し

た。小学校では、指導主事や外国語活動アドバイ

ザーによる外国語の教科化に向けた研修を引き続

き実施するとともに、英語専科教員を配置した。

中学校では、市内中学校３年生のうち、希望者全

員を対象に英検３級の受験料の全額補助を行っ

た。 

 子ども読書活動の推進として、昨年度より学校

司書を中学校へ４人配置している。 

 児童生徒の行事として、小学校５年生芸術鑑賞

会、子どものための音楽会、小学校創意工夫展、 

読書感想画展、児童生徒造形作品展、児童生徒書

写作品展等の行事を開催した。また、作詞･作曲募

集、学校文集等の作品募集も行った。 

 その他の研究活動として、幼稚園教育課程研究

会、小学校教育課程研究会、中学校教育課程研究

会、高等学校教育課程研究会を開催した。また、

８月には市立中学校の教職員を対象に新学習指導

要領説明会を実施した。 

 

◆支援教育関連 

平成 30年度より「支援教育推進プラン（後期）」

がスタートし、２年目を迎えた。 

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育シ

ステム構築の推進を目指し、本年度は、「心の居

場所づくり」「絆づくり」「わかる授業づくり」

を通した「魅力ある学校づくり」の取組を進めた。 

国立教育政策研究所の「魅力ある学校づくり調

査研究事業」として池上ブロック（池上小学校・

池上中学校）が研究委託を受け、「新たな不登校

を生まない」不登校の未然防止の視点から「居場

所づくり、絆づくり」を中心とした取組を検討、

実施した。 

公郷小学校は、神奈川県教育委員会の「インク

ルーシブ教育校内支援体制整備事業」の指定校と

なり、支援教育コーディネーターが、コーディネ

ーター業務に専念できる時間を確保し、校内支援

体制を整備する取組を推進した。また、その成果

を市内の学校へ発信した。 
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校内支援体制の確立を図るため、不登校児童生

徒への対応や児童生徒の問題行動等の予防及び早

期解決に向けて、各種相談員やスクールソーシャ

ルワーカー、スクールカウンセラーが丁寧にそれ

ぞれのケースに対応して支援策を組立てたり、継

続した相談を行ったりした。また、学校と連携を

密にしながら教育相談を行った。 

支援教育研修講座や特別支援学級新担任者研修

講座、児童指導担当者研修講座、生徒指導担当者

研修講座では、様々な子どもの教育的ニーズに的

確に対応できるよう、内容の構築に努め、教職員

の資質向上を図った。支援教育コーディネーター

連絡会は、研修と情報交換のために全体会を５

回、地域別ブロック会を１回の合計６回と、経験

３年未満を対象とした研修を２回開催した。校内

支援体制の構築に向けた研修を積み重ね、支援教

育コーディネーター一人一人のスキルアップと校

内支援体制づくりの強化を図った。 

主催行事としては、不登校児童生徒及びその保

護者を支援するための「不登校をともに考える会

(６/22)」や「不登校相談会・進路情報説明会(10/

５)」を開催した。特別支援教育では、「第８回児

童生徒ふれあい作品展」(11/29～12/３）や国立特

別支援教育総合研究所と共催でふれあいフェスタ

（11/29）、就労相談会「就労支援のための合同学

習会（１/11）」を開催した。 

 

◆保健体育関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、就学時健康診断、結核検診、尿検査（蛋白、

潜血、糖）及び心臓検診の健康診断を実施した。 

準要保護児童生徒に対して眼鏡購入費等を援

助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ー・健康安全に関する研修講座、養護教諭研修講

座、よい歯の図画・ポスターコンクール及び標語

コンクール、横須賀市学校保健大会などを開催し

た。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金

を請求し、保護者に支給した。また、市立学校災

害見舞金支給要綱に基づき見舞金を支給した。 

 

 

 

 

◆学校体育関係行事 

第 68 回中学校総合体育大会総合開会式を４月

20日、横須賀市総合体育会館メインアリーナで開

催した。第 44回小学校児童相撲大会は５月 11日、

第 70回男子・第 36回女子中学校駅伝競走大会は

10月 19日、第 37回表現運動・ダンス発表会は 11

月９日、第 53 回小学校児童ボール運動大会は 12

月４日にそれぞれ開催した。第 51回小学校児童陸

上記録大会は10月12日に開催を予定していたが、

当日及び翌日の予備日も台風の影響により、中止

となった。 

 

◆学校給食関連 

学校給食法に基づき、市立小学校・ろう学校で

は全市統一献立により、養護学校は独自献立によ

り完全給食を、市立中学校ではミルク給食を実施

した。 

給食実施に伴う各種研修会、各種検査、給食施

設の維持管理、給食用備品・消耗品の整備などを

行った。また、統一献立での地場産物の使用や米

飯給食の推進、就学前児童が給食を体験し在校児

童と交流する学校給食交流体験事業を行った。 

平成 30 年度から学校給食費を公会計化し、給

食費の徴収・管理及び未納者への督促等を行った。

準要保護児童生徒に対しては、給食扶助費を支給

した。 

中学校完全給食の実施に向け、給食センターの

整備運営事業者を決定し、設計業務に着手した。 

 

◆学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、校舎改修（浦

賀小）１校、外壁改修（夏島小）１校、部室その

他改修（馬堀中）１校、テニスコート整備（大矢

部中）１校、トイレ改修（粟田小・豊島小・鶴久

保小・鷹取中・不入斗中）５校、などを実施した。 

また、令和３年度の中学校完全給食実施に伴い、

昇降機設置工事（追浜中・鷹取中・田浦中・坂本

中・不入斗中・常葉中・池上中・衣笠中・大矢部

中・浦賀中・久里浜中）11校、を実施した。 

上記の他にも様々な学校で施設改修を実施した。 
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教育研究所概観   令和元年度 

学校と教育委員会が取り組むべき指導の重点として、「学力を向上させる」「認め合

い高め合う関係を築く力を育てる」「健康の保持増進と体力の向上を図る」の３つを設

定し、各課が連携を取りながら横須賀の目指す子ども像『人間性豊かな子ども』に迫る

ため各施策・事業を推進してきた。例年どおり「全国学力学習状況調査（小６、中３）」

「横須賀市学力状況調査（小５、中２）」の結果を公表した。 

市内小・中学校においては、「小中一貫教育に関する日」を年間３回設定し、小中９

年課の学びのつながりを意識した取組を継続的に行った。 

 

１ 概要 

○教員研修における、職位・経験に応じた資質・

能力の向上と人材育成 

本市の研修体系に基づき、教職員の資質・能力

の向上を図るため、実践的で実り多い研修を実

施した。 
○調査研究、カリキュラムセンター機能のより一

層の充実 

ここ数年で、調査研究を充実した事業とするた

めに工夫をしてきた。今後、カリキュラムセン

ターとして、機能を十分に発揮するにはどのよ

うにしていくかを検討していく。 
○教育の情報化推進のための３つの柱 
①授業における機器の有効活用 
  情報活用能力の育成を図るためには、各教

科等において機器を適切に活用した学習活動

の充実を図ることが重要である。機器の持つ

特性を生かして、さらに授業を豊かなものに

していくことと併せて、次年度から実施とな

るプログラミング教育に向けての研修の充実

を図っていく。 
②情報教育の推進 
  教員の指導力をはじめ、情報モラルの育成

等に関しては、引き続き、他課と連携して進

めていく必要がある。 
③校務における情報化 
  子どもと向き合う時間づくりと教育情報を

共有することをねらいとして、一定の成果は

得られている。今後は、今の環境をどう維持

していくかが課題となる。 
○環境整備及び業務・予算の適正な執行 

業務及び予算執行で滞ることなく、適正に執行 
してきた。 
○他課との密接な連携を取りながらの運営 

研修を実施していく上で、関係している課と連

携していくことが必要不可欠である。今後も教職

員の資質・能力の向上を目的として、学校を支援

できる教育研究所として運営していく。 
 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、「研究員会」事

業を実施した。本年度は６研究員会 29名の研究員

と担当指導主事等 11 名がそれぞれの研究テーマ

に沿って調査研究に取り組んだ。また、本年度は

研究成果発表会を夏期休業中に実施した。参加者

は例年よりも大幅に増加し、研究成果を広く発信

することができた。 

本年度の横須賀市長期研究員は、平成 29年告示

の学習指導要領にも大きく取り上げられている、

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善」を研究主題として、公郷中学校高瀬鉄平教

諭が研究に取り組んだ。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進

め、理科教材の開発とその発信に努めた。また、

来年度からの小学校プログラミング教育に向け

て、研修を実施した。 

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備

と有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツ

の有効活用に関する情報提供などに努めた。 

 

３ 教員研修 

平成 29 年７月に告示された新学習指導要領解

説では、今回の新学習指導要領改訂の経緯として、

学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に

向き合い、他者と協働して課題を解決していくこ

とや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を

実現し情報を再構成するなどして新たな価値につ

なげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再

構築することができるようにすることが求められ

ている。このことは、本来、我が国の学校教育が

大切にしてきたことであるものの、教師の世代交

代が進むと同時に、学校内における教師の世代間

のバランスが変化し、教育に関わる様々な経験や

知見をどのように継承していくかが課題となり、

また、子供たちを取り巻く環境の変化により学校
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が抱える課題も複雑化・困難化する中で、これま

でどおり学校の工夫だけにその実現を委ねること

は困難になってきている。」とある。 

そのような背景の中、教育公務員特例法等が平

成 28年に改正され、そこでは 10年経験者研修が

弾力的な運用が認められる中堅教諭等資質向上研

修となり、教員の育成に関する指標の全国的整備

など、大学での養成期からを見通した教員の研修

についての見直しが示された。それを受けて、平

成 29年に神奈川県の「校長及び教員の資質向上に

関する指標」が策定された。これにより、校長及

び教員の資質育成の目指すところが明らかになっ

た。 

このような流れを受けて、教育研究所でも横須

賀市の研修体系を大きく見直すこととなり、平成

29年度より新研修体系で研修が実施されている。 

令和元年度は研修内容の精選と学校現場や受

講者のニーズを反映し、以下のとおり見直しを図

った。 

・初任者研修については、「教員は学校で育つ」

という考えのもと、校外研修の精選を行った。

また、一部の内容を教職１年経験者研修と教職

２年経験者研修に振り分け、３年間かけて授業

力を中心とした力の向上を図る研修とした平成

29 年度新採用教員が、２年経験者研修を行っ

た。 

・中堅教諭等資質向上研修については、名称の変

更とともに、受講対象者を教職９～11年経験者

にし、弾力的な運用を図った。これに合わせて、

養護教諭対象の該当研修についても養護教諭等

資質向上研修に名称を変更し、同様の対象者に

した。 

・人材育成のため、総括教諭の研修の一つとして 

「学校運営研修」を位置付け、学校運営の力を

養い、参画する意欲の向上につなげた。 

・新学習指導要領に示されたカリキュラムマネジ

メントの考え方を実践につなげるために、すべ

ての総括教諭を対象にした研修を行った。 

 

研修の内容についても「神奈川県のめざすべき

教職員像」の３つの柱である「授業力」「課題解

決力」「人格的資質・情熱」を育てるのに十分か

どうか、横須賀市の教員の実態にも合わせながら

内容を検討している。 

 

経験の浅い教員に対しても、即戦力となるよう

過大な期待が寄せられ、それをつなぐ中堅層にお

いても、学校の運営の主体となれるよう、優れた

能力を発揮できる人材の育成が急務となってい

る。同時に臨時的任用職員や非常勤講師の割合も

高くなっており、各校での教員の若年化が急速に

進んでいる。 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組みづく

りを模索してきた。基本研修における「ペア」ま

たは「グループ」による校内研修の実施は、授業

を通して校内で学び合う機会の充実につながって

いる。また、教職経験年数が異なる者同士がつな

がり合い、学び合う機会も充実させてきた。経験

によって培われた教師の力がしっかりと継承され

ていくことが、子どもたちに対する教育の質の向

上につながることと期待される。 

令和元年度は、具体的な目標と方針として①教

師として求められる資質・能力、授業力の向上を

図ること②学校組織の活性化と人材育成を図るこ

とを掲げて事業を展開してきた。 

そこでは、研修そのものに係る工夫として主体

的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワークシ

ョップ型の研究協議等の多様な研修スタイルを取

り入れてきた。 

また、一人一人が教師としての高い志を持ち続

け、学校においても優れた教師を育てようとする

意識が高まるよう、サポート研修をはじめ教育研

究所としてのきめ細やかな支援を大切にして取り

組んできた。 

教師が学びたいときに学び、自己のキャリアや

職能に応じて、自らの資質を向上できる研修体系

を今後も維持、発展していきたい。 

 

４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報活用能力の育

成」「ICT機器を適切に活用した学習活動の充実」

を実現するため、学校の ICT機器の環境整備と活

用推進を図る事業を行った。また、「校務の情報

化」を目的として校務支援システムの活用推進を

図る事業を行った。さらに、教育の情報化の推進

のために、教科指導における ICT活用研修、授業

力向上のための ICT活用研修、プログラミング教

育実施に向けた研修を行った。 

 本年度も引き続き、授業における ICT機器の活

用推進を軸に、校務支援システムによる通信簿、

中学校調査書、指導要録、健康診断票の作成など

の集合研修や訪問研修を適宜行い、現場に寄り添

った支援に力を入れた。また、ICT 授業支援サポ

ーター制度も引き続き実施した。 

情報セキュリティを確保するため、「学校の保

有する情報の取扱いに関する基準」の周知を図る

とともに、ICT 担当者会や情報セキュリティ月間

（５,10,２月）を通して、情報セキュリティ喚起

の取組を行った。 
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 今後の課題は、学習用データベースの充実や授

業における効果的な ICT機器の活用の促進を図る

ための研修や授業支援の充実、職員と児童生徒の

情報モラルの育成などである。加えて、ICT 機器

を活用した次代の授業の在り方を模索し、子ども

の学びの充実についても考えていく。 
 
５ 教育研究所運営に関する懇話会 

（１）運営委員 

<委 員 長> 岩田 嘉純 (明浜小学校長) 

<副委員長> 三橋 政義 (大津中学校長) 

<委  員> 伊藤  学 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 原崎 陽一 (森崎小学校長) 

< 〃  > 吉川 和良 (長沢中学校長) 

< 〃  > 髙橋 直樹 (教育指導課長) 

   

（２）教育研究所運営に関する懇話会 

第１回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和元年５月８日（水）10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

 第２回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和２年１月 15日（水）10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

教育研究所運営に関する懇話会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行った。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営についてご意見をい

ただいた。 

 

６ 令和元年度予算 
教育研究所費の令和元年度一般会計予算額は、

664,373 千円であった。このうち、情報システム

の運用や情報教育の推進に係る情報関連予算は

439,736千円で、全体の約３分の２を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校、高等学校における教育用パソコン等

の整備・運用に関する予算 229,919千円について

も所管しており、これらを合わせた情報関連予算

は、669,655千円となる。 

その結果、所管予算全体では、894,292 千円と

なった。 

 

 

 

 

 

合計(①+②) 894,292 

① 教育研究所費 小計 664,373 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

439,736 

(5,882) 

(389,315) 

(44,539) 

・給与費 137,728 

・学力向上・教育課題研究事業費  688 

・資料情報提供事業費 873 

・理科教育研修費 1,844 

・教員研修事業費 5,055 

・教育研究所管理運営費 156,954 

② 学校費 小計 229,919 

・教育用 PC等の整備・運用費 229,919 

（単位千円） 

 

７ 職員 

（１）職員の配属と異動 

令和元年度の教育研究所は、所長および職員の

12人で組織した。 

 教育政策課から主査指導主事として杉戸美和、

神明中学校から指導主事として小日向真、横須賀

総合高等学校から指導主事として山岸義之、市民

生活課から係長として小和瀬尚、公郷中学校から

長期研究員として高瀬鉄平が配属された。 

 また、主査指導主事の髙橋有香が教頭として馬

堀中学校へ、指導主事の関口さやかが教諭として

県立横須賀高等学校へ、係長の島内さおりが保健

体育課へ異動した。 

 

（２）人員構成（令和元年４月１日現在） 

所  長 山崎  亨 (教育研究所の総括) 
主査指導主事 杉戸 美和 (研修担当の統括) 

〃 小平 功一郎  (調査研究担当の総括) 
係  長 小和瀬 尚 (管理運営係の総括) 

指 導 主 事 澤口 琢 (研修等) 
〃 田山 雅也 (研修等) 
〃 小日向 真 (研修等) 
〃 山岸 義之 (研修等) 
〃 市下 啓嗣 (調査研究等) 
〃 伊東 誠司 (調査研究等) 

主  任 川本 正明 (管理運営) 
〃 山岸 弘美 (管理運営) 

長期研究員 高瀬 鉄平 (調査研究等) 
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非常勤職員 阿部 優子 
(教育史・ 
よこすか教師塾等) 

〃 小曽戸 聡 
(研修補助・ 
よこすか教師塾等) 

〃 鈴木 眞人 
(理科教育・ 
よこすか教師塾等) 

〃 柏木 崇子 (調査研究補助等) 
〃 髙木恵美子 (調査研究補助等) 
〃 加藤 美由紀 (研修補助等) 
〃 西村 瞳 (研修事務等) 
〃 棚橋 美江子 (研修事務等) 

臨 時 職 員 河合 陽子 
(図書資料整備、 
研修補助等) 

〃 雑賀 奈津子 (研修事務全般等) 
〃 井上 浩二 (施設管理運営等) 

教育政策課教育情報システム室 
室  長 北川 敬 (校務支援システム等) 

主  任 三ツ堀 幸正 (校務支援システム等) 
 大塚 雅之 (校務支援システム等) 

非常勤職員 堀越 佳子 (教育情報データ整理等) 
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調査研究関係 
 

◆概 要 

調査研究では、「研究員会」事業を中心とした調査研究の充実と、教育に関する情

報や資料の収集・発信の充実を重点目標として取組を進めた。 

「研究員会」事業は、６研究員会を組織し、それぞれの課題に対して調査研究を行っ

た。また横須賀市長期研究では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

をテーマに研究を行った。 

資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研

究所図書資料室を充実させることに努めた。経験年数が浅い教員の参考となるよう、イ

ントラネットサイトに学習指導案を掲載したり、図書資料室に「授業づくり」「学級づ

くり」などの書籍を整えたりした。平成 29年３月の学習指導要領告示をうけて、学習指

導要領改訂に関わる書籍も配架した。また、授業づくりの手引き書を、初任者研修等で

配付・活用した。カリキュラムセンターとしての機能の充実を図るべく、イントラネッ

トサイト内の資料の追加・更新・整理に努めた。 

理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座やパワーアップ研修講座を開講

し、理科教育の充実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料を作成し、イントラ

ネットサイトや理科室に掲示し、活用を促した。 

 

調査研究事業 

１ 研究員会 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、学力の向上にむけ、現在の教育課題の解

決と学校教育の一層の充実に貢献すること、調査

研究の成果を学校に還元することを重視し、横須

賀市の学校教育の改善や発展に役立てることであ

る。本年度は、昨年度に引き続き６研究員会〔①

インクルーシブ教育の推進 ②校内研究の活性化 

③情報活用能力の育成 ④主体的・対話的で深い

学び ⑤道徳教育の充実 ⑥小学校外国語〕にお

いて、研究員 29名と担当指導主事 11名が、各研

究員会における研究テーマを掲げ、調査研究に取

り組んだ。 

 

Ⅰ インクル―シブ教育の推進 

 「共生社会に向けたインクルーシブ教育システ

ムの構築を目指し、すべての児童生徒が豊かに学

ぶことができる授業の在り方の研究」をテーマに、

小学校３名と中学校２名のメンバーで活動した。 

 研究２年目の本年度は昨年度に引き続き、研

究員が勤務する学校で現在行われている交流及

び共同学習について、担任と支援学級担任の子ど

も達へのかかわり方を分析したり、実際の授業場

面を見合ったりする中で、テーマに関連した課題

の把握に努めた。さらに、昨年度のアンケート結

果の分析から捉えた教員間のコミュニケーショ

ン不足を解決するツールの開発、実践、検証を行

った。また、研究成果をもとに、教職６年経験者

研修で講義・演習を行った。 

 その成果として得られた「すべての子どもの

豊かな学び」につながるために、子どもたち一人

ひとりの学び方に教師が気づくこと、それを共有

することの重要性を様々な場や機会で市内に発

信していく。 

 

Ⅱ 校内研究の活性化 

平成 30年にスタートした「校内研究の活性化研

究員会」では、校内研究の活性化のためにはどの

ような取り組みが考えられるのか、２年間をかけ

て研究してきた。 

１年目は、本市教員の校内研究に対する意識に

ついて、アンケート調査を実施した。その結果、

どの年代も校内研究の意義について、かなり高い

割合で肯定的に受け止めている一方で、負担感も

感じているという課題が浮かび上がってきた。 

そこで今年度は「肩肘張らず日常的に」行える

取り組みをテーマに、大楠中学校をモデル校とし

て、具体的な手立てについて研究をした。例えば、

小集団ごとに校内研究に取り組むバディスタイル、

短い時間でも気軽に授業を見合う雰囲気づくり、

研究協議会での各教員の活動の場の確保、子ども

の姿にスポットを当てた授業観察等を通して、年

齢、教科に関わらずだれでも主体的に関わること

ができる校内研究の在り方を探ってきた。この研

究成果が少しでも各校の校内研究の活性化につな

がればと考えている。 
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Ⅲ 情報活用能力の育成 

 新学習指導要領において、情報活用能力（情報

モラルを含む）が「学習の基盤となる資質・能力」

の一つに位置付けられたことに鑑み、情報活用能

力に関して、カリキュラムを編成するなど、系統

的な指導が求められる。本研究員会では、特に「情

報活用の実践力」に関わるスキルについて系統的

な指導を図ることができるよう、カリキュラム作

成を行った。また、実際に研究員が授業実践を行

い、具体的な指導場面についても示すようにした。

あわせて、児童生徒自身が指標としてとらえられ

るよう、児童生徒向けスキル系統表（掲示用）に

ついても作成し、各校に配付した。 

 
Ⅳ 主体的・対話的で深い学び 

 新学習指導要領第１章総則第３の１の（１）に

ある、「『主体的・対話的で深い学び』の視点か

らの授業改善」のポイントはどこにあるのか、具

体的にどのように取り組めばよいのか、小学校３

名と中学校２名のメンバーで研究を進めた。 

 研究最終年度となる本年度は、横須賀市の学校

全体で「『主体的・対話的で深い学び』の視点か

らの授業改善」をおこなうための方策について検

討した。授業者一人一人が、参観授業から学び、

自身の授業を振り返るためには、視点を明確にし

て授業を参観することが肝要であると考えた。そ

こで参観の視点を整理・分類した「自身の授業改

善シート」（JJK シート）を作成するとともに、

その活用方法をまとめた。 

 

Ⅴ 道徳教育の充実 

 平成30年度より、小学校では道徳の時間が「特

別の教科 道徳」として位置付けられた。また、

中学校では、令和元年度に実施された。 

 それに伴い本研究員会は、小中学校教諭で構成

されている。本年度の活動内容は、小中学校の道

徳の教材を見ながら、各研究員の教材の捉えを出

し合い、授業の構成を考えてきた。 

 日常の道徳の授業を充実させていくことが、道

徳教育につながると考え、授業実践を中心に活動

を行った。授業の中でも「発問・板書・ふり返り」

の３点について、授業実践の事前に研究員会で検

討を行い実践に臨んだ。 

 本年度の成果として、特に発問としての効果が

高かったと考える。研究員の多様な視点で教材を

とらえることで、児童生徒への発問が複数考えら

れ、各学校の児童生徒の実態に応じて、選択をす

ることができた。発問のねらいが的確であるため、

児童生徒の発言が活発になり、教師の板書、児童

のふり返りの記述にも変化が現れた。 

 

Ⅵ 小学校外国語 

 新学習指導要領の趣旨に沿って、小学校中学年

での外国語活動の必修化に続き、いよいよ高学年

で教科としての外国語教育が完全実施となる。 

横須賀市では、早くから市の標準カリキュラム

「ハッピータイム」を作成し、小学校での外国語

教育に力を注いできた。しかし、各校では、外国

語教育の指導に関して、ALTに頼りきりになって

いたり、中学校の前倒しのような意識が先行して

いたりと、まだまだ多様かつ自信のない状況があ

る。指導法についての校内研究も半信半疑、手探

りで進めている状況がある。 

一方で、市内先進校の実践研究から、小学校で

は外国語教育においても他教科と同じように担

任が指導に関わる意義が大きいことが報告され

ている。このことを踏まえ、市内のどの学校でも、

担任が主導しながら、自信を持って ALTとのチー

ムティーチングで外国語教育を進める際に役立

つ研究にしたいと考えた。 

そこで、先進的に取り組んでいる４人の研究員

が、各所属校の実践を基に、外国語教育の重要な

ポイントを明らかにしていき、市内に広めること

を目標として研究を進めていくことにした。 

中学校で系統的に学ぶ前段階の小学校で、何を

大切にすべきか、またどのような態度を身に付け

させるべきかという、重要なポイントとなるとこ

ろを具体的に、わかりやすく伝えていきたいと考

え、DVD「どんとこい！小学校 English!～ HRT、

出番ですよ～」ベーシック編を作成し配布した。 

本年度は中間のまとめを受けて、アンケート用

紙を作成し、市内各小学校外国語活動担当者、及

び各中学校英語担当者に回答いただき、現場の声

を聞いた上で、DVD第２弾に取りかかることとし

た。第２弾となるアドバンス編では、2020年度

から小学校において、外国語科が導入されること

から、より発展的かつ有用性の高い内容を取り入

れるよう心がけた。例えば、読むことや書くこと

については、多くの授業者が指導に苦心する領域

ととらえ収録することにした。 

≪ベーシック編の収録項目≫ 

○アルファベットの音 

○「読むこと」 ○「書くこと」 

○「スモールトーク」 

○「パフォーマンステスト」 

○「クラスルームイングリッシュ」等 
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研究員一覧表 

＜インクルーシブ教育の推進研究員会＞ 

夏苅 麻衣（望洋小） 大磯 陽平（坂本中） 

脇門 卓矢（小原台小） 水落 阿里（大津中） 

星野 文音（粟田小）   

＜校内研究の活性化研究員会＞ 
奈良 祐志（船越小） 山口 忠士（浦賀中） 
伊藤 仁 （城北小） 星野いすず（大楠中） 
中村 耕太（大津小）  

＜情報活用能力の育成研究員会＞ 
猪狩 史生（鷹取小） 神村 勇輔（岩戸中） 

田村 舞輝（船越小） 影山 聡史（長沢中） 
村上 裕規（田浦小）  

＜主体的・対話的で深い学び研究員会＞ 
杉本奈々子（諏訪小） 桑原 大地（長沢中） 
若林 啓之（大塚台小） 掛波久美子（大楠中） 
有馬 剛（北下浦小）  

＜道徳教育の充実研究員会＞ 
菅井 裕樹（浦郷小） 村田真友子（不入斗中） 
前川 郁衣（諏訪小） 高田 邦彦（大津中） 
御所谷 歩（鶴久保小）  

＜小学校外国語研究員会＞ 
羽田あずさ（田戸小） 宮田 昭浩（大塚台小） 
荒川 元輝（神明小） 佐藤 亜紀（大楠小） 

 

２ 長期研究 

令和元年度の長期研究は「主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善」を研究テーマと

して実施した。 

概要は、次のとおりである。 

(１)研究員 公郷中学校 高瀬 鉄平 教諭 

(２)研究主題 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善-深い学びにつながる授業モデルの提案-」 

(３)アドバイザー 

学校教育アドバイザー 一般財団法人 

総合初等教育研究所 参与 北 俊夫 先生 

(４)主題設定の理由 

  学習指導要領（平成 29年告示）では、子ども 

 たちが、これからの時代に求められる資質・能 

 力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続 

 けることができるようにするためには、「主体 

 的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改 

 善の取組を活性化していくことが重要であると 

 された。また、単元など内容や時間のまとまり 

 を見通すことが配慮事項の一つとして示され 

 た。そこで、深い学びにつながる授業モデルに 

 ついて年間を通して研究し、提案することが必 

 要であると考えた。 

 (５)研究内容 

 次の授業モデルによって「主体的・対話的で

深い学び」が実現されると考えた。 

①提示した資料をもとに、単元を貫いた学習課

題を生徒が設定し、それに対する予想を行う。 

②単元を貫いた学習課題を解決するために必要

な知識・技能を１単位時間毎に習得する。 

③単元の終末に、これまでの学習で習得した知

識・技能を「つなげること、関連付けること、

比較すること」によって、単元を貫いた学習課

題を解決する。 

 生徒は１単位時間毎の学習が単元を貫いた学

習課題の解決につながっていることを意識し、

見通しを持って学ぶことができた。また、グル

ープ活動では根拠に基づいた発言をするように

促すことで思考を深めることにつながった。さ

らに、ポートフォリオや思考ツールを活用する

ことで習得した知識・技能のつながりを視覚的

に捉えられ、単元を貫いた学習課題を解決する

ことができた。 

(６)研究成果の発信 

 ・イントラネット上で情報発信 

 ・研究発表会の実施 

 ・県教育研究所連盟研究発表会で提案 
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３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10月 14日(木)、神奈川県教育研究所連盟第 66

回教育研究発表大会において、平成 30年度横須賀

市教育研究所長期研究員の杉本 奈々子教諭(諏

訪小学校)が発表した。他地区からも質問や賞賛の

声が多く寄せられ、実りある発表となった。 

 
発表テーマ 

  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善 

 

１ 課題設定 

  「主体的・対話的で深い学び」は、これから

の時代に生きる子どもたちに必要な資質・能力

を育むために、学びの質や深まりを大切にする

授業改善の視点である。しかしアクティブラー

ニングが表面的な意味で捉えられ、学ぶ過程で

活動の質を向上させることについて、具体的な

追求がされていないことに課題がある。そこで

本研究では、学ぶ過程を充実させるため「主体

的・対話的で深い学び」に必要な授業改善の具

体的な視点を探っていきたいと考えた。 

 

２ 研究内容 

 (１)調査授業実践・参与観察の概要 

   子どもの姿やインタビュー等で得た内面な

どの事実から考察を重ねた。「主体的・対話

的で深い学び」を意識した授業実践を重ね、

単元や教科等が異なっても共通して言えるこ

とや反省点を振り返りながら、計画と実践を

繰り返した。 

  (２)主体性と対話的な活動に関わる学習課題 

  ～算数科「分数の足し算とひき算」の実践より～ 

   主体性の根幹は学習意欲と考え、学習意欲

に関わる要素を分析した結果、学習課題の設

定の仕方が大きく関わると考えた。学習課題

を確実に子どもたちがつかむことができるよ

う意識して実践した授業では、課題の難易度

によって話し合いの様子が異なったことから、

対話的な学びにも学習課題が大きく影響を及

ぼすことが分かった。 

 (３)学習課題と見通しを持たせるための単元の

導入 

  ～音楽科「豊かな表現を求めて」の実践より～  

   学習課題が主体的な学びの根幹である学習

意欲に関係すると捉え、単元の導入を工夫し

た。音楽科では、導入の段階で自然と学習課

題を掴みやすく、意欲が高まり主体性は生ま

れやすい。音楽科であるが故に主体性の高ま

りを得られたのではという問いが生じた。 

 (４)「対話的な学び」を「深い学び」へとつな

ぐ工夫 

  ～算数科「図形の面積」の実践より～  

   単元の導入で、学習課題を確実に子どもた

ちが持てたことで対話の深まりが見られた事

例があった。対話では考えを共有する「広が

り」だけでなく、より良い考えが統合される

などの「深まり」が重要である。そのために、

学習用語や既習事項を使った説明を繰り返し、

考えを整理することが大切であると考えた。

単元を通して見ると、学習用語や既習事項を

使った思考と説明を繰り返すことで、徐々に

数学的活動が充実していく様子が見られた。 

 (５)「深い学び」につながるきっかけ 

  ～算数科「図形の面積」の実践より～ 

   主体的な活動や対話の中でも、話し合いが

行き詰まり、深まりが見られない場合が多々

あった。その場合は、教師が発問や助言で介

入し、熟考を促すきっかけを与えることが必

要であると捉えた。学習課題を確実に持つこ

と、既習事項や学習用語をきちんと用いて説

明と思考を繰り返すことで熟考し、数学的活

動が充実してくるとおのずと「見方・考え方」

が働く活動に発展している事例が見られた。 

 

３ 研究のまとめ 

 ～実践・参与観察の総合的考察と生成仮説～ 

 学習課題を適切に設定し、子どもたちが確

実に持てるようにすることをスタートとし

て、粘り強く学習用語や既習事項を使った思

考と説明を繰り返させる。そして、知識や技

能を相互につないだり、場面や状況と知識・

技能をつないだりするきっかけを発問や助

言により与え、熟考を促すことで、学びを深

めていくことができると言えるのではない

だろうか。 

 この生成仮説は、教科の特性はあっても共

通に言えることだと考えられる。そして、そ

の単元や教科だけではなく、学年や全ての教

科等の学習を通して付けた力によって、学び

はさらに深まっていくのだと考察できる。 
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資料･情報提供事業   

【図書・資料】 （R2,3,25現在） 

１ 図書資料  

 令和元年度の図書購入予算は、CD・DVD 付図書

も含めて 38万６千円であった。この予算で、合計

144冊の図書と２本の教育用ビデオ（DVD）を購入

した。寄贈本は２冊、寄贈 DVDは 8本。学力向上

への対応や各教科・領域、教師としてのスキルア

ップ等に関する図書を購入した。特に新学習指導

要領の解説書や新学習指導要領に則した授業づく

りに関するもの、小・中で教科化された道徳教育

・外国語教育に関するもの、これから求められる

教育・教師像などに関するもの、教師力を向上さ

せるものなどを購入した。 

 所蔵数は、図書 26,776点、教育用ビデオ 22点

（それ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ 173

点）、DVD97点である。 

 また、保管している市内各学校や各地の研究機

関・大学・学校・出版社等から寄贈された研究紀

要及び教育資料等は、前年度より 174 点増え、

25,452点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次の 12種類で、第

１研修室前の棚に配架した。昨年度まで購読して

いた「児童心理」は平成 31年３月をもって廃刊と

なったため、購入教育雑誌は 9種類である。 

〔定期購入したもの〕 

 ① 初等教育資料 ② 中等教育資料 

 ③ 教育委員会月報 ④ 総合教育技術 

 ⑤ 教育 ⑥ 高校教育 

 ⑦ 日経 PC21 ⑧ 内外教育 

 ⑨ 教育展望  

〔その他：寄贈等〕 

⑩ 指導と評価 ⑪ 部落解放  ⑫ 人権と部落 

広報よこすか、県のたより、人権のとも、語る

・かたる・トーク、更生保護よこすか、よこすか

ボランティアニュース、まなびかんニュースなど

は、２階事務室前の雑誌専用書架に配架している。

貸し出しはしていないが、常時閲覧可能である。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞教育マルチメディア号は毎

月寄贈されている。日本教育新聞、教育家庭新聞

マルチメディア号は２階事務室前の雑誌専用書架

に、神奈川新聞は事務室に配架している。 

 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

本研究所図書室の ICT環境は、ノート型 PC１台

とプリンター１台により、図書室の利用者の利便

性を確保している。 

図書室内のコーナーを分かりやすくなるよう配

置の工夫をしている。令和２年度用の小学校教科

書コーナーと、経験の浅い教員向けや教員採用試

験対策に役立つ本を集めたコーナーを新設した。

その他、「学習指導要領」「学校経営・法律関係」

「情報・学校図書館」「教師・教育一般」「新着

図書」「学力向上」「防災」「教員採用試験対策」

「特別支援・教育相談」「国語」「社会」「算数

・数学」「理科」「音楽」「図画工作・美術」「体

育・保健体育」「家庭・技術家庭」「プリント教

材問題データベース集」「日本語指導資料」「幼

稚園教育・生活・総合的な学習の時間」「英語・

英語活動」「道徳・特別活動」「エプロンシアタ

ー・ビデオ」に分類、整備している。文部科学省

や県教育委員会からの答申等の資料を印刷した

「教育情報」のコーナーなども設置してある。ま

た、各研究機関からの「研究紀要」や「学校教育

賞」、各学校別に学校要覧や行事予定・PTA 広報

などを収納したコーナーもある。 

さらに、新刊本を利用しやすくするために、掲

示物や掲示方法を工夫し、３階の階段踊り場に新

刊本コーナーを設けた。研修や会議等の通りすが

りに、新刊本を手に取って見られるようにした。 

図書室前の書棚では、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」、地域教材などを配架した。 

書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題になっている。過去の

雑誌の廃棄、複数ある本の整理などを行った。本

研究所として保存していく資料の精査を行い、継

続的な資料の保存が可能となるよう収集・保存の

あり方を検討し、ルールを策定する準備をしてい

る。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

 所蔵資料を検索しやすいように、イントラネット

のページを工夫した。掲示物や購入図書の紹介は、

表紙の画像をつけて分かりやすく紹介した。 

 図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日 ９時30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 
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・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは1ヶ月以内。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

       教師塾受講者 

本年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書       311点 

  ・ビデオ      23点 

 

４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っている。新しく購入した本が届いたら、速

やかにホームページを更新し、表紙の画像等も載

せてわかりやすい提示を心がけている。また研究

所内の掲示物にも同様の工夫をしてより見やす

く分かりやすくした。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科用図書展示会

は、本年度６月 14日から６月 28日まで行った。

本研究所の来場者数は、490 人（学校関係者 458

人、一般 32人）であった。 

令和２年度から使用する小学校教科書637冊を

加え、保管してある教科書は 15,505冊である。 

 

６ レファレンス・サービス 

 本教育研究所の図書室・資料室に保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問い合せには、来所された方

だけでなく、電話や電子メールなどでも応じてい

る。本年度も、市民の方から地域の歴史を調べて

いるので学校の周年誌を見せてほしい、過去の教

科書を閲覧したい、資料用教科書を見せてほしい

などの問い合せがあり、丁寧に対応した。教職員

からは、教材研究に関する問い合わせや、来年度

から使用する教科書の閲覧依頼もあった。また、

教育史の編纂作業が始まったので、編纂委員によ

る問い合わせが多かった。本年度の件数は 69 件

であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら

ず、市外の教職員や教育関係の学生、研究者及び

ライフワークとして教育に関心を持っている方な

ど多方面に広がっているので、それぞれのレファ

レンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

７ 教育史編纂 

 一昨年度から始まった「横須賀市教育史」編纂

事業は、委員の健康上の理由等による辞退があり、

新たに３人の委員を委嘱し、「Ⅱ～Ⅴ期教育史編

纂プロジェクトチーム」として活動を続けた。「Ⅱ

～Ⅴ期教育史編纂プロジェクトチーム会議」を３

回開催し、第Ⅱ期から第Ⅴ期（昭和 52年～令和元

年）まで並行して、一気に執筆を進めた。会議の

回数は、昨年度からの累積番号で表している。 

第７回Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂 PT会議（４月 19日） 

  構成員確認、刊行計画の検討・確認、Ⅰ期原

稿の校正、今年度の取り組み予定、執筆項目の

分担 

第８回Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂 PT会議（６月 26日） 

  執筆内容の検討、執筆にかかわる資料の配布

・検討、執筆のルールの再確認 

第９回Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂 PT会議（２月 14日） 

  暫定版原稿の提示、執筆の見通し、修正、今

後の流れ確認 

 以上の取り組みを経て、未着の原稿は若干ある

が、Ⅰ期からⅤ期まで、全体の見通しがもてた。

今後は、Ⅰ期原稿の修正も含め、全体的なバラン

スを調整しながら、執筆作業、編集作業を続けて

いく予定である。 

「Ⅱ～Ⅴ期教育史編纂プロジェクトチーム」委員 

 座 長 堀越 和宣  

 委 員 青木 良紀・南 久直・渡邉 武 

     大久保 静香・佐藤 設夫 

     松永 和夫・橋本 邦子・大橋 倫人 

     小林 勇雄・渡辺 浩・小谷 孝夫・  

     田野口 則子 

 事務局 山崎 亨（教育研究所長） 

     杉戸 美和（主査指導主事） 

     阿部 優子（図書資料担当） 

     河合 陽子（図書資料担当） 
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８ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より） 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に集め

られ時代とともに変遷していく教具や視聴覚機

器の散逸を憂い、収集された。 

平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなら

れた。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の

手続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資

料 199点を、広く多くの方々に供するため、「雑

賀コレクション」と題し、ホームページへ目録と

その写真を掲載した。 

 

９ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47年から収集を始め、

平成５年に「教具的民俗資料集」と題して冊子に

まとめられた。教育研究所では、冊子の内容を「教

具的民俗資料」と題し、41点をインターネット上

に公開している。 

 

10  研究所刊行物  

  本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧 令和元年度（2019年度）版 

・教育研究所所報 81号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 58集 
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理科教育事業 

 

令和元年度に実施された「横須賀市立小・中学

校学習状況調査 理科」の結果では、正答率で見

ると、すべての学年において調査全体と比較して

低く、学年によっては大きな差となるなど、課題

が大きい。一方で、サイエンスサマーや土曜科学

教室、研究集録への取組状況を見ると、必ずしも

児童生徒の理科離れが進んでいるとはいえないと

考えられる。 

 この課題を解決するためには、理科指導力を高

めていくことが必要であり、教員研修の充実、学

習環境の整備が求められると考える。教育研究所

の理科教育事業では、教員が学び探究する場、そ

して科学への関心を高める場として、研修講座を

中心に、授業支援や情報提供を行ってきた。 

 研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を

身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む

単元の教材研究を深める内容、野外での自然観察

における留意事項、薬品管理を含む安全指導にか

かわる内容等を取り上げた。 

 さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、科学教養講座も実施した。 

 研修講座以外の事業としては、理科の学習や指

導に必要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の

貸し出し、研究・研修のための施設の開放、様々

な問合せ・相談への対応などを行うとともに、イ

ントラネットサイト「理科なび」を充実させ、授

業に役立つ資料の提供を進めた。 

 また本年度も、児童の科学に対する興味・関心

を高め、学力を向上させることを目的として、「サ

イエンスサマー2019」を継続して開催するととも

に、「土曜科学教室」を年間８回実施した。 

 なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

１ 理科教育研修講座 

 令和元年度は下記の３講座を設定した。 

  ア．理科基礎技術研修講座 

  イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

  ウ．科学教養講座 

（１）理科基礎技術研修講座 

 主に理科の授業を担当している教師や、

初任の小学校教諭、中学校理科教諭を対象

に、理科の指導に必要な基礎的技術を身に

付ける内容として＜表１＞（P.24）のよう

な８講座、全 11回を実施した。 

 これらの講座は、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に行った。事故防止を含めた観察・実験

の基礎技術、自然観察における知識、身近

な自然の活用等について学習した。この８

講座のうち、４講座は自然・人文博物館と

連携し、学芸員を講師に招いて行い、その

うち３講座については自然観察（フィール

ドワーク研修）であった。 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座 

 小中学校の学習内容で、学習効果を高め

るための教材開発や選定、学習展開の工夫

について研修するために＜表２＞（P.24）

のような２講座、全４回を実施した。 

 理科教材開発会社に講師を依頼し、様々

な教材・材料を用いての実験方法を学んだ。

一つ目は新学習指導要領を意識した教材・

教具を用いた実験の方法について、二つ目

は身近な道具を用いた観察・実験の工夫に

ついて取り上げた。授業への生かし方につ

いて考えることができた。 

（３）科学教養講座 

 理科を指導する教員にとって役立つ技術

や、最新情報を得るために、また、科学に

対して教員自身が興味・関心を持てるよう

にするために＜表３＞（P.24）の１講座を

実施した。 

 国立環境研究所 生物・生態系環境研究

センターの五箇公一氏を講師に、理科教育

者として知っておくべき生物多様性につ

いて講師の研究及びそのデータを基に講

演いただいた。 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

 生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

 種ジャガイモ、サツマイモ苗、蚕種については、

多くの小学校から購入希望があった。種ジャガイ

モについては理科で、サツマイモ苗については生

活科等での需要がうかがえる。一方、蚕種につい

ては、羽化後の取扱いに悩む学校もあり、今後需

要が減っていくものと思われる。 

 水中の微小生物についても校種を問わず提供依

頼があり、各学校での顕微鏡観察の一助となるこ

とができた。県立総合教育センターから提供され
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たものを維持管理し、指導時期に提供できる体制

をとっている。 

 水生植物等の提供依頼もあり、理科教材園の整

備が十分でない学校にとって、教育研究所の果た

す役割は大きい。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

 教育情報センターイントラネットサイトで配信

している「理科なび」では、前年度に引き続き授

業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料の

充実に努めるとともに、サイエンスサマーや土曜

科学教室の様子などの情報発信を行った。 

 

４ サイエンスサマー2019 

 小学生の科学に対する興味・関心を高める場と

なる自由研究を支援する目的で実施した。夏季休

業が始まった直後、教育研究所に小学校３年生か

ら６年生までの希望者を集め、実験・観察に取り

組んだ。理科指導に長けた教員が８つのブースを

運営し、研究仮説の設定、実験・観察、考察とい

う一連の流れを体験させ、自由研究への取り組み

を後押しした。 

 午前・午後合わせて 80名の募集に対し、222名

の応募があった。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

 各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点、及

びサイエンスサマー2019 参加者の作品を研究集

録イントラネットサイトにおいても配信した。 

 この研究集録には、夏季休業中に取り組んだ自

由研究を中心に、優秀作品を含め小学校 89点の研

究成果が掲載された。平成 30年度からイントラネ

ットでの配信のみとした。なお、平成 30年度以降

の作品は常時閲覧可能としている。 

 

６ 土曜科学教室 

 児童が自身で行う実験・観察を通し、科学に対

する興味・関心を高め学力の向上を図ることをね

らいとして、＜表４＞（P.24）のように年間８回

実施した。一昨年度から回数を増やして開催して

いる。応募に際しては、年間 320人の定員に対し

516 人の応募があり、保護者の関心の高さととも

に取組が認知されてきていることがうかがえた。 

 参加児童のアンケートからは、科学への興味の

高まりと主催側の意図が伝わった感想が多く見ら

れた。保護者の参観も多数あり、感想には次年度

への参加希望や継続を望む意見など、肯定的な意

見が多くあった。児童のみならず、家庭でも理科

への興味・関心が高まり、理科教育の推進の効果

が高かったと考えられる。 

 

７ 授業支援 

 理科支援員（非常勤）職員を中心に、理科の授

業づくりの工夫や改善点、安全指導、動植物の飼

育や教材化の工夫、薬品整理や廃棄の方法など様

々な問い合わせや相談に応じてきた。教育研究所

や職員の蓄積してきた資料や技術等の提供、理科

施設や器具の貸し出しなどを行った。 

 理科物品をより活用できるよう、貸出対象物品

のリストを写真付きに修正し、イントラネット（理

科なび）に掲載した。 

 理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、天体望遠鏡、速

度測定器、アクリルパイプなどを貸し出した。 

 

８ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、小学校

理科研究会、中学校理科研究会をはじめ、多くの

方々との連携・協力を行った。ご協力いただいた

主な方々は次のとおりである。 

 小学校理科研究会会長 長島 智仁 （武山小） 

       副会長 山崎 健司 （汐入小） 

            大津 晃 （大矢部小） 

                      一ツ谷 宙生 （桜小） 

       

中学校理科研究会会長 佐藤 昌俊 （常葉中） 

          副会長 白井 宏一 （坂本中） 

                                  （敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （11回 142名） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場  所 参加人数 

４．24 小学校理科指導者養成研修 堀井 真 

（教育指導課） 

理科実験室 ３ 

５．14 生物教材の飼育と授業づくり 

～メダカ～ 

市下啓嗣・鈴木眞人 

（教育研究所） 

理科実験室 11 

５．15 生物教材の飼育と授業づくり 

～カイコ～ 

内舩俊樹 

（自然・人文博物館） 

理科実験室 10 

７．22 

～８．９ 

授業づくりと理科実験・安全指導 

～実験器具を扱ってみよう～ 

市下啓嗣・鈴木眞人 

（教育研究所） 

理科実験室 ①23②25

③14④10 

７．29 基礎から学ぼう！理科実験 大﨑 章弘 

（お茶の水女子大学 サイエンス＆エデュケーションセンター） 

理科実験室 21 

７．31 自然観察会 

～東京湾の生き物～ 

萩原清司 

（自然・人文博物館） 

走水小学校 

走水海岸 

15 

11．６ 自然観察会 

～観音崎の地層～ 

柴田健一郎 

（自然・人文博物館） 

県立 

観音崎公園 

４ 

11．13 自然観察会 

～博物館周辺の植物～ 

山本 薫 

（自然・人文博物館） 

自然・人文博

物館周辺 

６ 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                 （４回 50名） 

  月  日 講      座      名 指   導   者 場 所 参加人数 

７．24 新学習指導要領に対応した理科実験機器

の紹介 

本江優衣・重井ゆき 

（株式会社ナリカ） 

理科実験室 ①14 

②13 

８．８ 教材教具の活用と実践 

～新学習指導要領を見据えて～ 

小池恵太・鶴見隆 

（ケニス株式会社） 

理科実験室 ①13 

②10 

 

＜表３＞ 科学教養講座                           （１回 23名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加人数 

  ８．６ 理科教育者が知っておくべき生物多様性 五箇公一 

（国立環境研究所） 

理科実験室 23 

 

＜表４＞ 土曜科学教室 （８回 266名） 

月 日 対象学年 実施機関 募集人数 応募者数 

６．８ ５・６年 株式会社ツムラ  40人 93 

７．６ ３・４年 三菱電機株式会社 40人 137 

８．31 ５・６年 電力中央研究所 40人 28 

９．７ ３・４年 株式会社ナリカ 40人 94 

10．26 ５・６年 高エネルギー加速器研究機構 40人 36 

11．23 ３・４年 ケニス株式会社 40人 64 

12．７ ３・４年 株式会社ナリカ 40人 47 

２．８ ５・６年 電力中央研究所 40人 17 
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研 修 関 係 

平成 29年度より新たな体系に基づき、初任者研修、教職１年経験者研修、教職２年経

験者研修、教職６年経験者研修、中堅教諭等資質向上研修を実施することとした。本年度

からは県の育成指標の開発期の入り口にあたる、教職２年経験者研修を開講し、新たな研

修体系での完全実施となった。中堅教諭等資質向上研修では、研修対象者を教職９～11年

経験者と弾力的な運用を図った。 

新たな研修体系に基づき、職に応じた研修では、管理職や学校運営に携わる教諭を対象

に、リーダーとしての在り方や人材育成を促進する研修内容を充実させるとともに、それ

ぞれのキャリアステージに応じた研修や、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊の教育

課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最新の教育課題（新学習指導要領、業務改

善等）に応じた研修を実施し、全 75講座、延べ 3,642名の参加があった。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質・能力、授業力の向

上を図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質・

能力及び指導力の向上を図る。 
（２）選択研修において、学力の向上に向けた教師

の授業力向上、教育課題、学校づくりなど系統

的な研修講座を提供する。 

 

２ 学校組織の活性化と人材育成を図る 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成が

図れるよう、学校づくり、コミュニケーション

能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校内研修との連動を図る。 
（２）各学校において協働性を生かした校内研修・

研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

１「教師として求められる資質・能力、授業力

の向上」については 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を

実施した。研修の初回に、公務員倫理やモラル

の育成のための内容を入れた。また、授業力向

上の内容の研修を、各経験年数に応じて実施し

た。 

②初任者研修グループ授業研究において、中堅教

諭等資質向上研修受講者がファシリテーター

として協議会の進行を務め、話し合いの充実を

図った。経験年数を超えて研修研鑽を重ねる有

用な場となっている。 

③中堅教諭等資質向上研修においては、校内人材

育成の視点を強調した研修を実施し、民間企業

における人材育成についても取り上げ、校内に

おける OJTの促進を図った。 

④パワーアップ研修（理科シリーズ・達人シリー

ズ・英語シリーズ）を実施し、英語シリーズで

は「小学校外国語活動」の充実を図った。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日に開催した。著

名な講師を招聘し、授業づくりや日々の教育活

動に生かせる実践的な研修を充実させた。 

⑥新学習指導要領が求める学び、スクールコンプ

ライアンスや働き方について考える研修講座

を実施し、意識の向上を図った。  

 

２「学校組織の活性化と人材育成」については 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通

じて発信した。新任総括教諭研修の内容を充実

させ、総括教諭の選択講座枠でも学校運営に関

する内容を充実させた。 
②管理職研修では、校内の教職員との円滑なコミ

ュニケーションを図るための研修を行った。 
③６年経験者研修では協働で授業づくりをする必

要性を扱った。また、中堅教諭等資質向上研修

では、本市の人材育成についての内容を扱った。 
④１・２・６年経験者研修では、「研修活用レポー

ト」として、校外研修の学びを実践を通じて学

びを深めることをねらいとし実施した。 
 

以上のような取組により、校外研修と校内研

修が連動して学校の組織力が向上すること、そ

して、一人一人の教員が人材育成の視点を持っ

て OJTを進められることを期待している。 
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研 修 関 係 

指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、教育公務員と

しての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた指導技術の向上を図る研

修である。 

各経験年数に応じた職場における役割の理解を深めるとともに、本市の目指す学力向上

の視点を大切にし、指導力の向上や授業における ICT の活用、人権教育やインクルーシブ

教育などに関わる研修内容を実施し、意識の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。外部民間講師や本市指導主事が講師

となり、実践的な研修を行った。受講者は 81 名

（養護教諭１名を含む）。校外研修年間 18 日以

上と校内研修年間 210時間以上を実施した。 

 

（１）校外研修（指定 16日 選択２日） 

第７～10 回宿泊研修において全員模擬授業を

行い、実践的授業力の向上を目指した。 

第 12 回「よこすかを知る」では、横須賀市の

歴史を学び千代ヶ崎砲台跡や浦賀ドックを見学

した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月23日 

開講式 

学校教育部長講

話 

教職員の服務 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

横須賀市歌紹介 

学校教育部長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

２ ５月14日 
認め合い高め合う集
団づくりの基本 
メンタルヘルス 

初任者指導アドバイザー 

野中 信行  

教育政策課指導主事 

３ 

中 
５月28日 

中学校における部活
動指導 保健体育課指導主事 

３ 

小 
６月11日 

小学校における水泳
指導法 

保健体育課指導主事 

学校体育指導員 

４ ７月２日 信頼される教師を目
指して 

ハーモニア代表 

     中村 真理  

５ 

６ 
７月30日 

人権教育の大切さ・ 

道徳教育の進め方・ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅠ 

教育指導課指導主事 

教育研究所指導主事 

７

８

９ 

10 

８月19日

～ 

20日 

宿泊 

研修 

学び続ける教師を目
指してⅠ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅡ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅢ 

学び続ける教師を目
指してⅡ 

教育研究所指導主事 

11 ９月10日 
情報セキュリティ 

学校事故対応 

教育研究所指導主事 

保健体育課指導主事 

 12 10月１日 よこすかを知る 郷土史家 

山本 詔一 

生涯学習課担当 

文化振興課担当 

市街地整備振興課担当 

13 

11月５日 

11月12日 

11月19日 

11月26日 

グループ授業研

究 
教育研究所指導主事 

14 12月10日 

特別活動の大切

さ 

ICTを活用した授

業づくり 

教育指導課指導主事 

教育研究所指導主事 

15 １月21日 
横須賀市の支援教育

・児童生徒理解 
 支援教育課指導主事 

16 ２月18日 

学び続ける教師とし
て  ～実践報告会
～ 
閉講式 

 教育研究所指導主事 

（２）選択研修（２日） 

市主催の選択研修等より選択とした。 

小学校教諭は「理科基礎技術研修」「外国語活

動研修」を受講した。中学校教諭は、それぞれの

教科等に応じた研修を受講した。 

（３）校外授業研究 

初任者によるグループ授業研究と研究協議を

実施した。中堅教諭等資質向上研修および拠点校
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指導教員研修との合同開催とし、研究協議の進行

役を中堅教諭が務めた。異なる年次の経験者が協

議することで、互いの相乗効果により実り多い研

修となった。 

（４）校内研修（年間 210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤講

師の任用に関する通知の変更があり、校内研修の

総時間数が 300 時間以上から 210 時間以上に変

更された。 

 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図

るとともに、主体的に学ぶ授業づくりや部活動指

導の教育活動等、研修内容の充実を図った。校外

研修で学んだことを校内研修につなげ、実践に生

かせるように、自己評価をもとにした研修振り返

り用紙の活用も図った。また、研修報告書類を削

減・簡略化し、研修の準備やまとめの時間の効率

化を図ることで、充実した内容の研修となること

をねらった。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180時間

以上、コーディネーターが割り振る研修を週１時

間程度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりに関する力

量の向上を図ることを目的として、子ども理解を

もとにした授業づくりや全員を主体的に参加さ

せる授業づくりについて学ぶ研修を実施した。校

外研修７回、校内研修８回実施。受講者は 68 名

（養護教諭１名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月17日 

教職員の服務・年

間の見通しとタイ

ムマネジメント 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

２ ７月10日 

情報モラル・子ども

が主体的に参加でき

る授業づくり 

企業教育研究会 

 関谷 紳吾 

教育研究所指導主事 

３ ７月29日 
授業づくりで大切に

したいこと 

関東学院六浦小学校 

 スーパーバイザー 

松永 昌幸 

４ 10月４日 
人権意識を高める 

インクルーシブ教育 

支援教育課指導主事 

教育研究所指導主事 

５ １月17日 
１年間の実践の交流

と振り返り 
教育研究所指導主事 

６ ７月～１月 教科指導員授業より選択 

７ ７～８月 夏季研修講座より選択 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

勤務校における授業

研究と研究協議及び

自主研修８回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職２年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりや授業改善

に関する力量の向上を図ること目的に研修を実

施した。校外研修６回、校内研修８回。受講者 72

名（養護教諭１名を含む） 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月16日 
教職員の服務 

研修概要 
教育研究所指導主事 

２ ６月４日 

「主体的・対話的で

深い学び」につなが

る授業づくり 

教育研究所指導主事 

３ ７月22日 

メンタルヘルス 

タイムマネジメント 

関東中央病院 

 公認心理士  

 大谷 福子 氏 

４ １月24日 
１年間の実践の交流

と振り返り 
教育研究所指導主事 

５ 10～12月 市内フロンティア研究発表会に参加 

６ ７～８月 夏季研修講座より選択 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

７

～

14 

５月～ 

２月 

勤務校における授業

研究と研究協議およ

び自主研修８回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

４ 教職６年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業研究の推進に関す

る力量の向上を図ることを目的とし、OJTを意識

した仕事への取り組み方や、基礎的な授業研究の

推進の仕方を学ぶ研修を実施した。校外研修６

回、校内研修８回実施。受講者は 54 名（養護教

諭１名を含む）。 
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（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月７日 

学び続ける教員で

あるために・教職

員の服務 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

２  ６月７日 
授業づくり・リーダ

ーとしての人権意識 
教育研究所指導主事 

３ ７月５日 授業研究の推進 
早稲田大学 

教授 田中 博之 

４ １月15日 

インクルーシブ教育

・実践の交流と振り

返り 

支援教育課指導主事 

教育研究所指導主事 

５ ７月～１月 教科指導員授業より選択 

６ ７～８月 夏季研修講座より選択 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

２月 

勤務校における授業

研究と研究協議及び

自主研修８回 

校内でのペアまたはグルー

プを構成 

 

５ 中堅教諭等資質向上研修講座 

  教職経験９～11 年を経過した教員が対象。

教育公務員特例法第 24 条の規定に基づき、個

々の適性を伸長し、指導力の向上を図るととも

に、学年及び学校運営における企画調整力を身

に付けることを目的に研修を実施した。校外研

修 12回、校内研修 10回。受講者65名。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月19日 

開講式 

中堅教諭として 

教職員の服務 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

2 ６月12日 
校内研究の活性化 

タイムマネジメント 

教育研究所 

指導主事 

3 ７月３日 
組織で取り組む人材

育成 
民間企業 講師 

4 ８月７日 
コーチングを生かした

人材育成 

人材育成コンサルタント 

  廣山 容子 氏 

5 ９月27日 

人権教育 

人材育成におけるメン

タリング 

教育指導課指導主事 

田戸小学校 教諭 

     鈴木 徹也 

6 10月23日 

「主体的・対話的で深

い学び」につながる授

業づくり 

慶応義塾大学 

教授 藤本 和久 氏 

7 
11月～ 

 12月 

初任者グループ授業

研究と研究協議の進

行・助言 

教育研究所指導主事 

8 １月15日 

児童生徒指導 

保護者対応 

インクルーシブ教育 

支援教育課指導主事 

9 ２月５日 
実践交流 

振り返り 
教育研究所指導主事 

10 
10月～ 

 12月 

市内フロンティア研究発表会に参加 

11 

・ 

12 

※ 

自己課題の解決に向け、市や県の研修講座

を選択 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

13

～ 

22 

５月～ 

２月 

勤務校における 

授業研究と研究協議 

授業参観 

還元研修 

実践報告書作成 等 

校内でペアまたは 

グループを構成 

※免許更新講習受講者は、選択研修に振り替え

ることができる。 

 

６ 養護教諭経験者研修講座 
養護教諭経験者研修は、横須賀市が実施するそ

れぞれの経験年数における基本研修のカリキュ

ラムに合わせ、初任者・１年経験者・２年経験者

・６年経験者・中堅養護教諭が受講する。本年度

は初任者研修、１年経験者研修、２年経験者研修、

６年経験者研修で合計４名が受講した。 

基本研修に合わせて校外研修や校内研修の実

施に加え、専門的な内容の研修効果を高めるとと

もに市内における養護教諭の交流を図るため、神

奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、県

が実施する養護教諭研修を選択しながら実施し、

一部合同開催とした。 

また、養護教諭が積極的に授業に関わっていく

ことを目的とし、受講者には校内研修に研究授業

を位置付け、初任者研修以外の受講者には授業公

開を呼びかけた。本年度は２名の養護教諭が授業

公開を行った。 
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職務等に応じた研修 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

本年度はアドラー心理学の視点から、管理職に

求められるコミュニケーションの在り方につい

て研修を行った。 

昨年度に引き続き、校長研修講座、校長会連携

研修講座、副校長･教頭研修講座、新任教頭研修

講座を開催し、学校運営を充実させるための研修

を展開した。 

なお、副校長・教頭研修においては、「教育課

題研修講座」「学校づくり研修講座」を中心に１

講座を選択し受講した。 

 

（１）校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月29日 

管理職に求められる

コミュニケーション

の在り方 

駒澤大学 

教授 

 八巻 秀 

 

（２）校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師  

１ 
７月１日 

７月９日 
服務管理について 

教職員課 

   主査指導主事 

 

 

（３）副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月29日 

管理職に求められる

コミュニケーション

の在り方 

駒澤大学 

教授 

 八巻 秀 

 

（４）新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月12日 

「教頭としての役割」 

 

「教頭の実務」 

大津中学校校長  

三橋 政義 

富士見小学校教頭 

八木田 実 

 

 

 

 

 

 

 

２ 総括教諭研修講座 

各校の総括教諭等が組織的な学校運営推進者

としての資質向上を図ることを目的とし、今日的

な教育課題やカリキュラム・マネジメントの行い

方について受講した。 

 また、新任総括教諭を対象に、総括教諭とし

ての心構えや人材育成に必要な技能を実践的に

学ぶ講座を実施した。 

 

（１）総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 夏季 

「学校づくり研修講座

（4講座）」「教育課題

研修講座（4講座）」「支

援教育研修講座（4 講

座）」から 1講座選択 

各講師 

２ 

11月 

6・13・

20・27日 

各学校におけるカリキ

ュラム・マネジメントの

充実 

教育研究所 

    指導主事 

 

（２）新任総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 6月28日 
新任総括教諭としての

役割 

横須賀市教育委員会  

  学校教育部長 

２ １月31日 総括教諭としての展望 
教育研究所 

    指導主事 
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３ 学校運営研修講座 

学校経営の視点も意識しながら、学校運営に携

わり、円滑に推進していくための力量向上を目的

とし、指定された 23名の総括教諭が受講した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月10日 学校運営における役割 

教育研究所指導主事

明浜小学校 校長 

岩田 嘉純 

２ ６月21日 
教育法規 

教育課程編成 

教職員課指導主事 

教育指導課指導主事 

３ 10月16日 
組織マネジメント 

人材育成・学校評価 

教育指導課指導主事 

４ 12月４日 自校を見つめる 教育研究所指導主事 

 

４ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する拠点

校指導教員を対象に、初任者指導の現状とその対応

を協議し、指導教員自身の指導技術を高める研修を

実施した。第５回では初任者のグループ代表授業に

参加し、研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は５日、受講者は30名。第３回は初任者

研修校内指導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月３日 
拠点校指導教員の役割 

教育研究所指導主事 

２ ５月21日 

初任者研修の現状とそ

の対応 

浦郷小学校  

拠点校指導教員 

教育研究所指導主事 

福田 倫弘 

３ ７月26日 

児童生徒理解と学級づ

くりの指導のポイント

（校内指導教員研修講

座と合同開催） 

初任者指導 

アドバイザー 

    野中 信行 

４ １月28日 
初任者研修の成果と課

題 教育研究所指導主事 

５ 

11月５・12・19・26日の中から１

回以上選択し、初任者グループ授

業研究を参観し、研究協議に参加

した。 

教育研究所指導主事 

 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ために研修を実施した。本年度は、学級づくりを

もとに初任者への効果的な研修の在り方につい

て講義を通して学びを深めた。 

研修日数は２日。第２回は初任者研修拠点校指

導教員研修講座と合同で実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月３日 

初任者研修校内指導教

員の役割 

教育研究所指導主事 

２ ７月26日 

児童生徒理解と学級づ

くりの指導のポイント

（校内指導教員研修講

座と合同開催） 

初任者指導 

アドバイザー 

    野中 信行 

 

５ 臨時的任用職員研修講座 

臨時的任用職員・非常勤職員の指導力を育成す

るため、臨時的任用職員研修講座を実施した。学

習指導、児童・生徒理解、学級経営等の理解を深

める内容で行い、多数の職員が受講した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月15日 
学級経営 

子どもとの関係づくり 

県教職員人事課 

教育研究所指導主事 

２ ５月30日 
授業づくりと学習評価

・評定 

教育指導課指導主事 

３ ７月４日 
服務全般 

情報セキュリティ 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

４ 10月24日 児童・生徒理解 
支援教育課指導主事 

５ 11月21日 

わかりやすい授業を目

指して～ユニバーサル

デザインの視点から～ 

植草学園短期大学 

教授・専攻主任 

佐藤 愼二 
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選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

教師として必要なコミュニケーションスキ

ルを身に付け、学校における実践方法について

理解を深め、指導力向上を図ることを目的と

し、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月25日 
人と人をつなぐファシ

リテーションの在り方 

東京工業大学 

教授 

 中野 民夫 

２ ７月25日 

アンガーマネジメント

を活用したコミュニケ

ーションの在り方 

アンガーマネジメント・ジャパン 

代表理事 

      佐藤 恵子  

 

２ 教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員

としての資質や指導力の向上を図ることを目的

として、実践的な研修を実施した。今年度は学

力向上研究員会の講座を開設し、５年間の研究

成果を発信した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月29日 消費者教育の在り方 
子供のお金教育を考える会 

代表 あんびる えつこ 

２ ８月６日 
学力向上につながる 

児童生徒主体の授業づく
り 

学力向上研究員会 

      研究員 

３ ８月７日 
新学習指導要領が示す
「深い学び」とは 

国士舘大学 

教授  澤井 陽介 

４ ８月８日 
新学習指導要領におけ
る学習評価の在り方 

横浜国立大学 

名誉教授 髙木 展郎 

 

３ 学校づくり研修講座 

 学校としての組織的な対応が求められる「学

校事故対応」、「校種間連携」、「業務改善」

等について理解を深め、実践につなげるための

研修を４回実施した。管理職・総括教諭の選択

研修としても位置付けた。 

 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 学校事故対応を考える 
日本女子大学 

教授 坂田 仰 

２ ８月８日 
効果的な校種間連携を進

めるために 

文部科学省初等中等

教育局視学委員 

   貝ノ瀨 滋 

３ ８月26日 
学力向上に学校として

どのように取り組むか 

横浜国立大学 

教授 池田 敏和 

４ ８月27日 
学校現場における業務

改善 

教育研究家 

中央教育審議会 

委員 妹尾 昌俊 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的知識・技能に関する実践的

な研修講座。教員としての資質や指導力の向上を

図る目的として研修を実施した。 

 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ６月 22日 

算数科における主体
的・対話的で深い学
びの視点からの授業
改善 

筑波大学附属小学校

教諭  中田 寿幸 

２ ９月７日 

社会科における主体
的・対話的で深い学
びの視点からの授業
改善 

立正大学  

特任准教授   

 石橋 昌雄 

３ 11月 23日 
子どもと教師がつく
る道徳の授業 

神明小学校 

教諭  根本 哲弥 

 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が、教員の授業づくり等を

支援する「サポート研修」と、校内研究を支援す

る「校内研修ファシリテート」を実施した。 

 「サポート研修」では、本年度希望のあった対

象校３校に対し、授業参観を行い、教材研究の進

め方や、子どもが主体的に学習に取り組む授業づ

くりに関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、本年度希望

のあった対象校１校に対し、校内研究協議の充実

を図るために、教育研究所指導主事が、研究協議

会の進め方等を支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

- 32 - 

 

６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と

情熱をもった人材に、本市が目指す教師像、教育

理念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強い

使命感をもつ教師を育成することを目的として

開講している。 

今年度は７月までの５回を第９期とし、10 月

から次年度７月までの 10回を第 10期とした。第

10 期は大学３年生も未来塾に受け入れ、令和３

年度の採用を志す者を対象とする講座とした。 

第９期の「よこすか教師未来塾」は大学４年生

を対象に３名で編成した。同じく「よこすか教師

希望塾」は市内で臨時的任用職員または非常勤講

師として勤務している者を対象として 10 名で編

成した。第 10期は、未来塾 15名、希望塾５名の

編成である。 

原則毎月１回、年間 11 回の開催となった。水

曜日の 18:00～19:45 までの講義・演習の中で、

授業づくりや学級づくり、子ども理解や児童生徒

指導等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。本年度は、５月と１月

に希望校種（小・中）別の講座を開催した。 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  小曽戸聡 鈴木眞人 阿部優子 

回  日 時 内  容 講 師 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

第 

 

 

 

９ 

 

 

 

期 

５月15日 

 

「入塾式」 

「求められる教師像に
ついて」 

「自分の考えを相手に伝え

る教育論文の書き方１」 

教育研究所所長 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

２ ５月29日 

「先輩教師から学ぶ 

（採用試験・模擬授業に

向けて）」 

 

 

桜小学校 教諭 

安藤 瑛梨 

 

馬堀中学校 教諭 

伊藤 敦子 

３ ６月12日 

「模擬授業をするため

に」 
 
「自分の考えを相手に伝え

る教育論文の書き方２」 
 
 

 
 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

４ ６月26日 

「模擬面接に向けて」 

「模擬面接」 

（グループ別） 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

５  ７月３日 

「卒塾セレモニー」 

「模擬授業と 

グループ討議」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

１ 

 

 

 

 

 

 

第 

 

 

 

10 

 

 

 

期 

10月16日 

「入塾式」 

「求められる教師像に
ついて」 

「模擬授業をするため
に」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

２ 11月13日 

「児童生徒理解に基づ

く指導について」 

「私が考える学級経営

案をつくる」 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

３ 12月11日 

「わかる授業のための
ICT活用」 

「情報セキュリティ」 

教育研究所指導主事 

非常勤講師 

４ １月15日 

 

「学級担任の役割と 

実務」 

「学級経営のポイン

ト」 

 （校種別開催） 

 

小原台小学校 教諭 

脇門 卓矢 

公郷中学校 教諭 

高瀬 鉄平 

５ ２月12日 

 

「先輩教師から学ぶ 

（採用試験・模擬授業
に向けて）」 

夏島小学校 教諭 

會澤 茂 

大矢部小学校 教諭 

新倉 杏菜 

岩戸小学校 教諭 

片岡 睦 

６ ３月４日 
「模擬授業」 

（相互評価） 

 

 
教育研究所指導主事 

  非常勤講師 
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７ パワーアップ（理科・達人・英語）研修講座 

理科シリーズ・達人シリーズ・英語シリーズで

実施した。理科シリーズでは、学校訪問型指導技

術向上研修を継続し、市内の小学校を会場に４回

実施した。 

達人シリーズでは、教科研究会で活躍した市内

の退職校長を講師に招いて５回実施した。 

英語シリーズは小学校外国語及び中学校外国

語における授業力向上をねらいとして５回実施

した。 

 

＜理科シリーズ＞ 

回 時期 会場 講 師 

４回 ６月～１月 

荻野小学校 

城北小学校 

夏島小学校 

大津小学校 

市内小・中学校教諭 

教育指導課指導主事 

教育研究所指導主事 

＜達人シリーズ＞ 

回 時期 内容・会場 講 師 

５回 ７月～１月 

社会・研究所 

音楽・久里浜小 

造形・研究所 

国語・研究所 

算数・研究所 

市内元校長 野村 一雄 

市内元校長 富山 洋一 

市内元校長 黒岩 弘明 

市内元校長 平野はるひ 

市内元校長 横田 良 

＜英語シリーズ＞ 

回 時期 会場 講 師 

５回 ５月～11月 教育研究所 
英語教育推進リーダー 

（市内小・中学校教諭） 

 

 

 

 

 

 

 



８　令和元年度　夏季研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 開始時間 場所 参加者

国語科研修講座 1 新学習指導要領「国語」が目指す学びとは 横浜国立大学 高木　まさき 8月21日(水) 09:30 ヴェルクよこすか 111

社会科研修講座 1 新学習指導要領を踏まえた社会科の授業改善 文部科学省 濱野　清 7月23日(火) 13:30 ヴェルクよこすか 60

算数科/数学科研修講座 1 数学的な見方・考え方を働かせる算数・数学の授業づくり（仮） 筑波大学附属小学校 盛山　隆雄 8月21日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 127

理科研修講座 1 理科の資質能力を育成するための授業の在り方 大妻女子大学大学院 石井　雅幸 8月19日(月) 13:30 教育研究所 38

音楽科研修講座 1 新学習指導要領に即した音楽科の授業づくり 筑波大学付属筑波小学校 平野　次郎 8月21日(水) 09:30 総合福祉会館 91

図画工作科/美術科研修講座 1 美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力の育成～新学習指導要領の趣旨やねらいを踏まえた授業づくり～
 文部科学省 東良　雅人 8月06日(火) 13:30 ヴェルクよこすか 38

1 エネルギー変換の技術における題材のヒント 東京学芸大学こども未来研究所 渡津　光司 8月06日(火) 13:30 教育研究所 8

2 新学習指導要領に沿った授業実践 横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校・鎌倉中学校 篠谷友美・海野功子 8月08日(木) 09:30 教育研究所 23

3 小学校プログラミング教育の実現に向けて Ｋｅｎｉｓ株式会社 スタッフ 8月20日(火) 09:30 教育研究所 34

生活科研修講座 1

総合的な学習の時間研修講座 1

外国語科研修講座 1 中学校における授業の在り方 神奈川大学 久保野　雅史 7月29日(月) 13:00 教育研究所 28

4① 授業づくりと理科実験・安全指導①～実験器具を扱ってみよう～ 7月22日(月) 13:30 23

4② 授業づくりと理科実験・安全指導②～実験器具を扱ってみよう～ 7月23日(火) 09:30 25

4③ 授業づくりと理科実験・安全指導③～実験器具を扱ってみよう～ 8月05日(月) 09:30 14

4④ 授業づくりと理科実験・安全指導④～実験器具を扱ってみよう～ 8月09日(金) 13:30 9

5 基礎から学ぼう！理科実験 お茶の水女子大学：サイエンス＆エデュケーションセンター 大﨑章弘・榎戸三智子 7月29日(月) 13:30 教育研究所 21

6 自然観察会～東京湾の生き物～ 横須賀市自然・人文博物館 萩原　清司 7月31日(水) 09:30 走水小学校 15

科学教養研修講座 1 理科教育者が知っておくべき生物多様性 国立環境研究所：生物・生態系環境研究センター 五箇　公一 8月06日(火) 13:30 教育研究所 23

1① 09:30 14

1② 13:30 13

2① 09:30 13

2② 13:30 10

1 学校水泳指導法研修講座① 市内公立学校 教員 7月23日(火) 09:00 鶴久保小学校 25

2 学校水泳指導法研修講座② 横須賀海上保安部 交通課 7月24日(水) 09:00 鶴久保小学校 22

3 小学校等体育科夏季研修講座① 市内公立学校 教員 7月25日(木) 09:00 総合体育会館 51

4 小学校等体育科夏季研修講座② 市内公立学校 教員 7月25日(木) 13:30 総合体育会館 42

5 小学校等体育科夏季研修講座③ 市内公立学校 教員 7月26日(金) 09:00 総合体育会館 29

6 小学校等体育科夏季研修講座④ 市内公立学校 教員 7月26日(金) 13:30 総合体育会館 13

7 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 市内公立学校 教員 8月06日(火) 09:00 総合体育会館 14

8 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座② 市内公立学校 教員 8月06日(火) 13:30 総合体育会館 14

9 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座③ 市内公立学校 教員 8月07日(水) 09:00 総合体育会館 11

体育実技講習会 1 体育実技講習会 順天堂大学 中村　恭子 8月22日(木) 13:30 総合体育会館 51

児童生徒健康・体力向上推進研修講座 1 児童生徒健康・体力向上推進研修講座 日本教育大学 近藤　智靖 8月05日(月) 13:30 横須賀市役所 51

特別活動研修講座 1 子ども理解から考える集団づくり 横浜国立大学 佐野　泉 8月05日(月) 13:30 教育研究所 28

道徳研修講座 1 道徳科の指導に当たって～授業でのポイントの理解～ 聖徳大学 吉本　恒幸 7月24日(水) 13:30 教育研究所 97

1 小学校外国語活動のこれからについて 昭和女子大学 小泉　清裕 7月23日(火) 09:00 ヴェルクよこすか 33

2 新学習指導要領全面実施に向けて考えるべきこと 文部科学省初等中等教育局 直山　木綿子 7月24日(水) 14:30 ヴェルクよこすか 64

3 小学校外国語教育：授業力向上セミナー① 教育指導課 外国語活動ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 7月31日(水) 09:30 教育研究所 47

4 小学校外国語教育：授業力向上セミナー② 教育指導課 外国語活動ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 8月08日(木) 13:30 教育研究所 23

5 小学校外国語教育：授業力向上セミナー③ 教育指導課 外国語活動ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 8月22日(木) 09:30 教育研究所 19

3 子どもの虐待について 大正大学 玉井　邦夫 8月09日(金) 09:30 ヴェルクよこすか 166

4 子ども・若者の自殺の現状と課題 自殺対策支援センターライフリンク 清水　康之 8月07日(水) 09:30 ヴェルクよこすか 131

5 不登校の児童生徒の理解と具体的対応 津久井浜クリニック 井上　亮子 8月22日(木) 09:30 ヴェルクよこすか 中止

1 人と人とをつなぐファシリテーションの在り方 東京工業大学リベラルアーツ研究教育院 中野　民夫 7月25日(木) 09:30 ヴェルクよこすか 77

2 アンガーマネジメントを活用したコミュニケーションの在り方 一般社団法人ｱﾝｶﾞ-ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 佐藤　恵子 7月25日(木) 13:30 ヴェルクよこすか 98

1 消費者教育の在り方 子供のお金教育を考える会 あんびる　えつこ 7月29日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 37

2 学力向上につながる児童生徒主体の授業づくり 学力向上研究員会 研究員 8月06日(火) 13:30 教育研究所 74

3 新学習指導要領が示す「深い学び」とは 国士舘大学 澤井　陽介 8月07日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 114

4 新学習指導要領における学習評価の在り方 横浜国立大学 髙木　展郎 8月08日(木) 09:30 ヴェルクよこすか 109

1 世界9周、70カ国　そして再びオーロラを見に南極へ 南極料理人 篠原　洋一 7月29日(月) 09:30 ヴェルクよこすか 191

2 スポーツを通じたまち・人・ことづくり 東京オリンピック競技大会組織委員会 天野　春果 7月31日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 120

3 「語る」ことの素晴らしさ～講談師の心～ 講談師・声優 一龍齋　春水 8月05日(月) 13:30 ヴェルクよこすか 151

幼児教育研修講座 1 幼児期に育てたい資質・能力を伸ばすための保育・教育とは 松蔭大学 永井　由利子 7月30日(火) 13:30 ヴェルクよこすか 64

就学前教育と小学校教育の連携研修講座 3 幼児の育ちを学ぼう 森崎保育園 星野　有美 7月24日(水) 09:30 森崎保育園 15

読書指導研修講座 1 生涯学習の種まきを～司書教諭・授業者編～ 東京学芸大学 村山　正子 8月07日(水) 13:30 教育研究所 73

1 学校事故対応を考える 日本女子大学 坂田　仰 7月26日(金) 13:30 ヴェルクよこすか 87

2 効果的な校種間連携を進めるために 文部科学省初等中等教育局 貝ノ瀨　滋 8月08日(木) 13:30 ヴェルクよこすか 80

3 学力向上に学校としてどのように取り組むか 横浜国立大学 池田 敏和 8月26日(月) 09:30 ヴェルクよこすか 63

4 学校現場における業務改善 中央教育審議会 妹尾　昌俊 8月27日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 71

1 小学校　「プログラミング教育」について考える 東京学芸大学 高橋　純 7月26日(金) 13:30 教育研究所 85

2 効果的にICTを活用しよう 教育研究所 指導主事 7月31日(水) 13:30 教育研究所 20

3 PC教室を利用しよう （株）ジャストシステム スタッフ 8月07日(水) 13:30 教育研究所 17

4 「情報活用能力の育成」研究員会活動報告 情報活用能力の育成研究員会 研究員 8月09日(金) 09:30 教育研究所 8

1 自分で考えて選び、バランスよく食べるのがプロ 横浜マリノス株式会社 望月　選 7月29日(月) 13:30 横須賀市役所 102

2 身近に迫る大地震～子どもたちの命を守るために～ 学校安全教育研究所 矢崎　良明 7月30日(火) 13:30 横須賀市役所 70

1① 応急手当Ⅰ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 7月22日(月) 09:15 消防局庁舎 14

2① 応急手当Ⅱ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 7月22日(月) 13:00 消防局庁舎 14

3① 応急手当Ⅲ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 7月23日(火) 09:15 消防局庁舎 14

4① 応急手当Ⅳ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 7月23日(火) 13:00 消防局庁舎 14

1② 応急手当Ⅰ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 8月21日(水) 09:15 消防局庁舎 11

2② 応急手当Ⅱ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 8月21日(水) 13:00 消防局庁舎 11

3② 応急手当Ⅲ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 8月22日(木) 09:15 消防局庁舎 11

4② 応急手当Ⅳ 横須賀市消防局救急課 救急隊員 8月22日(木) 13:00 消防局庁舎 11

防災教育研修講座 1 防災教育研修講座 防災教育普及協会 宮﨑　賢哉 8月20日(火) 13:30 教育研究所 29
横須賀市環境企画課連携研修（環境学習講座） 1 60周年目の馬堀自然教育園で横須賀の自然環境を学ぶ 自然・人文博物館 内舩俊樹・柴田健一郎 7月30日(火) 13:30 馬堀自然教育園 21

理科基礎技術研修講座

教育研究所 市下　啓嗣 教育研究所

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として75講座実施した。延べ参加人数3,642人。）

家庭科/技術・家庭科研修講
座

生活科・総合的な学習の時間を軸としたカリ
キュラム・マネジメント

國學院大學 田村　学 8月19日(月) 09:30 ヴェルクよこすか

教育課題研修講座

‐34‐

応急手当普及員研修講座

ＩＣＴ活用実践研修講座

学校保健研修講座

夏季大学

学校づくり研修講座

97

体育科・保健体育科夏季研修
講座

外国語活動研修講座

支援教育研修講座

コミュニケーション研修講座

小学校・中学校理科教材研究
講座

新学習指導要領に対応した理科実験機器の紹介 株式会社ナリカ スタッフ 7月24日(水)

教材教具の活用と実践
～新学習指導要領を見据えて～

ケニス株式会社 スタッフ 8月08日(木)

教育研究所

教育研究所
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学校の基盤整備 

 平成 10 年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象と

なって以降、教育分野における ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

そして「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育

ネットワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の

拠点を 100Mbpsの高速回線で結んでいる。 

また、教員等が校務の事務処理に使用するパソコン、児童生徒の教育用として教

室やパソコン教室で使用するパソコンを、合計で約 8,000 台配備した。 

これらのネットワーク環境と ICT機器の活用及び情報発信のため、機器の保守・

管理を行っている。 

なお、平成 27 年４月の組織改正により、保守・管理と機器調達については、教

育総務部教育政策課（教育情報システム室）に所管を変更した。 

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

教育研究所のカリキュラムセンター機能の充

実に向けて、市内の先生方が授業づくりをする

上で、参考となる指導案や資料などを必要に応

じてイントラネット上からダウンロードできる

ようにする仕組みを整備した。各学校にてフロ

ンティア研究やチャレンジ研究の際に作成し保

有する指導案や各種資料などの電子データの収

集及び蓄積・分類・整理などを進めた。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「三浦半島の植物」「三浦半島の地層･地質」

「三浦半島の野鳥」「教具的民俗資料」など

がある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターイントラネットサ

イトビュー件数 

令和元年(平成 31年 1月～12月)＝3,247,923件 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝755,384件 

 

(２）よこすかスクールネット・よこすかスクー

ル携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各

方面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16

年６月１日、携帯電話から閲覧できる「よこす 

 かスクール携帯ネット」を開設した。 

ビュー件数は、次のとおりである。 

○よこすかスクールネット 

令和元年(平成 31年 1月～12月)＝9,567,722件 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝9,893,849件 

 

○よこすかスクール携帯ネット 

令和元年(平成 31年 1月～12月)＝45,711 件 

平成 30年(平成 30年 1月～12月)＝54,309件 

 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲

示板を有効に活用することで、校務処理の効率

化を図ることができた。 

 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の

担当者が集まり、「教育の情報化推進」という

視点から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

 本年度は、事務局会を１回開催した。 

②当該ネットワーク設置の経緯 

  「先進的教育用ネットワークモデル地域事業 

 （文部省・郵政省、平成 10年）」と「教育情報 

 通信基盤整備事業（総務省、平成 13年）」によ 

 って、平成 14年１月に三浦半島地区教育ネット 

 ワーク内の全ての学校（横須賀市、三浦市、葉  

 山町）が、よこすか教育ネットワークセンター 

 経由 100Mbpsでインターネットへ接続する環境 

 が確立し、大容量情報の高速化と低コスト化を 

 実現したことが発足の端緒である。 
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２ コンピュータ等の ICT機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器及び

インターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC 整備関連 

①コンピュータ教室機器 

     教育用 PCとして、小、中、ろう、養護の各

学校にパソコン教室を整備している。 

  （小学校：平成 25年度、令和元年度） 

（中、ろう、養護学校：平成 27 年度） 

②普通教室用校内 LAN 及び ICT機器 

     小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LANを整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配布

している。 

 平成26年度には特別支援学級にタブレッ

ト型パソコン（85台）を整備した。 

平成28年度に、平成22年度配布分のノート

型パソコンを更改しタブレット型パソコン

とした（中、ろう、養護学校＋小学校一部）。 

 ③教育研究所情報教育研修室 研修用パソコン 

   教育研究所内に教職員の ICT 研修を主目的

とする情報教育研修室を設け、当該研修室で使用

する研修用パソコン（21台）を整備している。 

 

 

 

 

 

 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22年 12月に教職員１人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

  平成 23年度以降、古くなった校務用パソコ 

 ンを順次更改している。 

②校務支援システム 

  平成 21年度「学校情報通信技術環境整備事

業費補助金（文部科学省）」により、小、中、

ろう、養護の各学校に校務支援システムの導

入を進めており、平成 22年度に導入の周知及

び運用研修を行い、平成 23年４月から本格運

用を開始した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充実

のために、各種の取組を行った。 

（１）ICT機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、より実践的な内容をテー 

マとした各種研修を実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加や 

更新を行った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、シ

ステムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録、健康診断票などの帳票出

力について、教育研究所での集合研修や各学校への訪問研修を実施した。また、イ

ントラネットサイトに各種操作手順書を掲載し、資料の充実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、５、10、２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱いに関するルールの

周知と啓発を行った。また、「学校の保有する情報の取扱いに関する基準」の周知

を図った。 

（５）平成 25年度をもって終了した教育情報化支援員派遣事業（民間委託）にかわり起

ち上げた、教育研究所スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を継続した。

 

１ 研修事業 

研修成果の向上を目指し、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。ICT 活用に関する研修に

は、延べ 545名（令和２年１月現在）が参加した。 

 

(１)ICT活用実践研修講座［参加者数：130名］ 

  ICT を活用する上で必要な基礎的・基本的知

識及び技能に関する具体的内容を取り上げ、技

術力の向上とともに教育の情報化を推進するた

めに、４回の研修を実施した。 

 

   ア 小学校プログラミング教育について考 

   える［85名］ 

 2020年度から実施される「小学校プログ

ラミング教育」の円滑な実施に向けて、プ

ログラミング教育のねらいや目的について

東京学芸大学准教授高橋純先生をお招きし

て研修を行った。 

  イ 効果的に ICTを活用しよう［25名］ 

 普通教室用 PC を効果的に活用するた

めの実践例や、PC教室を授業で効果的に

活用していく授業展開を考える研修を行

った。 
  ウ PC教室を利用しよう［17名］ 

    令和元年度秋から順次更改される小学校 
   PC教室の PC や現在の PC 教室で使える 
   内容についても研修を行った。 

  エ 「情報活用の能力の育成」研究員会活動 

    報告［８名］ 
 平成 30 年度から２年計画で進められて

いる「情報活用能力の育成」研究員会に参

加されている先生方の実践報告会を行っ

た。 
 

（２）初任者対象研修［参加者数：72名］ 
  学校に整備されている ICT機器を授業の

中で効果的に扱うための研修を行った。 
 
（３）１年経験者対象研修［参加者数：74名］ 

 携帯電話やスマートフォンの利用に関す

る指導方法についての研修を実施した。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

情報セキュリティ保持のため、例年どおりセキ

ュリティ月間を３回設定し、情報の取扱いに係る注

意喚起を行った 

校務支援システムによる校務の省力化、教科指

導における ICT活用、情報教育など、横須賀の学

校における情報化の推進に関する検討組織とし

て、学校情報化推進部会を設置し、それぞれにつ

いて検討を進めてきた。また、ここでの意見要望

をもとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

第１分科会（学籍名簿管理について） 

 第２分科会（成績・時数処理について） 
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 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 校務の情報化を進め、教職員が子どもと向き合

う時間を作り出すための環境整備に伴う取組の一

つとして、教職員向けの集合研修・訪問研修を実

施した。これにより運用上必要な伝達事項の徹底

と、スムーズな活用につなげることができた。 

 開設した研修は次のとおりである。 

【集合選択】 

 ・新任教頭研修   （４/12） 

 ・通信簿作成研修  （７/10,16,17 ３日間） 

・調査書作成研修   （10/９） 

 ・管理職(教頭)対象 （２/14,19,21 ３日間） 

【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修    （随時） 

 ・健康診断票作成研修（随時） 

 ・指導要録作成研修 （随時） 

 ・学校 HP作成研修  （随時） 

 

３ ICT授業支援サポーター事業 

教科指導における ICTを活用した分かりやすい

授業を支援することを目的として、ICT 授業支援

サポーター事業を行っている。主な活動内容は、

ICT 機器の設置や使用ソフトウェアの事前準備、

児童生徒への技術面のサポート、機器のトラブル

への対応である。令和２年度からのプログラミン

グ教育完全実施に向けて、５年生算数の授業での

授業支援サポートを中心に、各学校を訪問した。 

次年度以降も、プログラミングの授業のサポー

ト、情報活用能力を育成するための授業支援を中

心に活動を行っていく予定である。 

 



- 39 - 

関係機関との連携 
 
◆神奈川県教育研究所連盟 総会 
５月17日の総会に参加し、本年度の研究協議会

や役員会等の協議を行った。 
 

（１）指導主事研修講座 
７月10日(水)、県立総合教育センターで実施さ

れ、株式会社人材ラボ代表取締役社長 下山博志
氏の「ラーニング・トランスフォーメーション」
の講演があった。 

（２）第66回県教育研究所連盟教育研究発表大会 

11月14日(金)、県立総合教育センターにおいて、
「『未来を拓く・創る・生きる』力を育む」をテ
ーマにして開催された。全国不登校新聞社事務局
長の小熊広宣氏による「不登校のこれまでとこれ
から」を主題とした全体での講演会と、11分科会
33テーマの発表及び報告があった。本研究所から
は、平成30年度横須賀市教育研究所 長期研究員の
杉本奈々子教諭（諏訪小学校）が発表者として、
参加した。 

（３）教育課題部会 
令和２年２月７日(金)、寒川町教育研究室の主

催により寒川町民センター展示室で開催された。 
寒川町教育研究所指導主事から「寒川町の自己指
導能力育成の取り組みについて」の実践報告がさ
れた。また、日本学術振興会特別研究員の金原明
子氏より「本当にその見取りは正しいのか？～ト
ラウマ・インフォームドケアをもとにした児童・
生徒の内面の深い見取り～」の講演が行われた。 

（４）教育相談・支援教育部会 
令和２年１月21日(火)、伊勢原市教育センター

の主催により伊勢原市民文化会館で開催された。
３名の教諭から「個別教育計画の作成に関する研
究」、及び伊勢原市教育センターの指導主事より
「伊勢原市教育センターにおける支援事業」につ
いての研究報告がされた。また、一般社団法人篁
協会顧問 篁 一誠氏より「支援教育研修会を通
して今後へつなげること」の講演が行われた。 

（５）調査研究部会 
令和２年１月28日（火）、茅ヶ崎市教育センタ

ーの主催により茅ヶ崎市青少年会館で開催され
た。茅ヶ崎市教育センターの指導主事から、茅ヶ
崎市の取り組みについての報告がなされた。また、
東京大学大学院教育学研究科教授の藤村宣之氏に
よる「『協同的学習』を通じた『わかる学力』の 
育成～子どもたちの深い学びと豊かな育ちを支え
るために～」の講演が行われた。 

 

 

（６）人材育成部会 

令和２年１月29日（水）、川崎市総合教育セン
ターの主催により、川崎市高津氏民館で開催され
た。埼玉県教育教育委員会の学力向上担当指導主
事から、学習状況調査の結果分析を活用した「子
どもの学力を伸ばしている効果的な指導法を共有
するための仕組みづくり」についての実践報告が
された。指導主事１名が参加した。 
 

◆関東地区教育研究所連盟 
（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会（山梨大会） 
５月９日(木)、10日(金)、山梨県総合教育セン

ターで開催された。１日目は総会と各教育センタ
ーからの報告会に参加した。２日目は、研究協議
会に参加した。 
（２）第90回研究発表大会・第２回委員会 

（静岡大会） 

  10月18日(金)、静岡市教育センターで開催さ
れた。「教科外教育部会」「情報部会」に参
加し、それぞれのテーマに基づく協議をし、
他市の実態について様々な情報交換を行っ
た。 

 

◆全国教育研究所連盟 
（１）全国教育研究所連盟総会・研究発表大会 

（徳島大会） 
６月６日(木)、７日(金)の２日間に渡り、徳島

県立総合教育センターが主管となって開催され
た。各都道府県における教育研究所の運営や課題
の情報交換をした。また、研究協議会においては、
人材育成やプログラミング教育の円滑な導入に向
けての工夫などについて情報交換を行った。 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（長崎大会） 
10月31日(木)、11月１日(金)、長崎県教育セン

ターが主管となって開催された。「未来の教育を
担う学校を支援する教育センターの在り方」を大
会テーマに、九州大学大学院 元兼正浩教授によ
る「これからの学校組織マネジメントの在り方」
の講演が行われた。その後、２日間に渡り研究協
議が行われた。 
 

◆県内教育センター、教育研究所等との連携 

県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研
修受講者を受け入れるための調整を行った。 
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学 校 教 育 

指導の目標と重点 

学校には、子どもの「確かな学力」「豊かな心」「健

やかな体」のバランスのとれた「生きる力」を育むこ

とが求められている。本市では、平成 23 年度からの

「横須賀市教育振興基本計画」において、「横須賀の子

ども像」として【人間性豊かな子ども】を掲げ、学校・

家庭・地域で連携し、子どもを育むことを目指してい

る。 

【人間性豊かな子ども】 

○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けている 

○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持っ

ている 

○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 

○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力して

いる 

○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に貢

献している 

○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画第３期実施計画「学校教

育編」の５つの目標を基に、児童生徒を指導する上で、

学校が取り組むべき目標とその内容を「指導の目標」

として示している。 

 

１ 子どもの学びを豊かにします 

(１)学校教育目標の実現に向けて、創意工夫ある教育 

課程を編成します 

(２)確かな学力を育成するため、質の高い授業を行い

ます 

(３)学校教育の土台となる認め合い高め合う関係を築

く力を育成します 

(４)インクルーシブ教育システムの構築を推進します 

(５)校種間連携を推進します 

２ 子どもの健やかな体を育成します 

(１)健康・体力向上の取組を推進します 

(２)学校の教育活動全体を通じて行われる「体育・健

康に関する指導」を推進します 

(３)学校における食育の充実を図ります 

(４)望ましい生活習慣の確立に向けた支援を充実させ

ます 

(５)運動やスポーツに親しむ機会の充実を図ります 

３ 学校の組織力や教職員の力を高めます      

(１)組織を有効に機能させ、人材を育成します 

(２)校内研究・研修の充実を図ります 

(３)学校事故や様々な学校問題へ組織的かつ適切に 

対応します 

４ 学校・家庭・地域の連携を深めます 

(１)家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築します 

(２)地域の教育資源や学習環境を一層活用します 

５ 教育環境を整備し、充実させます 

(１)安全・安心な環境づくりに努めます 

(２)効果的な学習環境づくりに努めます 

 

◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示した

重点課題、及び本市の実態を踏まえ、学校と教育委員

会が取り組むべきことを、「指導の重点」とした。 

 

重点１「学力を向上させます」 

同じ母集団における経年変化は、学年が進むにした

がい、全国平均に近づく傾向にあり、学習状況につい

て改善している。一方、小学校低学年においては、差

が大きい。学校が学力向上に組織的に取り組むことや、

教員の指導力を向上させることで、学習内容の確実な

定着を図る。 

○教育課程の編成の工夫や組織的な取組の実施 

○校内研究・研修の充実 

○目標と指導と評価が一体となった授業実践 

重点２「認め合い高め合う関係を築く力を育てます」 

いじめや不登校の解決やその未然防止には、人と関

わるよさを実感すること、自分や他者を大切にする心

を育むことが大切である。また、自分の良さを認める

自己肯定感は、学力・体力の向上に影響していると報

告されている。より良い人間関係を育み、集団の中で

合意形成や意思決定の力を高め、認め合い高め合う関

係を築く力を育成する。 

○学校教育活動全般を通じて行う道徳教育 

○帰属意識が醸成されるような学級経営の充実 

○目的を明確にした「話合い活動」の充実 

重点３「健康の保持増進と体力の向上を図ります」 

運動する子としない子の二極化が明らかである。ま

た、運動やスポーツに対する肯定的な捉えも、学年が

上がるにつれて低下する傾向があること、朝食の喫食

率が低いことなどの生活習慣についての課題がある。

体育的活動の充実や授業改善、家庭連携して生活習慣

を改善することにより、課題解決を図る。 

○課題解決に向けてのR-PDCAサイクルの確立 

○体育・保健体育科の授業改善 

○学校が主体となった家庭との連携・協働
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教  科  

令和元年度の市の指導の重点の一つである「学力を向上させます」の実現に向け、

各学校では学習状況調査の分析をもとに作成した学校重点プランのもと、教科指導

の充実を図るとともに、組織的に学力向上に向けた取組を推進している。教育委員会

としては、国語、社会、算数・数学、理科、外国語（外国語活動）、道徳の各教科等

で、小・中学校各２名教科指導員を任命し、各教科の指導改善と教育水準の向上を図

った。また、８月には、市立中学校の全教職員を対象に新学習指導要領説明会を開催

し、各教科等についての情報共有を行った。 

 学校研究に関わっては、「教科等研究」以外にも、「学力向上」「学校図書館の活用」

「主体的・対話的で深い学び」「認め合い高め合う力の育成」「防災教育」「支援教育」

「プログラミング教育」等をテーマとした研究が、各教科の実践をとおして積極的に

進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

２日目は、「国語科における情報活用能力の育成を

目指したカリキュラム・マネジメント」をテーマ

に、野比東小学校と船越小学校より文書提案を行っ

た。情報の「受け手」と「送り手」をそれぞれ育成

するための実践報告を通して、新学習指導要領で目

指されている情報活用能力の育成やカリキュラム・

マネジメントに、国語科としてどのように取り組む

べきかを議論した。 

〔中学校〕 

２日目は、国語研究会「話すこと・聞くこと」領域

部会校による提案を行った。テーマは、「これからの

時代に必要な『話し合う力』を育成するために、３年

間の系統性をもって国語科が指導すべきこととは何

か」であった。ワークショップの場面では、生徒役の

教師が合意形成にむけた話し合いを実際に行い、それ

をもとに指導のあり方や、評価の仕方を全体で討議し

た。「指導の系統性」「生徒の発達段階」「回数を重ね

ること」の大切さが確認された。 

◎夏季研修講座 

８月 21 日に、横浜国立大学教授高木まさき氏によ

る講演を行った。テーマは「新学習指導要領『国語』

が目指す学びとは」であった。これまでの教育の歴史

をふまえ、これからの時代に求められる言葉の力につ

いて、具体的な指導をイメージしながら多くの示唆を

得た。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「生きて働く確かな言葉の力の育成～

主体的・対話的で深い学びの実現を目指して～」を

もとに実践研究をした。「研究部」「研修部」の各組

織で、授業研究会、ワークショップ、国語塾などを

実施した。また、学校文集の編集や書写作品展の運

営に協力した。次年度より、教育課程研究会１日目

の授業提案校をグループ制輪番にするための体制を

整えた。 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「『生きて働く言葉の力』を育む国語科

教育の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話す

こと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」、「伝統

的な言語文化」）で研究授業や提案発表に取り組ん

だ。年度末研究発表会では、これからの時代に求め

られる言葉の力について研修を行った。また、学校

文集の編集や書写作品展の運営に協力した。 

 

       社   会        

〔小学校〕 

令和元年度研究テーマは、「人の営みに学び、未来を

創る子どもを育てる社会科教育」である。予測困難な

これからの未来を生きていく子どもたちに、よりよい

社会を創ろうと働きかける力が育まれることをねら

い研究を行った。 

教育課程研究会1日目は、文化会館にて全体会を行

った。新学習指導要領に沿った授業づくり、カリキュ

ラムマネジメント、評価等について研修した。 

 教育課程研究会の２日目は、長浦小学校平本玲子教

諭と池上小学校佐々木優教諭が、「これからの食料生

産」（４年）の単元で、身に付けさせたい資質・能力の

育成のため「教科横断的」で「主体的・対話的で深い

学び」を実現させるような単元構想についての文書提

案を行った。 



 

- 42 - 

〔中学校〕 

令和元年度研究テーマは、『時代の変化に生きる生

徒の育成～社会的な見方・考え方を働かせた授業実践

の実現を目指して』である。大きく変わりゆく社会を

生きていく生徒は単に知識を覚えるだけでなく、その

知識を整理し「自分事」として考える力が求められる。

そのような資質・能力を育成するための学習活動につ

いて研究を行った。 

教育課程研究会1日目は、文化会館にて全体会を行

った。新学習指導要領に沿った授業づくり、カリキュ

ラムマネジメント、評価等について研修した。 

教育課程研究会の２日目は、馬堀中学校中村教諭と

大津中学校板越教諭が文書提案を行った。 

中村教諭は地理的分野「日本の東北部」の単元で、時

代の移り変わりと共に変わりゆく地域的特色や地域

的課題を主題に、「主体的・対話的で深い学び」の授業

実践についての提案を行った。板越教諭は公民的分野

「現代の日本と世界を」の単元で「時代によって国民

の考え方が変わる」授業実践についての提案を行った。 
夏季研修は、７月23日に文部科学省視学官の濱野

清先生に「新学習指導要領を踏まえた社会科の授業

改善」というテーマでこれからの社会科の授業づく

りについて講演していただいた。 

 

       算数・数学        

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして』 
（重点目標） 
○算数的表現（言葉、数、式、図、表、グラフ）を 
用いて考えを整理し、学びあうことで、数学的な 
見方・考え方を豊かにする 

〔中学校〕 
『主体的な学び合いを通して、数学的に考える資質・能力 
の育成』 

 ～学び合う喜びを感じ、粘り強く考える授業の創 
造～ 

○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の学
習してきたことを振り返ろうとする態度の育成 

○「気づき」：自ら課題を見つけ、その課題を解決し
ようと粘り強く取り組む態度の育成 

○「深める」：学び合いの中で、育まれた数学的な見
方や考え方を深めようとする態度の育成 

○「活用」：数学的な見方や考え方を活用して問題解
決していこうとする態度の育成 

○「伝達」：数学的な方法によって、伝えようとする
態度の育成 

 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕１日目は、全体会のため、本年度は授業提

案は行われなかった。２日目は、神明小学校「数学的

な見方・考え方を働かせた授業づくり～セカンドボイ

スを意識して～」、森崎小学校「算数授業でクラスの文

化を創る～アクティブに学ぶことを楽しめる子ども

に～」をそれぞれ研究主題として提案を行った。 
〔中学校〕１日目は、全体会のため、本年度は授業提

案は行われなかった。２日目は、田浦中学校「相互理

解の（縦糸と横糸を紡ぐ）ための授業の創造～個にせ

まる授業の推進～」、研究会（数と式・データの活用領

域部会）「データの活用の指導の充実を目指した授業

改善～新学習指導要領への移行を見据えての研究～」

をそれぞれ研究主題として提案を行った。 
◎夏季研修講座 
 ８月21日に、筑波大学附属小学校教諭の盛山隆雄

先生を講師としてお招きし、「『学びに向かう力』と

『思考力・判断力・表現力』を育む算数科授業の創

造」をテーマとし、新学習指導要領での育成を目指

す資質・能力の育成や、数学的活動を通した「主体

的・対話的で深い学び」をどのように実現していく

のか等の視点について、ご講演をいただいた。 
 

        理  科         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 新学習指導要領の中で重視されている「理科の見

方・考え方」を働かせた授業実践について浦賀小学校

が文書提案を行った。３年の昆虫の学習において「比

較」することを単元を通して意識させたことで、モン

シロチョウとカイコの成長過程の違いなど子どもた

ちの気づきから深い学びにつなげるきっかけをつく

ことができた。４年の水の学習においても温度変化と

ともに水が変容することや沸騰した時の水の減り具

合と泡の正体が結びつくようになるとより深い事象

の理解を促すことが提案された。 
〔中学校〕 

 「科学的に探究する力と態度を育てる理科学習」を

研究テーマに、馬堀中学校と鴨居中学校の文書提案が

行われた。 

 馬堀中学校からは、生徒が問題意識を持つために、

実態に即した手立てを講ずることや生徒の思考に応

じて次時の授業や単元を再構成することが提案され

た。 

 また鴨居中学校からは生徒たちが自分たちで分類

する視点を持ちながら、試行錯誤することを大切にし、
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「理科の見方・考え方」を働かせながら探究する実践

であった。 

◎小学校理科研究会 

「主体的に問題を解決し、新たな知を獲得する理科

学習～深い学びを実現を目指して～」を研究テーマと

した実践研究を積み重ねた。神奈川県小学校理科教育

研究大会相模原大会での文章提案や、研究会による授

業研究会が行われ、主体的な問題解決学習を通した

「知」の獲得を意識した研究が進められた。また、教

員向けの研修会や広報の発行、「よこすか子ども科学

賞」や「よこすか子ども発明展」への協力を通して、

児童に自然科学への興味・関心を高める活動を行った。 
◎中学校理科研究会 

 「生徒の潜在的な力を引き出す、他者との協働に基

づく授業の創造」をテーマに、神奈川県中学校理科教

育研究大会横須賀大会が大津中学校で開催された。

「教育課程」「観察・実験」「学習指導法」「学習評価」

４つの領域に関する文章提案や研究授業が行われた。

大会に向けて取り組む中で、各学校の実践の共有や、

理科教育に係る情報交換、大会当日に向けての指導案

検討など行われた。 
また、日本学生科学賞神奈川作品展では審査員を務

める活動なども行った。 
 

       生 活 科        

◎教育課程研究会 

 「活動や体験を通して、学びをつなぎ、生活を豊か

にする子ども」を部会研究テーマとした。 

教育課程２日目は城北小学校の「内容（６）自然や

物を使った遊び」の単元と大塚台小学校の「内容（９）

自分の成長」を中心とした単元による文書提案が行わ

れた。城北小学校の提案は、受容的な環境があること

で、「やってみよう」「あの材料を使おう」「この部屋な

らいろいろ試せる」「出来ないかもしれないけど研究

だ」という思いや願いの実現につながり、生活を豊か

にする子どもが育つことが協議された。大塚台小学校

の提案では、自分の成長を振り返るためには、写真な

ど様々な手がかりを活用していくことは有効である

が、心の成長に気付くことは1年生の段階では難しい

ため、２年間で成長を実感できるようなカリキュラ

ム・マネジメントをしていく必要があることが協議さ

れた。 

◎夏期研修講座 

８月 19 日に、國學院大學人間開発学部 教授 田

村学氏に、「これからの生活・総合的な学習の時間の在

り方とは」と題し、総合的な学習の時間の夏季研修講

座と兼ねてご講演をいただいた。新学習指導要領の趣

旨を踏まえ、これからの生活科で必要となる授業づく

りの視点や、生活科を中心としたカリキュラム・マネ

ジメントなどについて多くの示唆をいただいた。 

◎生活科研究会 

 研究主題「活動や体験を通して、学びをつなぎ、生

活を豊かにする子ども」に基づき、事業を進めた。よ

りよい授業実践に向けて、生活科担当者全体研修会を

２回、部会別研修会を２回実施するとともに、取組を

研究誌にまとめた。また、夏期研修会は「スタートカ

リキュラム」をテーマにし、小学校「総合的な学習の

時間」研究会と合同で開催した。 

        音  楽        

◎教科テーマ 

[小学校] 

「音・人・心 ともにつなげる音楽の力～児童が主体

的・協働的に音楽を学んでいく授業づくりの工夫」 

[中学校] 

「音・人・心 ともにつなげる音楽の力～生徒が主体

的・協働的に音楽を学んでいく授業づくりの工夫」 

◎教育課程研究会 

[小学校] 

２日目「音・人・心 ともにつなげる音楽の力～児

童が主体的・協働的に音楽を学んでいく授業づくりの

工夫～」（浦郷小・明浜小・田浦小・城北小）これから

の児童に求められる資質・能力を育成するために、「ワ

クワク・ドキドキ感を実感する授業・指導の工夫」「児

童が主体的に学び、協働しあう学習活動」「学びの連続

性・系統性を考えた授業づくり」の３つを研究の視点

とした提案。協議を通して、目の前の子どもの姿に合

わせた指導と評価の一体化の重要性について確認さ

れた。 

[中学校] 

２日目「音・人・心 ともにつなげる音楽の力～生

徒が主体的・協働的に音楽を学んでいく授業づくりの

工夫～」（衣笠中・久里浜中・鴨居中・神明中）これか

らの生徒に求められる資質・能力を育成するために、

「ワクワク・ドキドキ感を実感する授業・指導の工夫」

「児童が主体的に学び、協働しあう学習活動」「学びの

連続性・系統性を考えた授業づくり」の３つを研究の

視点とした提案。協議を通して、音楽の特質に応じた

「見方・考え方」を働かせる授業を計画することや、

共有・振り返りの場の設定の重要性等について確認さ

れた。 

◎夏季研修講座 

「新学習指導要領と仲良くなろう」と題し、筑波大

学付属筑波小学校教諭 平野次郎氏を講師としてお

招きし、研修を深めた。 
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◎小学校音楽教育研究会 

歌唱・音楽づくり・鑑賞部会に分かれ、研修を進め

た。また、「第 61 回関東音楽教育研究会神奈川大会」

の運営、作詞作曲審査、「子どものための音楽会」 小

学生合唱団指導等が行われた。 

◎中学校音楽教育研究会 

 歌唱・器楽部会、創作部会、鑑賞部会に分かれ研修

を進めた。また、「第61回関東音楽教育研究会神奈川

大会」の運営、作詞作曲審査、「子どものための音楽会」

「スクールバンドフェスティバル」が行われた。「県連

合音楽会」には長沢中、岩戸中が参加した。 

 

       図画工作・美術      
◎研究テーマ 

 テーマである「豊かな心を育てる造形教育 ― 子

どもによりそい、おもいをかたちに ― ～であう・

あじわう・つくりだす～」に基づき研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

２日目は、２つの実践報告が行われた。1つ目は、

渡辺 晶子 教諭（城北小学校）が、３学年で、『題

材名わたしのキラキラ・ワールド』という題材で、

材料の形や色の組み合わせ等に着目しながら、「光

の世界」を表すものを考え工夫して表す実践報告を

行った。２つ目は、五島 永幸 教諭（武山小学校）

が、第５学年で『フォトジェニックなペットボト

ル』という造形遊びの実践報告を行った。見慣れた

場所をフォトジェニックにしようというテーマのも

と、色水をペットボトルに入れ、並べ方を工夫した

り、光を通したり、反射させたりしながら周りの景

色と組み合わせて自分のなりの表現を楽しむ様子を

受け、造形遊びについて意見交換が行われた。 

〔中学校美術〕 

２日目は、海原 仁美 教諭（北下浦中学校）が

『表現と鑑賞の関連を図った題材の研究～鑑賞にお

ける対話的な学びから表現へ～』というテーマのも

と、日本美術の鑑賞を行い、その後に“祈りを形に

する”をテーマに表現活動に取り組んだ。特に発想

や構想に関する資質・能力の育成を重点的に指導し

た時間についての報告が行われた。全体協議は、

「鑑賞における対話的な学びの場面の設定」と「共

同で行う創造活動」の２点で行われた。個人で主題

を持たせ、それをグループでまとめ、全体で共有

し、さらに深めていく、という思考のサイクルは、

テーマをより深く追求し、最後まで個人が問い続け

ていくためには効果的であった。また、「共同で行

う創造活動」として展開することについては、今後

も慎重に検討する必要があることが分かった。個人

の発想や構想をノートなどに記録させるなど、生徒

が自分にも向き合える工夫が必要ということが全体

で話し合われた。 

◎夏季研修講座 

文部科学省視学官の東良 雅人 氏をお招きし、

「生活や社会の中の形や色、美術や美術文化と豊か

に関わる資質・能力の育成」というテーマのもと講

演いただき、研修とした。小・中学校の様々な実践

を紹介していただきながら、一つ一つの授業が、教

科の本質に迫れたのかということを検討するための

鍵となるのが「造形的な見方・考え方」であること

や、「評価は学びの共有」であるということなどを

教授いただいた。 

 

      体育・保健体育       
学習指導要領の趣旨に則り、目標と指導と評価の一

体化を図るための研究・実践とともに、新学習指導要

領の全面実施に向けた、資質・能力を育むための、「見

方・考え方」を働かせた、主体的・対話的で深い学び

の研究・実践を行った。 
◎市教育課程研究会 

〔小学校〕 
文書提案は、明浜小学校による「中学年・器械運動

（マット運動）」における、仲間とできる喜びを共感で

きるようにするための、課題解決に向けた関わり合い

ながら学びを深める学習指導の工夫について提案さ

れ、協議を深めた。 
〔中学校〕 
文書提案は、岩戸中学校による「第３学年・球技 ベ

ースボール型（ソフトボール）」における、主体的な学

びを促すための、発問とゲームを中心とした授業展開

の工夫について提案され、協議を深めた。  
◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が実践

研究を行った。また、県小学校児童体力つくり研究発

表大会では、研究会を代表して 窪田 奈津子 教諭

（長井小学校）が提案を行った。 
◎中学校保健体育研究会 

各研究部が本市の現状と課題を踏まえた研究発表

会を行い、２年継続研究の２年目の成果を発表した。

また、授業改善に向けた研修会を開催した。 
関東中学校保健体育研究協議会山梨大会（甲府市）

には中体連と共に関わった。 
◎市体力つくり実践研究発表会 

研究委託校（２年継続研究の１年目）の北下浦小学

校による「健康教育～学習の土台作りとしての体力・



 

- 45 - 

健康づくりを考える～」、北下浦中学校による「健康・

体力向上を意識した生徒の意識改革のための工夫・改

善～運動やスポーツ・保健体育の授業に対する二極化

の打開～」の実践研究の発表を行った。また、横須賀

市児童生徒健康・体力向上推進委員会担当部会から、

横須賀市の子どもの体力の現状を踏まえ、体力向上推

進のために各校で活用できる資料や実践例について

紹介した。 
 

      家庭、技術・家庭       

◎教育課程研究会 

【小学校家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「自分と家庭生活を見つめ、進んで実践する子どもを

めざして 

 ～なりたい自分、できる自分、生かす自分～」 

＜２日目＞ 

「はじめてみようクッキング」（５年生） 

 上記の題材において、山崎小学校から提案された。

手立てとして、①見方・考え方の「安全」を中心に進

めていくためのガイダンスを設定、②視覚教材として、

「適切でないモデル」の提示、③技能の定着に向けた

ポイントの焦点化、④段階的な計画の設定の４つを中

心に取り組んだ内容であった。 

 児童の言葉を丁寧に拾いながら、見方・考え方を通

して、どのように取り組んだらよいか考えさせたり、

視覚的な資料から、何が適切なのか検討したり、とい

ったように児童が考えて取り組む時間をしっかりと

確保した実践となった。 

 協議の中では、体験的な活動をするうえで、限られ

た時間の中に収まるようなカリキュラムの工夫が必

要であることについて、例えば、T.T.の体制や保護者

ボランティアなどの協力を得て、体験の差を埋めてい

くことも考えられるといった話が出た。また、生活経

験が豊かな児童を中心に教えあうことを取り入れる

ことも効果的とされた。さらに、技能の定着について

は、家庭で生かせるようになることを目標に、なるべ

く2年間の学習を通して、家庭で少しでも生かせる技

術を学ばせることも重要であるという話題が出た。 

【中学校技術・家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「学びをつなぎ社会の変化に主体的に対応する力を

育む学習指導～技術・家庭科の特性に応じた「見方・

考え方」を働かせる授業実践～」 

＊平成 30 年度から、１日目と２日目の提案について

家庭分野と技術分野の両方を提案するのではなく、そ

れぞれ１分野ずつの提案とし、隔年で交互に変えてい

くこととしたが、令和元年度は教育課程２日目のみの

提案だったため、家庭分野、技術分野の両方の提案と

した。 

＜２日目＞ 

〇『「家族・家庭生活」において、高齢者体験を用いて

「見方・考え方」を働かせる授業実践』 

（家庭分野３年） 

 上記の題材において野比中学校から提案された。 

 高齢者体験を実施し、高齢者の簡単な介助について

考えさせた。その中で、地域の人たちと「協働」して

いくために、この活動を通して、地域全体に目を向け

させ、自分たち中学生に何ができるかを考えさせるこ

とをねらいとした。 

 協議の中では、①体験活動の在り方として、課題を

発見するためのものか、まとめに向かっていくものか

指導者がしっかりと柱を立てて計画をする必要性が

あること、②「家族・家庭生活」の内容を中心に、指

導する中でプライバシーにかかわる部分を共有させ

ていく工夫の２点について話された。 

＜２日目＞ 

〇「生徒の主体的な態度を養うための、生物育成にお

ける見方・考え方を働かせた活動を行う課題設定の工

夫」（技術分野２年） 

 上記の内容について、公郷中学校から提案された。 

 栽培をとおして「自分」という視点から、既存の知

識を利用して環境調整の方法を考えさせた。また、ラ

ディッシュの育成を通し、身につけた環境調整の能力

を生かし、三浦大根の育成へとつなげた。 

 協議の中では、生物育成については、学校規模や時

期・天候等の条件で大きく変わってくる内容であるの

で、条件を踏まえたやり方や計画を、様々な可能性を

考えたうえで立てていく必要性があること、２回の栽

培を行う上で、１回目の栽培のついての振り返りを丁

寧に行う必要があることについて話された。 
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       外 国 語        

１．教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学習

指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、２

日目には文書提案が行われた。 

 外国語教育における「目標の明確化と指導と評価

の一体化を図る授業実践」について、提案および協

議を通して、認識を深めることができた。 

 

２．外国人英語教員活用研究 

田浦中学校（２年目）、常葉中学校（５年目）、鴨居

中学校（３年目）、野比中学校（２年目）の４校と横須

賀総合高等学校(４年目)に外国人英語教員（FLT）が配

置され、ネイティブ・スピーカーの効果的な活用に係

る研究を行った。 

各学校による活用研究に係る公開授業が行われ、研

究協議を通して、ネイティブ・スピーカーの効果的な

活用について理解を深めることができた。 

 

＜公開授業提案者＞ 

田浦中学校 サラ ジョンソン 

常葉中学校 ケネス ギベンズ 

鴨居中学校 マーク シギョウ 

野比中学校 ジェニファー スドウ 

横須賀総合高校  渡邉 華 

 

３．中学校英語副読本の作成 

 横須賀の魅力について英語で紹介する副読本を市

内中学２年生に配布した。次年度も同様の配布を予定

しており、各校へ活用を促していく。 

 

４．フロンティア研究委託「外国語教育の推進」 

 文部科学省研究委託を引き継ぎ、田戸小学校・諏訪

小学校・常葉中学校において、新学習指導要領を見据

えた教育課程の編成及び先進的な授業実践を行い、文

教大学 金森 強 教授の助言をもとに研究を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      幼稚園教育課程        
８月９日（金）に、横須賀市幼稚園教育課程研究会

を実施した。 
研究会は、横須賀市立大楠幼稚園の実践提案と参加

者による協議、鎌倉女子大学 初等教育学科 教授 

佐藤 康富氏の講演という構成で行った。 

研究テーマは、「幼児期の教育における見方・考え方

を生かした保育の実践～子どもの姿から「幼児期の終

わりにまでに育ってほしい姿」について考える～」と

設定した。 
【提案】 
 教育要領の改定により示された三つの資質・能力を

育てるために、幼児期の教育における「見方・考え方」

について共通理解を図り、整理した記録を省察し、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」と関連付けて、

学びを可視化した。さらに、発達した姿から「学び」

を明確にし、育まれた資質・能力を明らかにし、効果

的な指導の在り方を考えた。 

【協議】 

 協議の柱を幼児期の終わりまでに育ってほしい 10

の姿をどのように意識して日々の保育を行えばよい

か、とし協議を行った。 

・『いろはかるた』は全員がやりたい活動だったわけで

はなかったかもしれないが、みんなでつくる達成感や

喜びを感じることも大切にした。 

・他園でもエピソード記録を基にして 10 の姿と結び

付けて議論している。しかし、10の姿を意識しすぎる

のもよくないのではという話もしている。 

・今までやってきたことを変える際の保護者理解は大

変だが、子どもたちが伸びてその姿から伝わるものは

大きい。「去年やったから」にこだわらず、みんなで話

し合っている。 

【講演】 

「資質・能力を育む教育活動の工夫・改善」～幼児

期の教育における見方・考え方を生かす保育～とい

う演題でご講演いただいた。 

・社会は変化しているのになぜ、教育・保育は変わ

らないのか。100年前と同じ。アップデートが必要。 

・10の姿は子どもをどう見取るかであり、それが

「共通のものさし」となり、評価である。 

・幼児期の主体的・対話的で深い学びは「幼児の体

験の質が深まる」ことを目指す。幼児が自分で考

え、判断し、納得し、行動することである。 
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      高等学校教育課程      
令和元年度の研究テーマは、「『資質・能力を育む教

育課程の編成と教育活動の工夫・改善』～各教科・科

目等の特質に応じた『見方・考え方』を働かせる授業

実践～」である。さらに全日制、定時制ともに部会テ

ーマを設定して研究に取り組んだ。 

 

〔全日制〕 

「自学自習の精神の確立～主体的・対話的で深い学

びを実現する授業改善～」をテーマとして、本年度は

４教科で公開授業を行った。 

「理科（物理基礎）」では、基礎・基本の確実な定着

と、科学的思考力・表現力の育成にむけた指導の改善

をねらいとした。 

「外国語科（コミュニケーション英語Ⅰ）」では、外

国語によるコミュニケーション能力（４技能）向上の

ための言語活動の工夫・改善、世界の多様な文化を持

った人々と協働できる人材の育成をねらいとした。 

「保健体育科（保健）」では、体力と実践能力の向上

および指導と評価の一体化をねらいとした。 

「芸術科（書道Ⅰ）」では、言語活動の充実を基に思

考力・表現力を豊かにするための指導の工夫をねらい

とした。 

各教科ごとの協議会の後の「全体会」では、スーパ

ーバイザーとして来校された産業能率大学教授の小

林昭文先生により、「生徒の学びを支える授業者スキ

ル」の演題でご講演をいただいた。 

 

〔定時制〕 

 「『基礎・基本の確実な定着』～生徒が『学ぶ楽し

さ・わかる喜び』を感じられる授業の実現～」をテー

マとして、本年度は２教科で公開授業を行った。 

「国語科（国語表現）」では、基礎基本の習得と自

分の考えを根拠に基づいて的確に表現できる力の育

成を重視し、一人ひとりに応じた指導を行い、習熟を

図ることをねらいとした。 

「家庭科（家庭基礎）」では、生きる力を身に付け

る為の基礎的・基本的知識と技術の習得をねらいと

した。 

各教科ごとの協議会の後には、スーパーバイザーと

して来校された産業能率大学教授の小林昭文先生か

ら、全体講評として主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業づくりについてのご助言をいただいた。 
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特 別 の 教 科 ・ 教 科 外  

 

 

新学習指導要領への移行など、教育を取り巻く環境の変化に対応し、さまざまな教

育課題を解決するため、各研究会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精

力的に活動を行ってきている。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校教育に

とって大変重要なものとなっている。 

 

 

       小学校道徳         

 新学習指導要領「特別の教科 道徳」の実施２

年目に合わせ以下の研究を推進した。 

市教育委員会主催研究会の運営に参画。 

① 教育課程研究会２日目文書提案：大塚台小学

校「物事を多面的・多角的にとらえ，自己を深

く見つめていこうとする子どもの育成を目指し

た道徳教育」，明浜小学校「子ども理解・教材

理解を深めた道徳科教育の充実」、③ 道徳教育

連携・推進講座授業公開：森崎小学校「まわり

の人を思いやる心の育成を目指した道徳教育」 

 前年度に引き続き、研究会の主催研修会とし

て４回の定例研究会を実施。① ５/23 根本哲弥

教諭（教科指導員）講演「次の授業が楽しみに

なる！考えを広げ，深める授業づくり」（於：

諏訪小学校）② ６/26 大楠小学校授業公開（教

育課程研究会代替）③ ９/13 和田春輝教諭 授

業公開（於：神明小学校）④ 12/10 鈴木義基教

諭，檜垣俊介教諭 授業公開（於：浦郷小学校） 

 いずれの会も多数の方が参加し、積極的な協

議が行われ、共に学びを深めることができた。 

 

       中学校道徳         

 道徳の教科化元年となる「特別の教科 道徳」

のスタートにあたり、研究会では道徳の授業づ

くり研修と道徳の評価に関する研修の２本立

てで取り組んだ。前者について、不入斗中学

校における県の発表を中心に授業案検討や授

業実践を積み重ねたことで、道徳について互

いに学び合う貴重な機会を設けることができ

た。一方、後者について、横須賀市として、

ある程度、書式を統一して取り組むことにな

った「振り返りシート」の実施研修と、具体

的に評価を作成するにあたっての「実践研修」

を行った。いずれも、各校の道徳担当教師の

理解を深め、各校に「道徳の評価方法」につ

いて正しく伝達するきっかけとなった。本年

度に取り組んだ内容は基本的に次年度も継続

し、各校で２つの着眼点（「多面的、多角的

な見方への発展」「自己とのかかわりの中で

の深め」）を大切にした授業実践と評価が行

われるように、研修会等を企画しながら、横

須賀市における道徳教育をさらに推進してい

きたい。 

 

      小学校特別活動       

今年度も引き続き「豊かな人間関係をはぐく

む特別活動～様々な集団活動を通して～」のテ

ーマのもと、特別活動を通したよりよい人間関

係の形成、社会参画、自己実現を探求した。 

教育課程研究会２日目は、大津小学校の学級

会活動における合意形成のあり方に関する提案

を行った。質疑の後、研究会幹事が司会となり

模擬学級会を行い、参加者全員で合意形成を経

験した。 

特別活動の質的向上を目指す活動として、大

矢部小学校、浦郷小学校の校内研究に参加させ

ていただき研究を深めた。 

また研究会主催研修として、小原台小学校が

卒業遠足の取組を紹介した。 

研究会としての視野を広げるために、学校行

事研究大会に研究会幹事が参加した。安部恭子

調査官の講演を聴き、今後の評価の在り方を探

った。 

特別活動の実践者の裾野をどう広げ、市内教

職員の実践力をどう高めていくのか、特別活動

の評価はどうあるべきか、次年度も様々な課題

に真剣に取り組み、発信していきたい。 

 

     中学校特別活動       

 教育課程研究会２日目は、提案①が坂本中学

校が生徒会指導をテーマに「生徒総会 ～時間

を守る活動からクリーン活動へ～」と題して、
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生徒総会に向けての取り組みで、生徒会役員の

生徒が学校の状況を分析して考えている課題や

取り組みたい活動と、教師側が考えている現状

の課題と生徒会に取り組んでほしい活動のすり

合わせの難しさが文書提案された。生徒会担当

として生徒会役員生徒と一般教師の間で、悩み

ながら橋渡しをしていくことの難しさや、必要

さが議論された。提案②は長井中学校が学級指

導をテーマに「教師と生徒がともに輝く学びの

場を目指して～学級スキルの向上～」と題して、

学級や学年経営での「スキ」を無くすために、

取り入れた「学活のしおり」から、学校全体の

職員集団の経験等を含めて分析を行い、時間の

ない中でいかに一人一人の担任の学級指導のス

キルを学校全体で高めていくことができるの

か、その取り組みが示された。教師間の世代を

超えた交流をいかに増やしていくことが必要

か、全体で認識することができた。いずれも教

師を中心として、指導をどう組み立て、継続さ

せていくかという視点で提案され、あらためて、

特別活動にかかわる指導力の育成の難しさと継

続の必要性が確認された。 

    小学校総合的な学習の時間     

「生きる力を育てる総合的な学習～自分なり

に考え行動し、ふりかえることができる子の育

成を目指して～」という研究テーマのもと、子

ども達にとって切実感のある探究活動をいかに

作り出すか、単元づくりを中心に研究・研修を

重ねた。 

会員は、研究部又は広報部に所属し、指導案

検討を中心とする「学習会」の開催、ワークシ

ョップ及びフィールドワーク等の運営、ガイド

ブック作成やホームページ管理、生活科と合同

研修会等、様々な活動を行った。本年度は市教

育課程研究会第一日目において、授業公開が設

定されなかったため、研究会主催の公開授業研

究会を２回実施した。大塚台小学校３年生の「わ

くわくをカタチに」及び、池上小学校５年生「米

土(メイド) in 池上」の実践を通して、研究を

深めた。また、全国小学校生活科・総合的な学

習教育研究協議会：兵庫大会へ参加し、衣笠小

学校「色。～見つけよう私の色～」を提案した。 

研修会や公開授業後には、「広報通信」を全会

員に配信し、研究成果の共有を行うことができ

た。 

 

 

   中学校総合的な学習の時間      

 本研究会のテーマを「探究的な見方・考え方

を働かせ自己の生き方を考えていくための能力

を育成する」と設定して２年目となる。取り組

みの具体的な視点として、地域や学校の特色を

生かした題材を取り入れ、３年間のカリキュラ

ムを大切にした研究及び、それにかかる研修を

進めた。 
 総合的な学習の時間は、新学習指導要領にお

いて育成を目指す資質・能力の一つである、各

教科等で獲得した知識及び技能を活用して課題

を解決するために必要な「思考力、判断力、表

現力等」を十分に発揮させる場として中核とな

る時間である。本研究会では、各学校に総合的

な学習の時間のねらい、さらには新学習指導要

領が目指すねらいの理解を図り、学習活動にお

ける探究的な学習である「課題の設定」「情報

の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」をよ

り充実させるにはどうしたらよいかについて、

研究・研修を行い、総合的な学習の時間をより

発展的に行うことを目標に各中学校での研究・

実践が進められるようにした。 
 本年度の各校の成果と課題点を明確にし、市

教育委員会と本研究会により実践状況の把握を

行い、次年度はさらに研究の向上を図っていき

たい。 

   児童生徒支援教育研究会    

本研究会では「困り感のある児童生徒に対する

学習・生活面における支援の在り方～小中高のつ

なぎを生かす～」をテーマに、インクルーシブ教

育システムの実践に役立つ研究を、小・中・高の

連携を図りながら行っている。会員に加え、各校

の支援教育コーディネーター・養護教諭・登校支

援相談員など幅広く参加を呼びかけ、日頃児童生

徒支援に同様の悩みを抱える者が集まる事によ

り、講師の話を聴くだけではなく、情報交換の場

としても有意義に活用されている。一昨年度よ

り、横須賀共済病院臨床心理士の鈴木恵美先生に

ご協力頂き、「通常級で困っている子への対処法」

等３回にわたって専門的・具体的なご指導を受

け、有意義な研修ができた。また、横須賀総合高

校定時制の播岡先生、湘南芽吹高等学院の井上先

生を講師にお招きして、進路指導の事例を通した

研究も進めた。次年度も、学校現場の必要とする

課題を基に、特色ある研修を追究していきたい。

さらに研修会の充実のために、支援教育課との具

体的連携を進めていきたい。 
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      特別支援教育        

全体の研究テーマを「一人一人が主体的に生

き、共に育ち合う教育の研究～インクルーシブ

教育システムの構築をめざして～」と設定し、

小学校部、中学校部、通級指導部、特別支援学

校部がそれぞれ、共通テーマを元にサブテーマ

を設定して研究に取り組んだ。 

 教育課程研究会ではこの共通テーマを踏ま

え、小中学校とも通常の学級や特別支援学級の

特色ある実践の提案を中心に、活発な意見交換

をして研修を深めることができた。 

また、夏季休業期間中の施設見学会、講師を

招いての研修会、ブロック内で適切な時期を選

択して行われる小中合同授業研究会等を行い、

年間を通じて活動に取り組むとともに、研究を

深めることができた。 

 10 年ほど前から支援を要する児童・生徒数が

年々増加している現状を鑑み、今後も引き続き

インクルーシブ教育システムの構築に向け、各

部の研究を深めるとともに、各部の連携の強化

を模索していきたい。 

       情報教育         

本年度も「情報の主体的活用をめざした学習活

動」を研究テーマに、視聴覚教育・新聞教育・統

計教育の各研究部がそれぞれ活動を行った。県視

聴覚・放送教育研究会との関連事業、学校・学級

新聞展、統計グラフ指導者講習会、コンクール入

賞作品集作成など、各研究部の活動も意欲的に行

われた。 

学校・学級新聞作品展は、より多くの方に参観

していただけるように展示会場を平成町にある

ノジマモールに変更した。研究会では、統計研究

部が５年生算数の「割合とグラフ」の実践授業を

公開し、有意義な研究協議が行われた。また情報

研ニュースを発行し、情報提供を行っている。 
年間を通した詳しい活動内容等をまとめた紀

要として「私たちの情報教育」を年度末に発行す

る予定なので、ご覧いただきたい。 
 

       学校図書館        

本年度も、『自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校

図書館づくり』をメインテーマに、「～学校図書

館の整備・充実、計画的な活用を通して～」をサ

ブテーマにして、研究活動と事業活動に取り組ん

だ。 

研究活動としては、学校図書館先進校視察のフ

ィールドワークで千葉県にある袖ケ浦市立昭和

小学校と袖ケ浦市立郷土博物館を視察した。 
夏季研修としては、講師に相模原市立宮上小学

校の司書教諭・秋山眞貴子先生を迎え、『頑張り

すぎない司書教諭～図書館小改造計画～』をテー

マとして、ビブリオバトル、図鑑づくり等を学ん

だ。すぐに実践できる内容であったため、夏休み

後の学校図書館の運営に役立てることができた。 

さらに、事業活動としては、読書感想文・読書

感想画審査会、市読書感想画展の開催等を行っ

た。研究活動と事業の成果の一つとして読書感想

文、読書感想画とも、県の審査会でも優秀な成績

を収める児童生徒が増えている。また、感想画展

は参観者も多く、市民・保護者の感想画について

の理解度が更に広がったと感じている。 
 

       学校保健         

学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭

部会がともに「人間性豊かな子どもの育成」の

テーマのもと研究に取り組んだ。 

養護教諭部会では、「児童生徒の心身の育成

をめざして」をテーマにし、６部会ごとにグル

ープで研究を進めた。今年度は、横須賀市スク

ールソーシャルワーカーの芦田正博氏を部会研

修会の講師とし、養護教諭とスクールソーシャ

ルワーカーとのかかわりについて研修会を行っ

た。それぞれの役割や支援方針の流れ、また虐

待の兆候などの具体的な事例を伺い、子どもの

ＳＯＳを見逃さないポイントを学んだ。 
健康安全部会では、「組織的・計画的な学校

保健・安全教育の進め方」を主題として、各部

会で安全教育・防災教育の実践に取り組み、１

月には学校の実践を中心に研究発表を行った。

部会研修として「自助・共助の意識を高める防

災教育」をテーマとしている浦賀中学校の研究

発表会に参加し内容の共有を行い、６年間を見

通した系統的な防災教育の年間計画の作成を検

討する学校もあり職員の防災教育への意識が高

まるきっかけとなった。 

 

    国際教育・小学校外国語活動        

本研究会では、「国際性豊かな児童生徒の育

成－ちがいを知り、認め合い、学び合う子ども 

/外国語を通して主体的にコミュニケーション

を図ろうとする子ども－」の育成をテーマに研

究活動を行った。 
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８月の教育課程研究会小学校外国語活動部

会では、鷹取小学校の清水康弘教諭、豊島小学

校の小濱和道教諭が、主体的なコミュニケーシ

ョンを引き出すための指導の工夫についての

実践報告を行い、研究協議を深めた。 

 研究会主催の外国語活動の授業研究では、12

月、根岸小学校の五島遥教諭とシンティア・タ

カハシ講師（ALT)が４年生の授業を公開し、道

案内を扱う単元の指導を通して、進んでコミュ

ニケーションを図ろうとする子どもをどのよ

うに育成していくか等をテーマに研究協議を

行った。 

国際教育の研修としては、７月に文教大学の

中山夏恵准教授を講師にお招きし、「児童生徒

の異文化間コミュニケーション能力を育む授

業を考える」をテーマにしたワークショップを

行い、研修を深めた。 

        食教育          

食教育研究会の研究主題は「食育を通して豊

かな心と体を育てる」である。 

 研究を進めるにあたり、各学校が「食に関す

る指導の全体計画」を見直し、食育の視点を加

えた授業が行えるよう、学校における食育を組

織的・計画的に実践している。また、好ましい

人間関係の育成を目指すため給食指導の工夫を

呼びかけている。 

 教科等における食に関する指導では、本年

度、浦郷小学校３年生の総合的な学習の時間

「大豆調べ隊！ ～育てたダイズを食べよう

～」の授業提案から、「給食では大豆を使った

献立が多く考えられていることがわかり、大豆

や日本の食文化の良さについて知ることができ

る（食文化）」を食教育の視点とした授業実践

での研修を深めた。 

また、「給食の時間を子どもたちにとって効

果的な食育の場とする」ために、そして、「子

ども達が生涯にわたって健康の保持増進を図

り、望ましい食習慣を養う」ために、給食時間

マニュアルを有効に活用している。 

 

 

 

       学校事務         

 事務研究会では、2019～2020 年度のテーマを

「学校運営と学校事務職員」、サブテーマを「学

校運営における事務職員の役割について」とし、

１年目の研究を行った。前回（2017～2018 年度）

の研究の中で、今後私たちに必要な研究とは何

かを検討した結果、「学校において事務職員と

は」に関する事例研究が提案された。本年度か

ら開始した研究では、この提案に基づき、各校

・各事務職員の実際的な事例を見ていく形で進

めた。 

 具体的には、研究委員所属校の集約をもとに

アンケートを実施し、横須賀市の実態を把握し

た。「①学校において事務職とは」「②どのよ

うなスタンスで学校運営に関わっていけばいい

のか」を主体とした２つのグループに分かれて

研究を行った。 

 また、次年度のまとめでは、近年「従事する」

から「つかさどる」へと法が変わった事務職員

を意識し「③企画できる事務職員（各事務職員

の事例）」の厳選した事例を合わせて取り上げ、

研究する予定である。 

      小学校校長会        

 RWC 日本開催の本年度は「TEAM48～連携と結

束」(One for all,all for one)をスローガン

に掲げた。横須賀の目指す子ども像「人間性豊

かな子ども」の育成を目指し、次の三点を重点

に設定した。 
◇校長会の組織強化と 48 校のベースの確立 

◇学力向上に向けた取り組みの充実 

◇県校長会 市教委等、関係機関との積極的連携 

 また、研究部として学校経営・教育課程・児

童課題の三委員会、対策部として教育課題対策

・健康安全・修学旅行・特別委員会（学習評価）

の四委員会を設置し、それぞれの活動を通して

諸課題の解決に努め、新たな教育課題について

の情報を共有し議論を深めてきた。来年度より

全面実施となる学習指導要領の理念に基づき、

各学校が創意工夫を生かした教育課程を編成し

ていきたい。 

 

 

 

・ 
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      中学校校長会        

本年度も中学校長会では、５つある対策委員

会を中心に活動をした。具体的には、（１）行

財政委員会：①各校施設設備の充実②県費旅費

の増額（２）教育経営委員会：①働き方改革②

学期制と評価・評定③教育課程の編成（３）進

路指導委員会：①適切な進路指導②インクルー

シブ推進校の理解③学力向上（４）教育課程委

員会：①特別の教科道徳の指導・評価と校内体

制づくり②新学習指導要領がめざす中学校教育

（５）生徒指導委員会：①インクルーシブ教育

の推進②人材育成等について取り組んだ。特に、

市教委と共に取り組んでいる『働き方改革』は、

これまでの働き方を見直し、より効果的な教育

活動を目指し、勤務の在り方や部活動指導改善

等を図っている。そのために、学校経営全体構

想（グランドデザイン）を明確にし、地域・家

庭と共に創り上げていく、実効性ある教育課程

推進に努めた。今後も校長会として、横須賀市

中学校教育全体を考え、持続可能な質の高い教

育を目指して、より良い中学校教育の構築のた

めに尽力していきたい。 
 

      小学校教頭会        

『豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざ

して～教頭力の向上 2019～』という研究テーマを

設定し取り組んだ。一人一人の教頭の多様な経験

を生かし、互いに研鑽し、学び、高め合うことによ

って、教頭職の専門性を発揮し、横須賀市の教育

の発展や課題の解決に寄与できるよう努めた。定

例会・研修会、各委員会や部会教頭会等を通して

課題認識を持ち、学校運営のリーダーとして必要

な力を高め合えるよう取り組んできた。学習指導

要領改訂に当たり全教頭が関わり作成した「新学

習指導要領ここがポイント～授業力向上のために

～」は、人材育成能力をはじめとする教頭力の向

上に大いに繋がるものである。また、令和２年１

月 31日（金）に開催された神奈川県公立小学校教

頭会研究大会平塚大会では、「危機管理のために

教頭ができること・すべきこと～その対策と対応

について～」の提案発表を行い、危機管理につい

ての取り組みを発信し、県下各地区の教頭と繋が

り合い高め合うことができた。今後も、校長会・中

学校教頭会・教育委員会等の関係諸機関との連携

を図りながら、教頭力の向上に努めていきたい。 

 

      中学校教頭会        

本会では、本市・自校の教育の向上と充実をは

かるとともに、山積する教育課題への対処など、

教頭としての資質、力量を高めることを目標に活

動している。   

組織としては役員会と５つの対策委員会が、各

部門が抱える個別の課題や研究主題に沿った研修

・研究に取り組むとともに、教育委員会などに講

師を依頼して、教頭として保護者や地域といかに

関わるか、トラブルやクレームに対しての法に基

づいた対応、働き方改革への取り組みなど今日的

な課題の研修も積極的に進めている。 

更に、県教頭会や逗葉・三浦地区中学校教頭会、

本市小学校教頭会（特に小中一貫教育に関して）

とも、計画的に研修や情報交換などの場を設け、

連携している。また、教育委員会、本市中学校校長

会からも多大なご助言・ご支援をいただいている。 
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特 別 支 援 教 育  

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部単一学級２学級、小
学部単一学級６学級・重複学級２学級、中学部重複
学級１学級、高等部単一学級１学級となり、合わせ
て 12学級となった。 
市立養護学校は、小学部重複学級 12学級、中学

部重複学級５学級となり、合わせて 17学級となっ
た。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級 45校 49学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 46校 78学級 

  肢体不自由特別支援学級 18校 18学級 

視覚障害特別支援学級 １校 １学級 

聴覚障害特別支援学級     １校 １学級 

  病虚弱特別支援学級 ５校 ５学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級 23校 26学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 23校 26学級 

  肢体不自由特別支援学級 ６校 ６学級 

視覚障害特別支援学級 １校 １学級 

聴覚障害特別支援学級     ２校 ２学級 

  病虚弱特別支援学級 ７校 ７学級 

（４）第９回児童生徒ふれあい作品展 

日時 11月 29日（金）～12月３日（火） 

場所 横須賀市文化会館 

来場者数 1,771 人 

（５）支援教育コーディネーター 

研修と情報交換のために「支援教育コーディネ

ーター連絡会」全体会を５回、地域別ブロック会

を１回の合計６回と、経験３年未満を対象とした

研修を２回開催した。校内支援体制の構築に向け

た研修を積み重ね、支援教育コーディネーター一

人一人のスキルアップと校内支援体制づくりの

強化を図った。 

 

２ 就学相談について 

「就学支援相談部会」及び「通級相談部会」を

開催し、園児・児童・生徒の学校での支援内容や

進路についての審議を行った。 

（１）就学支援相談部会       19回 ：320人 

（２）通級相談部会         

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 支援教育研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ６月28日 「不登校経験者のそ

の後の変化と支援」 
埼玉純真短期大学 
准教授 金子恵美子 

２ ７月５日 「いじめの未然防

止と具体的対応」 
文教大学 

教授 柳生和男 

３ ８月７日 
「子ども・若者の自殺

の現状と課題～SOSの

出し方教育と教育支

援体制の構築」 

特定非営利活動法人 

自殺対策支援センタ

ーライフリンク  

代表 清水康之 

４ ８月９日 
「子どもの虐待につ

いて」 

大正大学 

教授 玉井邦夫 

５ 11月１日 

「学習のつまずきに

対するアセスメント・

支援」 

国立特別支援教育    

総合研究所 

主任研究員 海津亜希子 

６ 11月５日 
「児童生徒理解と集   

団づくり」 

東海大学 

教授 芳川玲子 

７ 11月12日 
「教育的緊急支援の       

あり方」 

大草心理臨床・教育

相談お～ぷん・ラボ 

臨床・学校心理士 

     大草正信 

８ 12月17日 
「特別支援学級にお

ける授業づくり」 

県立武山養護学校 

総括教諭 黒田直紀 

９ 12月20日 

「インクルーシブ教

育システムの構築に

おける言語障害教育」 

国立特別支援教育   

総合研究所 

主任研究員 滑川典宏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

４回 ： 54人 
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人  権  教  育  

平成 12 年の「人権教育及び人権啓発の推進に関

する法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・

啓発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、

平成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する

調査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方

について」の第一次とりまとめ、平成 18年１月に第

二次とりまとめが、そして平成 20 年３月に第三次

とりまとめが出され、人権尊重の精神を貫いた実効力

のある教育がより一層求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自

由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性に

ついての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教

育が、人権問題の解決に大きな役割を果すものであ

ることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努

めているところである。 

本年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした

研修講座を３回開催した。 

また、人権教育指導者養成講座（２年を１期間）

については、15 校の受講者が、「人権が尊重される

授業づくりの視点」について授業実践を行った。 

 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月21日 
「人権感覚の育成と人

権を尊重する指導のあ

り方」 

教育指導課 

人権教育担当 

指導主事 

２ 
７月 

～８月 

※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

１講座を選択 

３ 12月４日 

「子どもの笑顔が未来

を拓くⅡ～自分の大切

さとともに、他の人の大

切さを認めるために～」 

横須賀市人権擁護

委員  

三塚 勉 

◆人権教育指導者養成講座（11期２年目） 

回 日 時 内 容 講 師 

１  
各受講者による研究授

業 

 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 

２ 11月19日 

人権教育の視点を生か

した授業づくり 

代表者授業 久里浜中

学校 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 

３ 12月13日 

人権教育の視点を生か

した授業づくり 

代表者授業 明浜小学

校 

人権教育担当指導主

事（教育指導課） 
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【学力向上事業】      教育指導課 

●教科指導員 

平成 27 年度から市内の小・中学校における教科

の指導改善と教育水準の向上を図る目的で、教科指

導員制度をスタートさせた。任期は１年間で、国語、

社会、算数・数学、理科、外国語、道徳科の６教科

において、４月当初に小・中学校各２名の教員が任

命された。業務内容は、教育課程研究会や各学校の

校内研究等での指導案検討や助言、師範授業を行う

ことである。制度がスタートして５年目になり、学

校や研究会へも教科指導員制度が浸透し、効果的な

活用状況が見られている。本年度の成果と課題を踏

まえて、より活用しやすく、効果的な制度にしてい

くとともに、教科指導員の学びの機会も増やしてい

きたい。 

 

●小学校３年生における少人数学級指導 

[事業概要] 

 市立小学校第３学年において、児童が 36人以上

在籍している学級がある学校に対して、きめ細やか

な指導を行い、学力の向上を図るため非常勤講師を

配置する。 

[事業の背景] 

 横須賀市学習状況調査において、小学校３年生か

ら全国との学力差が顕著となった。児童の学習を充

実するため、35 人以下の学級を編成し、きめ細や

かな指導を実現することで、学力の向上を目指す。 

[実施小学校] 

久里浜小学校  富士見小学校  豊島小学校 
北下浦小学校  公郷小学校   明浜小学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習支援員派遣 

[事業目的] 

 放課後及び課業時間内等を利用し、派遣される非

常勤職員（学習支援員）を活用する中で、学習内容

の定着状況に課題の見られる児童・生徒を対象とし

た個別の学習指導や少人数での補習を含めた学習指

導を行い、基礎的・基本的な知識・技能の定着等を

図り学力を向上させる。 

[方法] 

 １回の派遣を４時間までとし、小学校では週３～

７回、中学校では週２～３回を原則とし、年間 35週

の派遣とする。長期休業期間中の運用に関しては、

夏季休業中に関して、小学校は２回、中学校は５回、

までの派遣を原則とする。 

 

[内容] 

①通常級在籍の学力の定着に課題のある児童・生徒

への指導 

②授業において学習内容の定着を促すための指導 

③自学自習への支援 
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【読書活動推進事業】      教育指導課 

１ 学校司書の活動 

 27 名の非常勤職員が学校司書として２週に３日

勤務した。全小学校に加え、中学校８校への配置も

２年目となった。学校司書の主な業務は以下のと

おりである。 

 ①日常的な学校図書館の開館 

②学校図書館を活用した授業のサポート 

③学校図書館機能を考慮した環境整備 

④本の選書、注文、受け入れ、配架の補佐 

⑤ボランティアとの連絡窓口 

⑥児童生徒の図書委員会が行う活動のサポート               

また、学校司書の資質・能力の向上を目的とし、 

原則月１回の学校司書連絡会で、情報交換と研修

を行った。中央図書館との連携研修や、学校図書展

示会と連携した選書研修は好評だった。 

 

２ 司書教諭研修講座 

８月７日に、全国学校図書館協議会スーパーバ

イザー、東京学芸大学講師の村山正子氏による講

演会とワークショップを行った。テーマは「生涯学

習の種まきを～司書教諭、授業者編～」であった。 

本年度発令された司書教諭のほか、希望者も募

って、読書指導研修講座と兼ねて実施した。７月の

学校司書の夏季研修と同講師、同テーマで行い、各

学校で研修成果を共有しやすくした。 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取組とし

て、「本を楽しもう展」を開催した。今年度より、

西コミュニティセンター１か所を会場とすること

とし、近隣の児童生徒の読書感想画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想文

コンクール」「読書感想画コンクール」「読書感想

画展」を開催した。年度末には、「読書感想文・画

集第 63号」にその成果をまとめた。 

 教員向けには、学校教育だよりで、これからの時

代に求められる学校図書館活用のあり方、特に中

学生の指導についての啓発を行った。 

 

４ 学校図書館ボランティアの養成 

学校図書館ボランティアの養成については、学

校司書と共に日常の図書館整備活動を行う中で、

必要な知識や技能を伝達し、資質の向上を図った。

また、９月にはさわださちこ氏を招聘し、「本との

すてきな出会い～秋冬のディスプレイ小物づく

り」と題した実技研修を行った。 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付

ける選択研修として、平成 22年度から開講してい

る。『ハッピータイム』に関わるワークショップや

今後の外国語教育を見据えた授業づくりに関わる

研修講座を全３回開催した。 

 

２ 横須賀市標準カリキュラム 

『ハッピータイム』の提示 

小学校外国語活動の標準カリキュラムとして

『ハッピータイム』をイントラネット上に公開し

ている。外国語活動の補助教材である『Hi, 

friends!』に準拠したものであるとともに、横須賀

市独自の活動内容を踏まえたものとなっている。 

 各小学校の児童の実態に合わせてカスタマイズ

することを推奨している。 

 また、新学習指導要領に係る移行措置期間に対

応した内容及び新教材『Let’s Try!』、『We Can!』

での改訂も行っている。 

 

３ The 7th YOKOSUKA English Worldの開催 

  市内の小学校５・６年生の希望者と外国語活動

の指導にあたっている ALTや FLT、またサリバンズ

スクールの児童が参加した。日頃の外国語活動の

成果を発揮する機会となり、横須賀の子ども達と

米海軍基地内の子ども達の交流を深める機会にも

なった。 

 

４ 外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進を図ることができるよう、外国語活動アドバ

イザーの派遣を行った。模擬授業の実施や授業内

容に関わるワークショップなどを通じて、外国語

活動の指導に必要な知識や技能等の向上を図っ

た。 

 

５ フロンティア研究委託「外国語教育の推進」 

 文部科学省研究委託を引き継ぎ、田戸小学校・諏

訪小学校・常葉中学校において、新学習指導要領を

見据えた教育課程の編成及び先進的な授業実践を

行い、文教大学 金森 強 教授の助言をもとに研究

を進めた。 
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【学校支援員派遣事業】    支援教育課  

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善 

支援員派遣事業』を引き継いだ、平成 23年度から 

の実施事業である。４名体制で市立全小中学校を 

担当する。 

 

１ 目的 

 市内全小中学校の状況を把握し、管理職の相談

役や教員の資質・能力の向上を支援することによ

り、円滑な学校運営を図る。 

 

２ 業務内容 

・市内全小中学校を訪問し、授業研究や相談業

務を通して、各学校の状況把握に努める。 

・管理職の相談役となる。 

・管理職から要請のあった教員及び学級・学年

を対象として、教科指導や学級経営等の助言

を通して、教員の資質・能力の向上を図る。 

・必要に応じて指導主事とともに保護者対応、 

 巡回相談、就学相談の業務を行う。 

 

３ 支援の状況 

（1）学校訪問回数（令和２年１月 31日現在） 

  ①小学校 ··················· 456回 

  ②中学校 ··················· 223回 

   

（2）支援内容（令和２年１月 31日現在） 

  ①授  業 ·················· 804件 

  ②児童生徒指導 ············· 119件 

③学級経営 ················· 348件 

④保護者対応 ················· ０件 

  ⑤教職員対応 ················ 43件 

  ⑥その他 ···················· 10件 

 

４ 事業実績 

・希望調査票をもとに、学校の状況把握が的確に

行われた。その情報をもとに、教育委員会が学

校に早期支援を行うことができた。 

・管理職の相談役であることが定着してきた。 

・学校長からの要請に基づき、落ち着かない学年

・学級に関わり、落ち着きを取り戻すために現

在も対応中である。 

・研修機会が少ない教員（臨時的任用教員・非常

勤講師も含む）への指導が効果的に行われ、指

導力の向上や円滑な学級経営をもたらした。 

 

 

【学校教育賞】       教育研究所 

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24年度から

実施されている。学校教育の発展振興を図るた

めに設けられたもので、本年度で 70回目を迎え

た。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、実

践報告的研究または企画提案を条件とする実践

・企画部門を設定した。 

なお、本事業は平成 25年度に総務課教育政策

担当から教育研究所に移管したものである。 

 

２ 今年度の応募状況 

実践・企画部門に１点の応募があった。 

 

３ 審査 

校長会代表及び指導主事で構成する審査準備

委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成した。

また、教育長が審査委員長を務める審査委員会

(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞が決

定した。 

【実践・企画部門】 

◆教育振興賞 

横須賀市立武山中学校 教諭  

「主体的・対話的で深い学びを実現する上での 

 課題設定の重要性について」 

 ～「体験する」「自ら考える」授業から、公 

 民的資質を養う～ 

◆研究概要と審査員のコメント 

 生徒の社会参画意識の涵養や主体的に解決 
 しようとする態度を養うために、社会科の「司 
 法」をテーマとした体験型授業を行い、生徒 
 自身が「主体的・対話的で深い学び」ができ 

 るような課題設定の重要性について、生徒の 

 実態をよく捉えながら検証している。 
 

４ 学校教育賞授与式 

令和２年１月 30日(木)、教育長室において授

与式を行った。受賞した横須賀市立武山中学校 

教諭に、教育長より賞状が手渡された。 

 

５ 今後の実施に関わる検討 

学校教育の振興を図っていく上で、実践研究

を通した研究成果の発信は欠かせないものであ

る。幅広く応募いただくための工夫を検討をし

ていく。 
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令和元年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、

これまでの｢学校教育課だより（学校教育課発行）」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」とし

て発行している。平成29年度から教育総務部総務課教育政策担当から教育指導課の業務に移管された。 
 

 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 
 

(97号) 

１面： 巻頭言（高橋課長）・平成 31年度（2019年度）の教科用図書採択に関わるお知らせ（新谷） 

２面： 平成 31年度（2019年度） 指導の重点（新倉） 

３面： 教育研究所 理科センターの紹介（市下） 

４面： 新学習指導要領の全面実施に向けた「学習評価」について（内田） 

５月 
 

(98号) 

１面： 巻頭言（富澤課長）・人権教育の推進 ～子どもたち一人一人を理解しようとする姿勢を～（原口） 

２面： 新たな不登校を生まない「魅力ある学校づくり」調査研究事業の取組（諸田） 

３面： 『いじめ防止対策』 ～日頃から行う児童生徒への丁寧な指導・支援の大切さ～（松﨑） 

４面： 令和元年度 研修体系 ～学び続ける教師を目指し、研修の有効活用を～（山岸） 

６月 
 

(99号) 

１面： 巻頭言（鎌原課長）・令和元年度 パワーアップ研修講座（小日向） 

２面： 令和元年度 横須賀市教育課程研究会 1日目全体会（新倉） 

３面： 生活習慣とトレーニング効果 ～上手な疲労回復～（小田） 

４面： 「学校授業改善のための中核教員育成研修」スタート‼（萩原淳） 

７月 
 

(100号) 

１面： 巻頭言（山崎所長）・知って防ごう熱中症 ～熱中症を予防しよう～（小田） 

２面： 水難事故等の防止について（岸） 

３面： 夏の研修を紹介！（田山） 

４面： 学校教育教科指導員について（堀井） 

８月 
 

(101号) 

１面： 巻頭言（太田）・横須賀市教育課程研究会１日目全体会を終えて（新倉） 

２面： 令和元年度 横須賀市教育課程研究会２日目（萩原淳） 

３面： 教職員のメンタルヘルス（心の健康）について（石井） 

４面： 小学校プログラミング教育のススメ（新谷） 

９月 
 

(102号) 

１面： 巻頭言（直島）・夏季研修を終えて（田山） 

２面： 横須賀市の教育相談（佐埜） 

３面： フロンティア研究委託校 研究発表会・公開授業のご案内（黒澤） 

４面： 土曜科学教室（澤口） 

10月 
 

(103号) 

１面： 巻頭言（橘）・令和元年度 教育課程研究会 2日目をふりかえって（黒澤） 

２面： みんなで育てる横須賀の子どもたち ～小中一貫教育の充実に向けて～（石橋） 

３面： これからの「学校図書館」の可能性（髙橋） 

４面： 成長期の今しかできないことを見逃さない！（小田） 

11月 
 

(104号) 

１面： 巻頭言（小田）・「給食時間における食育について」（浦賀小 大城）・新学習指導要領に向けた安全教育（高坂小 安井） 

２面： 学力・学習状況調査の結果と指導改善に向けて（内田） 

３面： 令和元年度 横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（岸） 

４面： 子どもたちに災害時に対応できる能力を！（堀井） 

12月 
 

(105号) 

１面： 巻頭言（筒井）・インクルーシブ教育校内支援体制整備事業について（公郷小 川上・柏木） 

２面： 共生社会の実現に向けて ～インクルーシブな学校～（小泉） 

３面： Let’s use ICT more! 有効活用 ICT（伊東） 

４面： 幼児教育と小学校以降の教育の接続（渡辺） 

１月 
 

(106号) 

１面： 巻頭言（萩原幸）・生徒が「確かな学力を身に付けるために」 ～対話的な学びを通して～（池上中 横手） 

２面： 令和元年度 研究助成を振り返る（黒澤） 

３面： 横須賀市高等学校教育課程研究会（内田） 

４面： 研究員会の活動について（小平） 

２月 
 

(107号) 

１面： 巻頭言（市下）・初任者研修・中堅教諭資質向上研修を終えて（坂本中 山田・豊島小 小濱） 

２面： 「読み手に意図が伝わる文章を書く力」を育む授業づくり －小学校国語科における書くことの推敲に着目して－（野比東小 中村） 

    「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 －深い学びにつながる授業モデルの提案－（公郷中 高瀬） 

３面： 教職員の働き方改革（太田） 

４面： 教育課程編成＝各教科の時数の計画表？（新倉） 

３月 
 

(108号) 

１面： 巻頭言（米持部長）・学校教育賞（杉戸） 

２面： カリキュラム・マネジメントを意識し教育活動の質を向上させていきましょう（萩原淳） 

３面： 支援教育のめざすもの ～インクルーシヴ教育システムの構築に向けて～（小泉） 

４面： 横須賀市教育フォーラム開催 「社会に開かれた教育課程について考える」（渡辺） 

 

  

【発 行 の 趣 旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様     式】 カラー用紙Ａ３二つ折 ４面構成とする。 

【対     象】  市立学校（幼・小・中・高・特）教職員を対象とする。 

【編集発行責任者】 学校教育部教育指導課 
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指 定 研 究 概 要

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子ども達の学力保障

とともに具体的・実践的に課題解決を図る研究助成である。 

本年度の指定研究は、フロンティア研究助成（小学校８校、中学校８校、高等学

校〈全日制〉１校）、チャレンジ研究助成（Ａ-小学校 15 校、中学校０校、特別支

援学校１校、幼稚園２園／Ｂ-小学校 23 校、中学校 15 校、特別支援学校１校、高等

学校〈定時制〉１校）である。その他、魅力ある学校づくり調査研究事業２校（小

・中学校）、神奈川県人権教育研究委託校１校（小学校）、インクルーシブ教育校

内支援体制整備事業１校（小学校）、外国人英語教員活用研究拠点校５校（中学校、

高校）、体力つくり２校（小・中学校）、運動部活動モデル校１校（中学校）とな

っている。 

 

    神奈川県人権教育研究委託校        
浦郷小学校 

 テーマを「自分の思い・考えを伝え、互いに

認め合うことのできる児童の育成」とし、浦郷

小学校の教育理念である、「安心・安全で居心

地のよいほっとする空間」を目指すために、①

まず、教職員が人権意識をしっかりと持ち、日

々の教育活動にあたる ②児童同士が円滑な人

間関係を形成するための合理的配慮の提供 ③

フルインクルージョン の 3 つの視点で研究を

進めている。   
 外部講師を招いての研修会では、「子どもの

自尊感情をどう育てるか」「豊かな人権感覚に

根差したインクルーシブな学校づくり」につい

て講演を聞き、意見交換を行うことを通して、

教職員の人権意識を高めることができた。 
 また、「自分自身について」「他者理解につ

いて」「ともに取り組むについて」の児童の傾

向を調査するための全校アンケートを行った結

果、本校児童の自己肯定感の低さが明らかとな

った。「職員会議でのミニ研修会」「人権にか

かわる授業」「グッジョブ・サンキューカード」

「人権講習会」等をはじめとする取り組みや、

日常の教育活動を人権の視点で見直していくこ

とを通して、自己肯定感を高めていくことを今

後追求していこうと考えている。 
 

 

 

 

 
        体力つくり        

北下浦小学校 

 研究題目は「健康教育～学習の土台作りとし 
ての体力・健康つくりを考える～」である。健

康教育を通じて、目の前の学習に向かうための

助けとなることをねらいとした。本校の健康教

育の柱は「生活リズムの確立」と「姿勢＆認知

トレーニングの取組」の２点である。 
 「生活リズムの確立」は、アイチェックなど

の実態調査から、１番の課題はスマホやゲーム

との付き合い方であるととらえ、取組を進めた。

久里浜医療センター心理療法士三原聡子先生を

お招きし、ゲーム依存についての職員研修会を

行った。児童に向けては、ゲーム依存について

保健指導を特設し、保護者に向けては、懇談会

での講話や学校からの便りで啓発に努めた。 
 「姿勢＆認知トレーニングの取組」は、児童

の姿勢や器用さ・書く能力・聞く能力などの課

題があるととらえ、課題解決のために、毎週水

曜日の朝の 10 分間を使って取組を進めた。姿勢

保持に重点を置き、姿勢体幹体操や、手や指の

操作力トレーニング、見る力＆聞く力＆集中力

トレーニングなどを児童の反応を見ながら、取

組を進めた。 
 今後は、内容を見直し、楽しみながら取り組

むための工夫と評価の方法を考えていきたい。 
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        体力つくり        
北下浦中学校 

 「健康・体力向上を意識した生徒の意識改革

のための工夫・改善」について、２年計画の１

年目の実践研究を進めた。本校の学校教育目標

「確かな学力を身に付け、心豊かにたくましく

生きる人間の育成」を目指し、また、学校重点

プラン（重点３）「健康の保持増進と体力の向

上を図ります」から、本校の重点目標（期待す

る生徒の姿）を、より良い基本的生活習慣へ改

善を図れる生徒・体力に関心を持ち行動する生

徒の育成の２つを柱とした。 
 本年度は、毎年実施している新体力テスト及

び生活習慣に関するアンケートの分析をより丁

寧に行った。体力については、特に体力合計点

と総合評価Ｄ・Ｅ、生活習慣については、運動

時間と運動頻度・朝食の有無・睡眠時間に着目

した。 
 主な取組実践は、次のとおりである。 
①毎月１回、放課後に全校生徒に呼びかけ、     

「みんなで走るかい」の実施 
②長期休業中の生活習慣の確認 
③昼休みの過ごし方の工夫 
④保健体育科授業でのウォーミングアップの工

夫 
 「みんなで走るかい」は、1500ｍ走・1000ｍ

走のタイムトライアルや 10 分間走を行い、雰囲

気良く実施できた。みんなで、さわやかな汗を

流し気分転換や体力（行動体力・防衛体力）の

保持増進のための習慣としていきたい。 
 保健体育科の授業で、ウォーミングアップ時

に「リズムジャンプトレーニング」を取り入れ

た。リズミカルな BGM を用いて、体を動かすこ

との楽しさや体力向上を目指して取組を実施し

た。運動量の確保、リズム感覚の習得、跳躍運

動の効果を期待している。 
 次年度に向け、本年度の検証（効果の確認）

と、更なる改善、取組実践を行い、生徒の意識

改革を目指していきたい。 
 
 
 

      運動部活動モデル校       

武山中学校 

 研究テーマを「効率的で合理的な運動部活動

を目指して」と掲げ、２年間（令和元～２年度）

の研究を行っている。部活動に係る活動方針を

「本来生徒に必要な考え方が明文化された。」

と前向きに捉えることから取組を行った。生徒

の部活動が学校教育の一環であり、多様な学び

の場を提供し、合理的かつ効率的・効果的に取

り組むための活動を探っていった。取組として

は、横浜国立大学教授の木村昌彦氏を外部講師

に招いて、合理的な活動が結果につながるとい

う講話をいただいた。講話の感想からは、「休

養の大切さがわかった。」などの合理的な活動

に対する肯定的な意見を生徒が持ったことが分

かった。また、合理的に技術を身に付けるため、

機器の活用も行った。映像遅延装置やタブレッ

トパソコンを活用することで、練習時間の合理

化を図ることができた。運動部活動に所属する

生徒と、所属していない生徒の体力の比較から、

本校の運動部活動に足りない体力の分析も行い、

次年度の取組の方向性も探った。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                鴨居中学校 

 本校では FLT 配置から３年が経ち、日常生活

から授業に至るまで充実した活用となった。 

 昨年度より配置された Enlgish Roomでの授業

についても定着し、英語が自然に学びやすい環

境が整った。 

 ３年前から授業におけるゴールを明確にし、

言語活動においては、徹底して間違えをおそれ

ずに努力し続けることを大切にし、間違えた時

に笑われることがない授業内での安心感をつく

ることに尽力した。また、伝えることの面白さ

や喜びを感じさせるような教材の工夫を行うこ

とで生徒が意欲的に言語活動に取り組むことが

できるようになっていった。 

 ３年間その環境で学んだ３年生については、

能力にとらわれず、あきらめることなくコミュ

ニケーション活動に取り組む姿勢が育ってい

る。また、異文化理解についても授業の中でた
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くさん触れ、ICT を活用しながら、授業がわか

りやすく展開された。その成果もあって英語学

習に興味・関心がある生徒が明らかに増えたこ

とが３年間の大きな成果であるととらえてい

る。 

  

   外国人英語教員活用研究拠点校     
                田浦中学校 

 本年度は外国人英語教員の拠点校として FLT

を迎えて２年目になり、様々な場面で精力的な

活動を行うことができた。 

 週４時間のうち１時間は、１～３年の全クラ

スにて T1 として授業を行い、サポートが必要な

１学年を中心に T2 としても多くの授業に入っ

た。それに加え、田浦中の伝統である CA テスト

（Communication Achievement Test）を年に２

回を全学年で行い、単元を通した指導を FLT が

評価者として行っている。日常的なかかわりを

持てる FLT によって、生徒との関係性も築きや

すく、結果として授業でのコミュニケーション

に対するモチベーションも向上するなどの効果

が見られた。また図書委員会・学校司書との連

携を図り、昼休みの図書室での童話の読み聞か

せを行い、英語に親しむ機会となった。 

 次年度は３年目となる。言語活動の更なる充

実を目指すため、FLTと JTEが密に連携をとり、

授業計画を共に考える時間を多く設けるつもり

である。その中で FLT が T1 や T2 時の、JTE と

の効果的なかかわり方を再考し、互いがよりよ

く作用し合う授業作りを目指していきたいと考

える。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校   

    外国人英語教員の活用について 

                常葉中学校 

 本校では小中一貫教育などの取組を中心とし

て、異校種との接続を意識した指導を行ってい

る。本年度は FLT の活用も５年目を迎え、外国

人英語教員活用研究のテーマを「小学校と連携

を図った CAN-DO リストに基づく指導と評価の

工夫・改善」「日常的な英語で自分のことを伝

え、相手を理解しようとする生徒の育成」に設

定し研究を進めた。 

 前年度に引き続き、FLT が T１として単独で指

導計画から授業の実施、評価まで一貫して行っ

てきた。生徒自ら作成した例文カードをもとに

授業や教材を工夫することで、英語に対する興

味関心が継続している。日頃の授業で学んだ文

法やフレーズを FLT の授業の中で使おうとする

姿勢が見られる。また諏訪幼稚園や諏訪小学校

での本の読み聞かせや、田戸小学校での出前授

業などを通して、児童にとって Native Speaker

の存在をより身近なものにしている。次年度に

は CAN-DO リストを更新し、フロンティア研究発

表に向けて、FLT と JTE の良さを生かし合いな

がら、今後も研究を進めていく。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校    
野比中学校 

 本校では FLT を迎えて２年目となる。 

 授業においては、FLT 単独で１年生の少人数

授業を実践している。特に今年度は４技能を分

担し、聴くこと、話すことを FLT が、読むこと、

書くことを JTE が担当した。生徒は何を学ぶの

か、毎授業意識しやすかったと感じる。また、

一つの単元を、二人の教師が違った角度から行

うことも学びが多かったと感じる。表現の一つ

として学んだり、文法的な角度から学んだりす

ることは、生徒の理解をより深めている。 

 また、授業以外では、FLT によるお昼の放送

や、昼休みの FLT による絵本の読み聞かせも生

徒の興味をひきつけた。お昼の放送では、授業

で扱いきれないが、生徒が興味を持っているス

ポーツや音楽、アニメなどを放送で紹介した。

英語の絵本も実際に読んでもらったり、廊下に

展示して自由に触れたりすることで関心を持っ

た生徒も多かった。 

 なにより本校では、英語科以外の教師も FLT

と英語で会話している。その様子は生徒にとっ

て大きな刺激であると感じるし、英語科として

もとてもありがたく思う。引き続き、充実した

FLT の活用ができるよう、学校全体で取り組ん

でいきたい。 
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   外国人英語教員活用研究拠点校   

横須賀総合高等学校 

 FLTを迎え、４年が経過した。本年度も様々 

な場面で、精力的な活動が見られた。授業では

豊富なアイデアや工夫された教材、ICTの効果的

な活用により、生徒の興味・関心を引き出して、

英語を学ぶ楽しさとともに、コミュニケーショ

ン能力を向上させた。また、情報国際グループ

における国際交流活動では、活動の中心となり

活躍した。第36回全国商業高等学校英語スピー

チコンテストでは、参加生徒の指導を丁寧に行

い、県大会では３年連続優勝を果たし、全国大

会でもベスト12位という成績を収めた。さらに、

北海道で開催された「世界津波の日 2019高校

生サミット」では、本校のSDG'sの取り組みを紹

介しながら、サミットの目的に沿ったプレゼン

テーションを英語で行い、高い評価を得た。 

 このように、本校のFLTは、学校生活の様々な

場面において、積極的に生徒と関わり、生徒が

自然に英語を話す環境作りに努めている。外国

語教育に力を入れている本校の教育活動に必要

不可欠な存在である。今後も、FLTを効果的に活

用し、より質の高い外国語教育について研究を

続けたい。 

 

       支援教育         

    資質・能力を育成するための授業改善 

～生徒一人ひとりを大切にする支援教育～ 

                  大津中学校 

研究２年目となった今年度は、１年目の研究

をさらに進めるために学び方の基礎基本の定着

から子どもの学びを深める授業づくりや主体的

・対話的で深い学びへ導くための読解力を含む

言語活動の充実に取り組んだ。 

 特に、支援教育的視点で学習環境づくりに力

を入れた。指導を段階的に行うことにより、生

徒一人一人の多様なニーズへの対応を目指した。

まずは１次として「全生徒がわかる」授業を検

討し、その中で「配慮を要する生徒（２次）」

に目を向け、更に、「困り感の大きな生徒（３

次）」にもわかりやすい授業づくりとはどのよ

うなものかを具体的に追求した。今年度は、支

援教育を理解するための研修を複数回行った。

それによって生徒をこれまで以上に肯定的に捉

えられるようになった。教師の子どもと向き合

う姿勢が変わることで、生徒間の関係性や学び

に向かう姿勢に変化が見られ、自己肯定感や心

の通い合う人間関係の構築、長欠生徒の減少な

どにつながった。 
 
        学力向上         

子どもの主体的な学びを引き出す授業の創造 

              大塚台小学校 

 本校は、平成 29 年度より、学力向上を視点と

したフロンティア研究委託を受け、主に理科と

生活科を中心とした授業研究に取り組んだ。 

 子どもの主体的な姿とはどのような姿かを授

業の中から具体的に見取っていくことや、主体

的に考え思考が深まる問題解決的な学習過程を

どう組み立てるかを中心に、教材研究や授業研

究に取り組んできた。また、子どもが考えたり

表現したりする際の具体的な方法として「思考

ツール」を様々な授業で取り入れ、活用してき

た。その他、全教員による学力分析や、教材研

究会、研究協議、ミニ研修会などを年間通して

行い、全員が参加しやすい一体感のある校内研

究を目指してきた。 

 成果として、児童が積極的に学習問題に向か

う姿勢や自分の考えを表現し、話合いによって

さらに問題を解決しようとする姿が見られるよ

うになったことが挙げられる。今後も、日々の

授業の中の児童の主体的な姿を見取り、単元の

ゴールで目指した力を確実に身に付けていくこ

とを目指し、問題解決的な学習を中心に授業改

善に取り組んでいきたい。 

 
        学力向上         

確かな学力を身に付けさせるために 

～ 対話的な学びを通して ～ 

               池上中学校 

 本校のフロンティア研究では、長年積み重ね

てきた研究を生かし、全教師が「主体的・対話

的で深い学び」の視点で授業改善に取り組んで

きた。「確かな学力」を身に付けさせるため、
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特に対話的な学びに係る研究に取り組むこと

を通じて授業改善を進め、学習活動における生

徒の主体性を引き出し、確かな学力を身に付け

させる活動に取り組んだ。 

 １年目は、グループ学習を効果的に取り入

れ、授業の活性化につなげた。対話を多く取り

入れた授業展開ができるようになった。２年目

は、「15 の技法」の活用により、生徒の主体的

・対話的な学びが生まれた。まとめ・ふりかえ

りを取り入れたことで、生徒の概念的知識の構

築のきっかけになった。まとめである今年度

は、①生徒の学びに向かう力を育成し、深い学

びを見取ること、②そのために、「20 の技法」

を活用すること、③ルーブリック・アンケート

から深い学びを見取ることに努めた。今後も、

生徒が学ぼうという意欲を生み出す授業を継

続して目指し、指導と評価の一体化についての

研究を行っていきたい。 

 
         学力向上         

自学自習の精神の確立 

～主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善～ 

           横須賀総合高等学校 

 本校では、横須賀市教育委員会より「学力向

上」に関わる研究委託を受けて、上記に掲げた

研究テーマを実現すべく、研究を進めている。

学力を向上させるためには、様々な角度からの

アプローチが必要であり、全職員が一丸となっ

て、「その気にさせる教育実践」をキーワード

に、計画的に取組を実践している。 

特に、今年度の授業改善の取組においては、

前年度までのものをさらに進め、お互いの授業

を見合う取組を充実させたり、授業実践の成果

と課題を報告し合う全体の研修会や各教科（科

目）内での研修会を行なったり、各自の１年間

の授業実践を年度末に「個人研究報告書」とい

う形でまとめたりと、授業に関わる取組をより

いっそう充実させてきた。今後も、生徒の学習

に対する意識や意欲の向上につながる「対話的

な学び」についての理解をよりいっそう深めて、

日々の授業を実践していくことで、自学自習の

精神を確立していく。 

      教科等 道徳科        

 自分と向き合い、よりよく生きようとする子

どもを育てる 

～道徳科を通して、深い学びのための授業づく

りを考える～ 

久里浜小学校 

 フロンティア研究２年目は実践の年とした。

気軽に授業公開ができる職場にするために、Ａ

４サイズの紙一枚の指導案による「オープン授

業」を行い、授業を見合った。全校で行う研究

授業は「フル・オープン授業」とし、各学年の

代表が授業を公開した。また、本校５年生を対

象に筑波大附属小学校の加藤宣行先生による示

範授業も行った。 

 11 月 22 日の中間発表では、３学年（２・３

・５年）が「フル・オープン授業」を行った。

当日は市内小中学校から 80 名を超える参加者

があった。その際、参加者から、本校の発問に

関する考え方、板書づくり、ノート指導などが

参考になったと評価をいただいた。また、スー

パーバイザーである国立教育政策研究所の西野

真由美総括研究官にご講演いただいたが、参加

者からも分かりやすく有益だったという感想が

多く寄せられた。 

 次年度は研究のまとめとして、これまでの成

果を、どう児童の実生活に結び付けていくのか

提案していく。 

 

      教科等 言語能力      

 自分の考えを豊かに表現し、進んで学び合う

子の育成 

船越小学校 

 フロンティア研究４年計画の２年目として、

今年度研究を進めた。       

 「言語能力」育成の要となる国語科を通して

研究を進め、テーマに迫る学習指導の手立てと

して「文章構造を学び、それをいかして表現す

ること」に取り組んだ。研究授業や協議会を重

ねるうちに、児童が学習に向かうにあたっては、

目的意識をもたせること、学習の見通しをもっ

て主体的に授業に参加させることを大事にした

いと、改めて共通理解をした。 
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 講師を招聘した研修会では、講師より二つの

ことを教えていただいた。一つは「子ども観」

を問い直し、発達現実態ととらえること。もう

一つは「対話的な授業」の対話は、形式ではな

く多様性が承認される状態の時にうまれること

などで、教職員一人一人の意識の変革につなが

るものであった。 

 今後も、児童が、自らの思いや考えを伸び伸

びと表現し、進んで学び合うことができるよう、

研究を進めていく。 

 

      教科等 授業改善       

 主体的・対話的で深い学びを 

          視点とした授業づくり 

                長沢中学校 

 本校では、スーパーバイザーに西留安雄先生

を迎え、生徒が主体的・対話的で深い学びを実

現するための授業改善の取り組みを進めている。

｢何を教えるか｣という知識の質や量の改善はも

ちろんのこと、「どのように学ぶか」という学

びの質や深まりを重視し、課題の発見と解決に

向けて主体的・協働的に探究する学習やそのた

めの指導の方法の検討を進めてきた。具体的に

は、次の三点に重点を置いて取り組んでいる。 

① 教科横断的に学び方や学習過程の統一 

 板書で使用する授業グッズ、授業の流れ（振

り返り・まとめ等）、ノートの使い方の統一 

② 生徒が主体的に動き、対話の中で学ぶ活動 

 自由に動き、自分と他者の意見や考えを広げ

たり、深めたりする学習を行う。（ぶらぶらタ

イム、ぶつぶつタイム、グループ学習等） 

③ 習得・活用・探究の中での深い学びの実現 

 各教科の見方・考え方を働かせ、教師が教え

る場面と生徒に思考・判断・表現させる場面を、

効果的に設計し関連させながら指導する。 

 研究を通して、学校教育のよさを発信しなが

ら、生徒が身に付けるべき資質・能力や学ぶべ

き内容等の全体像を分かりやすく見渡せる授業

づくりに取り組んでいきたい。 

 

 

 

    教科等 問題解決的な学習           

相互理解（縦糸と横糸を紡ぐ）のための 

授業の創造 ～個にせまる授業の推進～ 

              田浦中学校 

 本校の目指す生徒像を「自ら考え・行動でき

る生徒の育成」「課題を見つけ、自ら学び、主

体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や

能力の向上を目指せる生徒」として、フロンテ

ィア研究まとめの年度を迎えた。 

 本校では、「課題提示」から「構築教材の作

成」、構築教材を利用した学習を「問題解決的

な学習」として取り組んだ。その流れは、早稲

田大学小林宏己教授のご助言から考えたもので、

研究３年目から始めた。 

 研究発表では、「研究授業」「研究協議」「研

究協議のまとめ」を研究成果とした発表を行っ

た。特に研究協議では「主体的・対話的で深い

学び」を軸に意見交換ができるように付箋紙等

を利用して工夫をした結果、活発な意見交換の

場とすることができた。本校では、引き続き問

題解決的な学習を研究し、生徒を深い学びに導

く実践を進めていきたい。 

 

     学校図書館の活用        

鴨居小学校 

フロンティア研究最終年となる今年度は、こ

れまで積み上げてきたことを繋ぎ、発展させ、

成果を発信した。「読む力」「調べる力」「伝

える力」の３つの力とそれらを支える「本への

親しみ」をベースとし、系統的に学びを繋げて

いくことを意識した。国語科をはじめ様々な教

科から、研究テーマ「本好きな子どもの育成」

に迫った。３年間の研究を通して、本好きな子

が増えたことが実態調査からも明らかになった。

また、様々な分野の本に積極的に挑戦しようと

する姿や、目的をもって本に向かう姿が見られ

るようになってきた。これらは、研究の大きな

成果であった。「本への意欲付け」と「ベース

となる３つの力の積み上げ」の両輪を大切にし

てきた結果である。学校図書館の環境整備を行

うことで、学習環境が充実してきたことも成果 
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の一つである。スーパーバイザーの塩谷京子先

生の「学校図書館を活用することで、学習活動

の幅が広がる」という言葉を実感できた３年間

であった。今後も、児童の学びを繋ぎ、発展さ

せ、生涯にわたって幅広く本を楽しむ姿を目指

して、さらに研究を進めていきたい。 

 

    認め合い高め合う力の育成        

～主体的で対話的な深い学びをめざして～ 

               岩戸中学校 

 本校はフロンティア研究３年目である。前年

度までの課題でもあった「つなぐ」ことを意識

して取り組んだ。ここでの「つなぐ」とは、①

生徒どうしをつなぐ②生徒の考えをつなぐ③生

徒と学習内容をつなぐの３つを意識することで

ある。 

 本校では、コの字を基本の授業隊形とし、仲

間の表情を見ながら仲間の考えを聴き合える環

境をつくっている。授業では４人グループ活動

を取り入れ、一人では解決できない課題でも生

徒の考えをつないで解決していくことを目指し

た。グループでも解決できない場合は全体共有

してみんなの考えをつなぎ解決していくよう教

師が導いている。また、生徒が課題を追求した

くなる導入や発問の工夫を意識している。 

 生徒のアンケートからは「授業は最後まで集

中して取り組んでいる」や「授業で分からない

ことがあったら、自分から友達に聞いている」

という項目で、肯定的な意見が増えてきた。今

後は、日常の授業改善に向けて教師の同僚性を

高め、職員室で更に多く授業について語り合う

教師集団を目指したい。 

 

    主体的・対話的で深い学び      

学校教育のユニバーサルデザイン化と生徒が

主体的・対話的で深い学びができる授業を実践

し学力の向上を図る           

公郷中学校 

 学力向上に向けて学校教育全体をユニバーサ

ルデザイン化し、生徒を深い学びへと導くため

の方策を試みた３年間であった。①すべての生

徒が意思表示する ②すべての生徒が発話する 

③生徒どうし伝え合う ④３つの促し（気づき、

分かち合い、練り上げ）がある ⑤練り上げが

ある を「関わり合う授業５のステップ」とし

て位置づけ、主体的・対話的で深い学びにつな

げる手法とした。さらに全職員が「伝え方・聞

き方『あいうえお』」「対話のキーワード『か

きくけこ』」を意識して実践に取り組んだ。 

 また、学校教育のユニバーサルデザイン化の

取組の１つとして、教師のコミュニケーション

技術を向上させるためのロールプレーを用いた

研修を実施した。このような実践を今後も積み

重ねることで、相手の意図を正確に受け取る、

自分の思いや考えをきちんと伝える力がつき、

それが日々の授業に生かされると考えている。 

 研究期間の３年はこれで終了となるが、これ

らの取組を土台に、さらなる研究を進めていき

たい。 

 

    主体的・対話的で深い学び      

気付き、考え、表現する生活科・社会科の授業づくり 

小原台小学校 

 フロンティア研究に取り組んで２年目。前年

度の「対話的な姿が見える授業」「地域の材を

活かす授業」という課題をもとに、本年度は「児

童の思いや思考に沿った単元計画をたて、学び

の中で思考を見える化することで、児童が気づ

き・考え・表現する力が高まる」という研究仮

説を立て取り組んできた。 
 ４月にはスーパーバイザーの藤井教授（早稲

田大学）から、“対話”とは子どものつぶやき

を繋げ、返していくことで子ども自身が考えを

練っていくこと、とのご助言をいただいた。そ

うした“対話”が生まれるような単元構成・授

業デザインを意識したことや思考を見える化し

たこと、事前検討を利用して授業計画や展開を

精査し、（研究）授業では“対話”する子ども

の姿を大切にできるように心がけてきたことは

今年度の成果である。 
 次年度の本発表に向け、「主体的・対話的で

深い学び」にさらに迫る子どもの姿を職員で共

有しながら研鑽を積んでいきたい。 
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         防災教育          

自助・共助の意識を高める防災教育 

（防災教育を軸とした学校づくり） 

浦賀中学校 

 防災教育フロンティア研究を受けて、４年目の研

究成果の発表を行った。これまで、防災教育（命の

教育）を軸として、教科の中でできること、特別活

動として行うこと、総合的な学習の時間として行う

こと、行事として行うこと、生徒会活動の中に取り

入れること等、学校教育全体を通して取り組んでき

た。第１学年では、36自治会・町内会を訪れ、浦賀

地区の防災訓練の体験、第２学年では、東京の「そ

なエリア」を中心としたフィールドワーク、第３学

年では、研究スタート時から計画してきた岩手県陸

前高田市への修学旅行を行っている。本年度の修学

旅行は、５月 14日～16日に２泊の民泊として陸前

高田市を訪れた。生徒たちは２年間、様々な防災教

育を受けてきたが、この修学旅行では、現地でなけ

れば聞けない体験談や人々の思いなどに触れるこ

とができ、生徒の心に強く響くものがあった。また、

本年度は地域から学校への集団避難訓練も行った。

校内では、予告なしの地震警報による避難訓練も継

続して実施している。今後も、今までの積み重ねを

生かし、地域と連携しながら生徒がより自分事とし

て考えられる防災教育を進めていく。 

 

      外国語教育の推進       

常葉中学校 

 外国語学習に対する考え方、指導の仕方を話

し合い、共有する時間を設けるように努めた。 

 英語学習における深い学びとは何か。小学校

での英語学習の基礎の上に、コミュニケーショ

ンの目的・場面・状況を考え、どのような語彙

を選び、どのように伝えると自分を理解しても

らえ、より良い人間関係が築けるか。このこと

を考えながら英語でコミュニケーションを図ろ

うとしている姿がある場面を深い学びと捉えて

いる。 

 このコミュニケーションは、学習指導要領に

示される 1,600～1,800 語の学習の語彙数内で

行われる。この数字はネイティブの３歳児が持

つとされる 3,000 語を大きく下回る。３歳児が

話していると考えれば、不十分な語彙数、不完

全な文で話すのは当然のことである。 

 不完全でも、伝えたいという気持ち、それを

受け取る気持ちを大切に育て、小中の９年間を

通して、より良いコミュニケーションを図れる

生徒を育てていきたい。 

 

       外国語教育の推進      

コミュニケーションを通して達成感を味わい、 

主体的に学ぼうとする児童の育成 

―児童の実態に合わせた授業展開の工夫― 

                諏訪小学校 

 常葉中・田戸小と３校で連携の視点を持ちな 

がら、２年目の研究に取り組んだ。本年度は、 

児童にとって課題が身近で学ぶ目的が感じられ 

ることや、話をよく聞いて考えて反応し、相手 

に伝わるようなコミュニケーションを意識させ 

ることを大切に４回の研究授業を行い、必要な 

手立てについて考えた。金森強教授（文教大学） 

には、中間発表の研究授業を見ていただき、授 

業づくりについて多くのご助言をいただいた。 

 本年度は研究授業を通して、児童が学ぶ目的 

やコミュニケーションをとる意味が感じられる 

授業の流れとなったか、教師も児童もめざす姿 

を大切にして中間評価や振り返りを生かすこと 

ができたかなどを協議で深め、授業づくりで大 

切にしたい視点を７つにまとめた。次年度は、 

この７つの視点を大切にしながら授業を積み重 

ね、より主体的に学ぼうとする姿や相手を意識 

したコミュニケーションの在り方を追求してい 

きたい。そして本校の研究が教育活動に生かせ 

るよう、研究を深めていきたい。 

 

         外国語教育の推進      

 主体的な関わりを通して、お互いに尊重し合

える子の育成 

～形成的評価を大切にし、振り返りを活かした

外国語活動・外国語科の授業を目指して～ 

田戸小学校 

 「横須賀市フロンティア研究委託」を受けて

２年目となる本年は、「形成的評価や振り返り

を大切にし、生かすことで、子ども達の主体的
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な学びを促すのではないか」という仮説のもと

研究に取り組んできた。 

低学年の外国語活動では、担任が授業のめあ

てに即して活動する児童の姿を取り上げること

で、それらが周囲の児童に広がり、ねらいに迫

る授業となった。また、児童が活動する姿を価

値付けることで、子ども達の学習意欲の高まり

を感じることができただけでなく、振り返りカ

ードにも友達の良さを認める記述が多く見られ

るなど、相手を尊重する態度を見取ることがで

きた。 

 高学年では、担任が意図的に児童の前時の振

り返りの言葉を取り上げることで、ポイントを

意識して授業に臨む姿が見られた。また、振り

返りカードを記入する際には、本時のめあてを

確認してから振り返らせることで、次時への意

欲を高めることにつながった。 

 次年度は、フロンティア研究最終年度となり、

新学習指導要領全面実施の年でもある。これま

での研究で培ってきた成果を子ども達の姿を通

して発信していきたい。 

 

      プログラミング教育       

活力ある授業の創造 

～伝え合うことが好きになる 

授業を目指して～ 

              馬堀小学校 

 本校は、プログラミング教育についてのフロ

ンティア研究の１年目をスタートし、まずはプ

ログラミング教育について理解を深める部分か

ら取組を始めることとした。 

 子どもにとって学びを深めるためのツールと

して、また主体的に取り組む姿にも通じるもの

として、プログラミング教育を今後どのように

学校の教育課程上に位置付けていくか、様々な

方向から検討していく必要があると考えた。 

 上記を踏まえて、教員研修として教育委員会

からプログラミング教育の体験や講義を受けた。

その中で、授業に導入する以前の、機器の扱い

に慣れることが必要であるといったことを踏ま

え、実際に教科以外の位置づけとしてプログラ

ミングに触れる授業を行った。 

 プログラミング教育を進めるにあたっては、

プログラミングを扱うだけではなく、それに関

わる情報活用能力についてもカリキュラムとし

て整理していく必要があることも確認された。 

 次年度に向けて、プログラミング教育につい

ての実践を整理し、カリキュラムの構築を図り

たい。 
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教 育 行 事  

◎作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次のとおりであった。 

《作詞の部》小 135点  中 32 点   計 167点 

《作曲の部》小 187点  中 41 点   計 228点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の藤代敏裕氏に 

依頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と 

小学校２点、中学校２点の準入選作品を選んでい

ただいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 62 

集として発行。 

 なお、入選作品は、来年度令和２年８月 15日に

開催する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 17 日（土）

に開催された。今年は中学校 17校の吹奏楽部員に

よる合同バンド 76 名、合唱の部には中学校 76名、

小学校 28名に合唱連絡協議会合唱団等も加わり、

「合唱と吹奏楽のための組曲「横須賀」」をはじ

め、作詞作曲入選作品の発表、音楽の輪が未来に

つながっていることを実感できるすばらしい音楽

会となった。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 

６月 10日：１回公演 ６月 11日：２回公演 

今回で第 24回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団芸術

総監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォ

ニエッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベ

ルク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮

者として活躍中の飯森範親氏。この会では、鑑賞

するだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、「さ

んぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィルハ

ーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラムも

あり、心温まる演奏会となった。また、各楽器の

紹介コーナーや飯森氏から子どもたちへメッセー

ジを伝える場面もあり、演奏はもとより様々な面

で子どもたちを魅了した。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（６年生図画工作） 

〔小学生美術鑑賞会〕６年生対象 

図画工作科の指導における「豊かな情操を養う

鑑賞教育」の充実のために、横須賀美術館での美

術作品の鑑賞会を令和元年６月～令和２年２月の

間に実施した。美術館のスタッフにも協力いただ

き、本物の作品に出会い、美術に親しむための 

 

 

よいきっかけとなった。 

 

◎児童生徒書写作品展 

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等学

校（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は

書道作品）、893点を展示した。会期は、１月 17

日～21日、3,272名の来場者があった 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見ること

ができ、保護者・家族・市民からも好評を得るこ

とができた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。児童生徒の書写の力

の向上のため、国語研究会の協力を得て搬入後に

学習会の場も設け、教師の指導を振り返る機会と

もなっている。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 88号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に表

現する力を育て、言語感覚を養う」というねらい

のもとに作品を募集した。国語研究会員を中心と

した 28 名の審査員により、応募作品 551 点の中か

ら 60作品を入選作品として文集に掲載した。 

（中学校）「書くこと」の学習から生まれた作品

のほか、他領域の学習の書く活動から生まれた

116 点の作品が掲載された。創作詩歌、随筆、意

見文、批評文など文種は多岐にわたり、編集委員

による評を添えて発行した。 
 

◎読書感想文・画募集 

読書感想文コンクールは、本年度で 65 回目を

迎え、各学校種に応じ、自由・課題の２つの部門

で募集した。小学校 2,873点、中学校 657点の計

3,530 点の応募があり、審査会には学校代表 349

点が出品された。 

 横須賀地区審査会で「優秀賞」16点（小学校 12

点、中学校４点）、「優良賞」33 点（小学校 26

点、中学校７点）を選出した。 

 読書感想画コンクールは、小学校 46 校、中学校

６校の応募があった。小学校では教育課程の一部と

して、中学校では主に部活動等、課外活動において、

合計 17,705人が取り組んだ。 
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 横須賀地区審査会での入賞作品 601 点は「第 30

回読書感想画展」に展示した。令和２年１月 11日 

から 14日までの４日間、文化会館第１ギャラリー

を会場に、指定図書やこれまでの読書感想文集、

昨年度県コンクール入賞作品とあわせて展示し、

読書への関心を高める工夫をした。期間中は、入

選者の家族を始め、一般市民が多数訪れ、約 2,800

名が来場した。 

年度末には成果を「読書感想文・画集第 63号」

にまとめ、各学校に配布した。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第72回展は、１月11日～１月27日、横須賀美術

館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育―子

どもによりそい、おもいをかたちに～であう・あ

じわう・つくりだす～」をテーマに、幼・小・中

・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品約2,900 

点を展示した。会期中の美術館の観覧者数は市民、

保護者と子ども合わせて約14,900人。 

会期中の１月22日には、研究発表会および講演

会を開催した。発表者及び発表内容は、明浜小学

校 入間川 希 教諭「無人島 改造 大作戦」と

いう第３学年の造形遊びの実践報告を行った。講

演会では横須賀総合高校 美術科教諭 高野 芳

幸氏、本市造形教育研究会 前会長 黒岩 弘明

氏、馬堀小学校 学校長 三浦 匡氏を講師に迎

え、『造形作品展を巡る』というテーマのもと参

加者がそれぞれの講師とともに作品鑑賞を行った。

鑑賞を通して、児童生徒の一つひとつの表現に込

められたものや、造形教育の指導の在り方につい

て、改めて考え、理解を深めるきっかけとなった。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

 令和元年度リーダースキャンプは８月７日～８

日の２日間の通い日程で神明中学校を会場として

実施した。横須賀市中学校生徒会役員を中心に

200名の生徒が参加した。 

 代表校からの基調提案をもとに、７つの分散会

に分かれ、課題解決に向けて分散会のテーマごと

に意見交換を行った。また、分散会で話し合われ

たことを発表し合うことで、情報を共有し各学校

での実践に役立てたり、リーダーとしての在り方

を考えたりするきっかけとした。 

 

◎中学生主張大会 

 生徒会指導研究会主催である「中学生主張の会」

を、本年度は 10月５日（土）に、横須賀総合高等

学校 SEAホールで行った。市内中学校及び高等学

校の代表生徒による主張発表を通して、自らの考

えを発表したり、様々な考えを知って自分の考え

を深めたりすることを目的としている。 

 市主催の「主張大会」との隔年開催のため、次

年度は「主張大会」となる。 

 

◎中学校演劇発表会 

 第 36 回横須賀市中学校演劇発表会が市内６校

の参加で実施された。 

各校の日頃の練習の成果が十分に発揮され、ど

の学校の発表も完成度の高いものになった。演技

力ばかりでなく、その舞台効果や舞台美術につい

てもレベルの高いもので、各校のチームワークの

良さが感じられた。 

 最優秀賞には、大津中学校の「私の声が聞こえ

ますか」が選ばれ、第 57回神奈川県中学校演劇発

表会に横須賀地区の代表として出場した。神奈川

県中学校演劇発表会では、県中学校文化連盟会長

賞を受賞した。 

 

◎第 68中学校総合体育大会 

４月 20 日（土）、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、「浜風の 青きつぼみに 夢

のせて」のスローガンのもと、24 校の代表生徒

2,450 人が整然と参加し、総合開会式を行った。

模範演技は、横須賀剣道連盟・神奈川県警察をお

招きし、華麗な技術を披露していただいた。 

その後、13競技にわたり、延べ 7,600人が技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

◎第 44回小学校児童相撲大会 

  ５月 11日（土）に市内小学校の５、６年生 589

名（男子 303名、女子 286名）の参加のもと、横

須賀市総合体育会館メインアリーナにおいて、室

内土俵を使用し開催した。 

体操服の上に「簡易まわし」を着用した児童が

多くの声援に包まれながら、男女別団体戦と学年

階級別個人戦を実施した。 

 団体戦は、男子は神明小学校、女子は野比東小

学校が、それぞれ優勝した。 

 

◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連と協力し、前期（卓球）・後期（バス

ケットボール）の２回開催した。 

前期は６月 15 日（土）、横須賀市総合体育会

館メインアリーナにおいて、日本卓球株式会社の 

鄭 慧萍 氏と布施 一通 氏を講師としてお招

きし、市内中学校の指導者と各校の代表生徒計
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123人が技術指導と講習を受けた。 

後期は 12月 14 日（土）、横須賀市総合体育会

館メインアリーナおいて、横浜市立豊田中学校の 

細木 恵臣 氏を講師としてお招きし、市内中学校

の指導者と各校の代表生徒 50 人が技術指導を受

けた。 

前期・後期とも、技術向上に必要な基本動作や

総合的な体力の高め方、安全な練習法などととも

に、スポーツに取り組む姿勢や学ぶ態度の大切さ

など、多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 51回小学校児童陸上記録大会 

 10 月 12 日（土）に開催を予定していたが、当

日及び翌日の予備日も台風 19号の影響により、開

催が中止となった。 

 

◎第 37回表現運動・ダンス発表会 

 11月９日（土）、横須賀市総合体育会館メイン

アリーナにおいて、小学校４校、中学校３校、約

300人の参加のもと開催し、７作品が発表された。

児童生徒は日頃の練習の成果を全身で表現した。

講師には、日本女子体育大学教授の 宮本 乙女 氏

をお招きし、指導・講評をいただいた。 

 

◎中学校駅伝競走大会 

 第 70回市中学校男子駅伝競走大会及び第 36回

中学校女子駅伝競走大会を 10月 19 日（土）国道

16号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大

津漁港前）で開催した。沿道は、5,000 人を超え

る観衆が集まり、熱い声援を受けながら各校が一

本のタスキを繋いだ。全市立中学校 23校に横須賀

学院中学校を加えた男女各 24校から 405名（男子

215名、女子 190名）の参加があった。 

男子は横須賀学院中学校が優勝を果たし、大津

中学校、追浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞

した。 

女子は久里浜中学校が優勝を果たし、大津中学

校、追浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

◎第 53回小学校児童ボール運動大会 

12月４日（水）に市立小学校のグラウンド及び

体育館を会場にして、６年生全員、3,158 人が参

加して開催した。市内 46校を８つの部会に分け、

それぞれの部会ごとにバスケットボールとサッカ

ーの試合を行い、日頃の体育学習の成果を発揮す

るとともに、交流を深めた。 
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国 市 教育研究所 

 4. 1  政府、5月 1日の天皇代替わりによ

る新たな元号を「令和」とすると発表。

中国古典ではなく、初めて日本古典（万

葉集）が典拠に。 

 4. 2  文科省、18年度「公立小・中学校に

おける教育家庭の編成・実施状況調査」

の結果を同省ホームページに公開。小

学校の 25.7％が年間 1086時間を超え

る授業を編成。 

 4.3  経済同友会、小中学校における飛び

級、原級留置の導入などを求めた初等

中等教育改革提言を発表 

 4.4    大学入試センター、昨年 11月に実施

した大学入学共通テスト第 2回試行調

査（プレテスト）の記述式問題などの

分析結果を公表 

 4.9  文科省、新学習指導要領における学習

評価の在り方、指導要録の改善などを

示した通知を同省 HPに公開。 

 4.10  国立天文台などの国際研究チーム、史

上はじめてブラックホールの画像撮影

に成功したと発表。 

 4.16  文科省、18年度「英語教育実施状況

調査」の結果を発表。政府が掲げる英

語力の目標（中学校卒業段階で英検 3

級程度が 50％、高校卒業段階で英検準

2級程度が 50％）に達したのは、中３

が 42.6％、高３が 40.2％にとどまる。 

    神戸市の再調査委員会、16年に中３

女子が自殺した問題で、自殺といじめ

の関連性を認定した上で、学校の対応

を厳しく批判する報告書をまとめる。 

 4.17  柴山文科相、中央教育審議会に、「新し

い時代の初等中等教育の在り方につい

て」を諮問。 

 4.18    文科省、19年度「全国学力・学習

状況調査」（全国学力テスト）を全国一

斉に実施。国語、算数・数学に加えて、

中３対象に初めて英語のテストも。 

     安倍晋三首相、政府の総合科学技

術・イノベーション会議で、年間 100

万人規模の児童生徒が「AI教育」を受

けられる体制を整えると表明。  

 4.22  経団連と大学による「採用と大学教育

の未来に関する産学協議会」大学生の

就職活動で「通年採用」の拡大などを

盛り込んだ共同提言をまとめる。 

 4.27   天皇の代替わりによる 10連休スタ

ート（5月 6日まで） 

 5.1  天皇の退位に伴い皇太子さまが新天

皇に即位。元号は「平成」から「令和」

に。 

 5．4  15歳未満の子どもの人口は前年比 18

万人減の 1533万人で、38年連続の減

少総務省の「人口統計」 

 5.9  文部科学省、千葉県野田市の小 4少女

虐待死事件を受け、児童虐待の学校・

教委向け対応マニュアルを策定。虐待

が疑われる事案は、確証がなくても児

童相談所への通告を求める。 

 5.10  低所得世帯の子どもの大学授業料な

どを無償化する「大学等修学支援法」

が参院本会議で可決、成立。2020年 4

月から新制度スタート。 

4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 教育総務部長 坂元美幸 田浦行政センター館長 

 へ 

 学校管理課長 山岸哲巳 健康部長へ 

 後任に、財政部財産管理課長 河島知博 学校管 

 理課長へ 

 学校教育部長 伊藤学 横須賀総合高校校長へ 

 後任に教育指導課長 米持正伸 学校教育部長へ 

 後任に神明中学校教頭 高橋直樹 教育指導課長 

 へ 

 支援教育課長 塚田美保子 田戸小学校校長へ 

 後任に根岸小学校校長 富澤真由美 支援教育課 

 長へ 

 学校給食担当課長 志村恭一 教育総務部長へ 

 後任に、教職員課係長 坂元克昭 学校給食担当 

 課長へ 

  

 教育指導課主査指導主事 北川貴章 横須賀総合 

高校教頭へ 

 支援教育課主査指導主事 金子亜希子 ろう学校 

 教頭へ 

保健体育課主査指導主事 鈴木史洋 常葉中学校 

教頭へ 

 

教育指導課主査指導主事 橘恒仁 支援教育課主 

 査指導主事へ 

教育指導課指導主事 石橋由紀子 教育政策課主 

 査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 内田貴雄 教育指導課主査 

 指導主事へ 

 教育指導課指導主事 新谷美紀 教育指導課主査 

指導主事へ 

教職員課指導主事 石井伸一 教職員課主査指導 

主事へ 

教職員課指導主事 北村幸子 教職員課主査指導 

主事へ 

浦賀中学校から 直島和也 教育指導課指導主事へ 

 浦賀中学校から 萩原幸太 教育指導課指導主事へ 

 根岸小学校から 渡辺真也 教育指導課指導主事へ 

 県教委から 岸洋平 保健体育課指導主事へ 

 

 

4. 1  辞令交付 相談教室担任・相談員辞令交付式 

4．2  学級編制説明会 学習支援員辞令交付式 

    ふれあい相談員・登校支援相談員辞令交付式 

4. 3  学校司書辞令交付式 

4. 4  学年始休業終了 

    日本語指導員・学校生活適応支援員辞令交付

式 

4. 5  始業式・入学式（小・中・ろう・養） 

    始業式（高校） 

4. 8  始業式・入園式（幼）入学式（高校） 

    学校体育指導員委嘱式 

    市立学校合同体育・保健体育科担当者会 

    教科指導員委嘱式 中学校校長会 

4. 9  教科用図書担当者会① 

    中学校体育連盟総会・専門部会  

4.10  給食開始 教科総会 

4.11  生徒指導担当者研修講座① 

    学校給食事務説明会 

    スクールカウンセラー連絡協議会① 

       就学前教育と小学校教育の連携研修講座①

（幼稚園保育所こども園対象） 

       横須賀市学習状況調査（実施期間 11～19日） 

4．1 横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事高橋有香 馬堀中 

 学校教頭へ 

 教育研究所指導主事関口さやか 県立横須賀 

 高校へ 

 教育政策課から 主査指導主事杉戸美和着任 

 神明中学校から 指導主事 小日向真着任 

 総合高校から 指導主事 山岸義之着任 

 教育研究所係長 島内さおり 保健体育課へ 

 後任に窓口サービス課から 小和瀬尚着任 

 

 教育政策課長 島田圭 こども育成部こども 

 育成総務課長へ 

 後任に、福祉部保健担当課から岸岳着任 

 教育政策課システム室主任 小島英雄 情報 

 政策課係長へ 

 後任に税務部納税課から大塚雅之着任 

  

 非常勤職員小谷孝夫退任 後任に阿部優子着 

 任 

  

 長期研究員 高瀬鉄平（公郷中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 3 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

   初任者研修校内指導教員研修講座① 
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    幼児教育・保育を無償化する改正子ど

も・子育て支援法が可決、成立。今年

10月から無償化。 

 5.14  文化庁、仁徳天皇陵を含む「百舌鳥・

古市古墳群」（大阪府）について、国連

教育科学文化機構（ユネスコ）の諮問

機関が世界文化遺産に登録するよう勧

告したと発表。 

 5.17  政府の教育再生実行会議、高校普通科

の改革などを柱とする第 11次提言を

阿部晋三首相に提出。 

     国立大学法人のひゅくすう大学経

営を可能にする改正国立大学法人法が

参院本会議で可決・成立。 

     岐阜大学と名古屋大学、20年 4月

に両国立医学法人を統合した「東海国

立大学機構」を設立すると発表。 

 5.21  兵庫県尼崎市教委、市立高校の男子

バレーボール部の体罰発覚を受けた記

者会見で、岡部監督らによる隠ぺいや

体罰が常態化していたとする報告書を

公表。 

 5.25  世界保健機構（WHO)、ゲーム依存な

どを新たな「依存症」とする国際疾病

分類（ICD)を総会で採択。 

 5.25   川崎市多摩区の路上でスクールバス

を待っていた私立小学生らが刃物を持

った男に襲われ、児童 16人含む 18人

が刺され小 6女児ら 2人が死亡。 

 5.29    文科省、センター試験に代わる「大

学入学共通テスト」（共通テスト）の代

1回実施を 21年 1月 16・17日とする

実施大綱案を公表。 

 6. 1  17県知事による「日本創生のための

将来世代応知事同盟」川崎市でスクー

ルバスを待つ小学生らが刃物で刺され

た事件を受け、子どもの安全確保対策

を政府に要請する緊急声明を採択 

 6.4  政府、2018年度版「食育白書」を閣

議決定。朝食を食べない子どもや若者

が増加傾向に。 

    文部科学省、20年度大学入試実施要

項を通知。性別・年齢など個人の属性

による差別の禁止をルールに追加。 

 6.7  大学入試センター、20年度から導入

の「大学入試共通テスト」の問題作成

方針などを公表。記述式問題のある国

語などの試験時間を増加。 

    18年に生まれた子どもの数は 91万

8397人で過去最低を更新、3年連続で

100万人を割る。構成労働省の人口動

態統計。 

 6.10  兵庫県尼崎市教委、市立高校の運動部

体罰問題で、34人が体罰を受けたと回

答したアンケート調査結果を公開。 

 6.11   大阪府教育庁、3段以上のピラミッ

ドやタワーなどの組体操を原則禁止す

ると通知。SNSによる保護者の声がき

っかけに。 

 6.12  改正子どもの貧困対策法が参院本会

議で可決・成立。貧困対策計画策定の

努力義務を都道府県から市町村に拡大 

    大阪吹田市の第三者委員会、市立小学

校で小５女子が暴力などのいじめを長

期間受けていた問題で、学校と市教委

が対応を放置していたとする報告書を

4.12  学校保健事務説明会  

       ことばやきこえの調査説明会 

4.15  インクルーシブ教育実践推進校に係る中・高

進路相談連絡会①（中学校長対象）    

4.16  学校授業改善のための中核教員研修① 

    スクールカウンセラー連絡協議会① 

4.17  教科外総会 

4.18  全国学力・学習状況調査 

    人事評価システム研修（新任教頭①） 

4.19  人事評価システム研修（新任校長①） 

       小学校校長会 

4.20  第 68回中学校総合体育大会総合開会式 

4.22  人事評価システム研修（新任教頭②） 

4.24  支援教育コーディネーター連絡会① 

4.25  児童指導担当者研修講座① 

4.26  全県指導主事会議 

5.7  小学校音楽担当者会 中学校校長会 

5.8  学校・教育委員会合同防災訓練（午後） 

    防災教育担当者会 

5.9    生徒指導担当者研修講座② 

5.10  学力向上担当者会① 

       心配蘇生法実技研修講座  

       小学校国語担当者会    

5.11   第 44回小学校児童相撲大会 

    中学校演劇発表会実技研修会①1日目 

5.12  中学校演劇発表会実技研修会①2日目 

5.14  小学校校長会 

5.15  学校事務職員（事務主査）研修会① 

    学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 

5.16  第 107回神奈川県公立小学校長会定期総会   

5.21  人権教育担当者研修講座① 

5.22  学校事務職員（主任事務主事）研修会① 

    横須賀市学校保健会定期総会 

    国際教室担当者連絡会① 

    特別支援学級新担任者研修講座① 

5.24  総括教諭等学校運営者連絡会①  

5.29  小中一貫教育に関する日 

6 3   中学校校長会 

6.4  神奈川県生徒指導担当教員研修講座 

 

6.5   教科用図書事務担当者会② 

 

    食育担当者会① 

6.6  特別支援学級担当者会① 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.10  小学校 5年生芸術鑑賞会  

    不祥事防止研修講座 

 

6.11  小学校 5年生芸術鑑賞会 

    小学校校長会 

 

 

6.12  支援教育コーディネーター連絡会② 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座② 

6.13  関東甲信越地区小学校長研究協議会千葉大

会（～14日） 

    生徒指導担当者研修講座③ 

 

 

4.12 新任教頭研修講座① 

 

 

 

4.16 ２年経験者研修講座① 

 

 

 

 

4.19 中堅教諭等資質向上研修講座① 

 

 

4.23 初任者研修講座①（開講式） 

4.24  理科基礎技術研修講座①（小学校理科指 

導者研修） 

 

5.7  6年経験者研修講座①  

5.8  教育研究所運営に関する懇話会① 

 

 

5.10 学校運営研修講座① 

学校情報化推進部会Ⅲ-① 

 

 

 

 

5.14   初任者研修講座② 

    理科基礎技術研修講座② 

5.15   臨時的任用職員研修講座① 

    理科基礎技術研修講座③ 

    9期よこすか教師塾① 

5.17  1年経験者研修講座① 

    学校情報化推進部会Ⅴ-① 

5.21  初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

 

 

5.28  初任者研修講座③（中学校） 

    学校情報化推進部会ⅠⅡ-① 

5.29  9期よこすか教師塾② 

5.30  臨時的任用職員研修講座② 

5.31  研究員総会 

 

6.4  2年経験者研修講座② 

6.5  パワーアップ研修講座（理科） 

6.7  6年経験者研修講座② 

    ICT担当者会① 

 

6.8  土曜科学教室 

 

 

 

 

 

 

 

6.11  初任者研修講座③（小学校） 

 

 

 

6.12 中堅教諭等資質向上研修講座② 

   9期よこすか教師塾③  
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公表。 

 6.14  大阪府泉佐野市教委、今年 1月に中

2女子が自殺した問題で、学校でのい

じめの存在を認定する調査結果を公

表。ただし自殺との因果関係は「判断

できない」と報告 

 6.17  文科省の検討チーム、外国人労働者

の受け入れ拡大に対応するため、外国

人の子どもへの教育充実に向けたアク

ションプランを策定。 

 6.18  文科省、AI時代に対応して文系・理

系を問わず理数教育を貸すなどの「公

立大学改革方針」をまとめる 

    政府の関係閣僚会議、小学校周辺のス

クールゾーンの拡大、保育園・幼稚園

周辺に新たに「キッズゾーン」を設定

する等の交通安全確保緊急対策を決定 

    文科省、新学習指導要領に対応して

「教材整備指針」と理科教育設備基準」

の改正案を公表。小学校にプログラミ

ング教育用ソフトなどを追加。 

    政府、19年版「子ども・若者白書」

を閣議決定。日本の若者の自己肯定感

の低さを指摘 

 6.19    OECD、国際教員指導環境調査

（TALIS)の結果を発表。日本の中学校

教員の勤務時間は週 56.0時間で、参加

国（平均 38.3時間）中、最長に。 

    保護者の体罰を禁止する改正児童虐

待防止法が参院本会議で可決・成立 

 6.20  17年度の地方教育費は 0.5％増の 16

兆 1112億円で、2年ぶりに増加。文科

省の教育費調査。 

 6.21   政府、AIの本格導入に向けた「統合

イノベーション戦略」を閣議決定。25

年までに AI人材を年間 25万人育成。 

     学校の ICT環境を整備する「学校教

育情報化推進法」が参院本会議で可

決・成立 

 6.25  文科省、「新時代の学びを支える先端

技術活用推進方策（最終まとめ）」を公

表。25年までの学校の ICT環境整備の

工程表を示す。 

 6.26   文科省、千葉県野田市の女児虐待死

事件を受けた緊急安全点検調査の結果

を発表。虐待の疑いのある子どもは全

国で 1万 3742人に。 

 6.28  文科省。働き方改革の一環として、

公立学校教員の長期休業中の業務を削

減し、夏休みなどに休日を「まとめ取

り」できるようにすることを都道府県

教委などに通知。 

 7.2    文部科学省、消灯中東教育局長に丸山

洋司官房審議官を昇格させるなどの幹

部人事を発表。いわゆる「ノンキャリ

ア」からの局長登用は初めて。 

         21年 1月から始まる大学入学共通テ

ストの英語で導入される民間資格検定

試験の活用で、参加認定されていた 7

団体 8種類の民間試験のうち、TOEIC

が参加を取り下げ。実施団体の国際ビ

ジネスコミュニケーション協会が発表 

 7.5  岐阜市教育委員会、2日に中３男子が

自殺した問題で、担任がいじめを告発

する他生徒のメモを破棄していたこと

を記者会見で明らかに。ただし、隠蔽

 

 

6.15  中学校スポーツ技術講習会（前期 卓球） 

 

 

 

 

 

 

 

6.18  小学校教育課程研究会（１日目：全体会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.19  学校評価担当者会 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.21  特別支援学級新担任者研修講座② 

    就学時健康診断事務説明会 

6.22  不登校をともに考える会～ハートフルフー

ラム～ 

 

 

6.25  中学校教育課程研究会（1日目：全体会） 

    高等学校（定時制）修学旅行（～28日） 

 

 

6.26  学校安全研修講座 

    小学校理科担当者会 

6.27  よい歯の図画・ポスター及び標語コンクール

審査会 

    神奈川県小学校児童指導担当教員研修講座 

6.28  小中一貫教育担当者会 

    支援教育研修講座① 

7.1  校長会連携研修（中学校) 

       中学校長会 

7.2   人権教育指導者養成講座① 

 

7.3   学校図書館担当者会 

養護教諭研修講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.21 学校運営研修講座② 

 

6.22  スキルアップ研修講座（算数） 

 

 

 

 

 

 

 

6.26 パワーアップ研修講座（英語） 

9期教師塾④ 

 

 

6.28 新任総括教諭研修講座① 

 

 

 

 

7.2   初任者研修講座④ 

 

7.3  中堅教諭等資質向上研修講座③ 

   パワーアップ研修講座（理科） 

   9期よこすか教師塾⑤ 

 

7.4  臨時的任用職員研修講座③ 

 

 

 

7.5  6年経験者研修講座③ 

 

 

 



- 74 - 

の意図はなかったと説明。 

 7.6   国連教育科学文化機構（ユネスコ）

の世界遺産委員会、「百舌鳥・古市古墳

群」（大阪府）の世界文化遺産への登録

を決定。 

 7.9     日本学術会議、高校生物の教科書で

遺伝子などを説明する「優性・劣性」

の用語について「顕性・潜性」と言い

換えることを提言する報告書をまとめ

る。 

 7.10   福井地裁、14年に福井県若狭町立中

学校の新任教諭が刈ろう自殺した県の

損害賠償訴訟で校長が適切な勤務時間

管理を怠ったことによる安全配慮義務

違反を認定、県と町に 6500万円の支払

いを命ずる。 

         日本の人口（1月 1日時点）は 1億

2477万 6364人で 10年連続の減少、国

内の外国人は266万7199人で過去最多

に。総務省の住民基本台帳に基づく人

口動態調査。 

 7.11   宇宙航空研究開発機構（JAXA)、小惑

星探査機「はやぶさ２」が小惑星「リ

ュウグウ」への 2度目の着陸に成功し

たと発表。 

 7.14    文科省、国際物理オリンピックで日

本代表の高校生 5人が金メダル（1人）

銀メダル（4人）を獲得したと発表。 

 7.16    厚生労働省、19年度版自殺対策白書

を決定。18年に自殺した 19歳以下の

子どもは 599人、人工 10万人あたりの

自殺者数を示す自殺率は 2.8で 1978

年の統計開始以降最悪に。 

 7.21    文科省、国際数学オリンピックで日

本代表の高校生 6人が金メダル（2人）

銀メダル（2人）、銅メダル（2人）を

獲得したと発表。 

 7.24   全国連合小学校長会（全連小）と全

日本中学校長会（全日中）、携帯電話や

スマートフォンの小中学校への持ち込

みの是非を検討している文科省の有識

者会議のヒアリングで、現行の持ち込

み禁止を支持する意見を表明。 

 7.25  全国高等学校長協会（全高長）、共通

テスト英語の民間試験活用について、

「公平、公正に対する不信が払拭され

ていない」として、生徒の不安解消を

求める要望書を文科相当てに提出。英

語の民間試験活用への懸念広がる。 

 7.30  文科省、国際化学オリンピックで日

本代表の高校生 4人が金メダル（2人）

銀メダル（2人）を獲得したと発表。 

 7.31  文科省、今年 4月に実施した「全国

学力・学習状況調査」の結果を公表 

 8.1  全国の児童相談所が 2019年に対応し

た児童虐待遠陬（速報値）は前年度比

19.5％増の 15万 9850件、28年連続で

過去最多を更新 

 8.7  文科省、昨年の大阪北部地震による児

童死亡事故を受けた「学校施設におけ

るブロック塀等の安全対策等状況調

査」の結果を公表。ブロック塀などが

ある 2万 280校のうち 52.8％が安全確

認や再整備を完了。 

    人事院、19年度国家公務員給与の平

均 0.09％引き上げを政府に勧告。引き

 

 

 

 

 

7.9   校長会連携研修（小学校） 

    小学校校長会 

 

 

 

7.10  支援教育コーディネーター連絡会③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.11  生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座② 

 

 

 

 

 

 

7.17  学力向上担当者会② 

7.19  給食終了 

 

 

7.21  夏季休業開始 

7.22  第 1回応急手当普及員講習会①② 

7.23  学校事務職員夏季研修会 

    第 1回応急手当普及員講習会③④ 

    社会科研修講座 

    学校水泳指導法研修講座①  

    外国語活動研修講座① 

7.24  応急手当普及員再講習会① 

    道徳科研修講座 

    外国語活動研修講座② 

    学校水泳指導法研修講座② 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座③ 

7.25  小学校等体育科夏季研修講座①② 

    学校司書研修講座 

7.26  小学校等体育科夏季研修講座③④ 

7.27  第 36回横須賀市中学校演劇発表会 1日目 

7.28  第 36回横須賀市中学校演劇発表会 2日目 

7.29  学校保健夏季研修講座（食育） 

    外国語研修講座 

7.30  学校保健夏季研修講座（保健安全） 

    幼児教育研修講座 

7.31  応急手当普及員再講習会② 

    小学校外国語教育：授業力向上セミナー① 

8.1   中学校教育課程研究会２日目 

8.2   小学校教育課程研究会２日目 

    中学校全国・関東体育大会出場選手激励会 

    中学校管理職研修会 

8.5   児童生徒健康・体力向上推進研修講座 

8.6   図画工作科／美術科研修講座 

    中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

①② 

8.7  司書教諭研修講座（読書指導研修講座） 

    中・高等学校等保健体育科夏季研修講座③   

 

7.6  土曜科学教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.10 1年経験者研修講座② 

   校務情報化研修③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.16 パワーアップ研修講座（達人） 

   校務情報化研修③－２ 

7.17 校務情報化研修③－３ 

    

 

 

7.22 ２年経験者研修講座③ 

   理科基礎技術研修講座④－１ 

7.23 理科基礎技術研修講座④－２ 

7.24  小中学校理科教材研究講座①② 

 

 

 

 

 

7.25 サイエンスサマー2019 

   コミュニケーション研修講座①② 

7.26 学校づくり研修講座 

   ICT活用実践研修講座（プログラミング 

   教育研修）  

   初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

   初任者研修校内指導教員研修講座② 

7.29 理科基礎技術研修講座⑤ 

   1年経験者研修講座③ 

   夏季大学  

   教育課題研修講座 

7.30 初任者研修講座⑤⑥ 

7.31  理科基礎技術研修講座⑥ 

      ICT活用実践研修講座 

 

8.5  夏季大学 

   理科基礎技術研修講座④－３ 

8 6  科学教養研修講座 

   教育課題研修講座   

8.7  中堅教諭等資質向上研修講座④  

      教育題研修講座 ICT活用実践研修講座 

8.8  教育課題研修講座 

   学校づくり研修講座 
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上げ勧告は 6年連続。 

8.9   文科省、公立小中学校施設の耐震改

修状況調査の結果を発表。耐震化実施

率は 99.2％’4月 1日現在）に。 

    仙台市教委の第三者委員会、17年 4

月に中２男子が自殺した件で、生徒に

よるいじめや教員の体罰などが自殺に

つながったとする調査報告書を提出 

8.10  文科省、19年度「学校基本調査（速

報値）の結果を公表。過年度卒を含む

大学進学率は 53.7％で過去最高を更

新 

文科省、国際情報オリンピックで日本 

の高校生が金メダル（1人）、銀メダル 

（3人）を獲得したと発表。 

8.16  理化学研究所（神戸市）のスーパーコ

ンピューター「京（けい）」が運用を終

了。 

8.22  国立教育政策研究所、19年度全国学

力・学習状況調査（全国学力テスト）

の分析を踏まえて授業改善のポイント

をまとめた「授業アイディア例」をホ

ームページに公開。 

8.23  大学入試センター、20年度から始ま

る大学入学共通テスト（共通テスト）

の国語で導入される記述式問題の評価

方法を公表。A～ Eの 5段階で評価。 

8.29  文科省、20年度予算概算要求を発表。

一般会計総額 5兆 9689憶円で、教員の

働き方改革に向けた学校環境整備など

に重点。 

8.30  文科省、19年度「学校教育情報化実

態調査」（速報値）の結果を発表。全国

の公立学校の教育用コンピュータ―整

備は児童生徒 5.4人に 1台（3月 1日

現在）にとどまる。 

9. 2  大学入試センター、大学入学共通テス

ト（共通テスト）の英語で活用される

民間資格・検定試験（民間試験）の受

験に必要な「共通 ID」の発行申し込み

案内を公表 

9. 4  自民党の文部科学部会、学制発布の 9

月 4日を「教師の日」とするなどの施

策提案を決議。法令用語も「教員」か

ら「教師」に統一を検討 

9. 5   政府、公文書で用いる日本人のロー

マ字表記を、欧米式の「名ー姓」から

原則「姓ー名」の順とする方針を決め

る 

9.10   全国高等学校長協会（全高長）、共通

テスト英語の民間試験活用の 20年度

導入の延期を求める要望書を文科省に

提出 

     経済協力機構（OECD）が「図表で見

る教育 2019」を公表。こうねい総生産

（GDP)に占める教育機関への公的資質

割合が日本は 2.9％で、35か国中で 3

年連続の最下位に 

9.11  第 4次安倍内再改造内閣が発足。文科

相に萩生田光一衆院議員が就任 

9.17  大学入試センター、共通テストの英語

民間試験活用で試験実施 6団体全部と

の協定書締結が完了したと発表 

9.19  日本私立中学校高等学校連合かい（中

高連）、共通テストの英語民間試験活用

の 20年度からの導入について、延期せ

    中学校連合生徒会役員研修会（リーキャン）

①  

8.8  中学校連合生徒会役員研修会（リーキャン）

② 

    小学校外国語教育：授業力向上セミナー② 

8.9   幼稚園教育課程研究会 

  

 

 

8.11  第 16回中学生創造アイデアロボットコンテ

スト横須賀大会 

 

 

8.13  学校閉庁日 YKネット全面停止（1日） 

8.14  学校閉庁日 

 

8.17  子どものための音楽会 

8.19  生活科研修講座 

    総合的な学習の時間研修講座 

8.20  支援教育コーディネーター連絡会④ 

8.21  第 2回応急手当普及員講習会①② 

    国語科研修講座 

    算数科／数学科研修講座 

音楽科研修講座 

8.22   第 2回応急手当普及員研修講座③④ 

    体育・保健体育科実技講習会 

8.23  中学校信学習指導要領説明会 

8.24  中学校総合体育大会（水泳競技） 

8.26  応急手当普及員再講習会③ 

8.27  夏季休業終了 

 

8.29  給食開始 

    生徒指導担当者研修講座⑤ 

8.30  読書感想文〆切 

 

 

9.2   中学校校長会 

 

 

9.3   読書感想文審査準備会 

 

9.4   読書感想文 1次審査会 

    図画工作科担当者会 

 

 

 

 

 

 

9.10   読書感想文 2次審査会 

    小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

9.11  小学生創意くふう展搬入 

    特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

9.12  小学生創意くふう展審査会 

 

9.14  小学生創意くふう展（～15日） 

9.18  小学生創意くふう展搬出 

 

 

   小学校・中学校理科教材研究講座③④ 

8.9  ICT活用実践研修講座 

   理科基礎技術研修講座④－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.19 初任者研修講座₇⑦⑧（宿泊研修） 

   理科研修講座 

8.20 初任者研修講座⑨⑩（宿泊研修） 

 

 

 

 

 

 

 

8.26 学校づくり研修講座 

8.27 学校づくり研修講座 

8.28 学校情報化推進部会Ⅲ－② 

 

 

 

 

 

 

8.31 土曜科学教室 

 

 

 

 

9.3 学校情報化推進部会Ⅴー②  

  

 

 

 

 

 

9.7 スキルアップ研修講座（社会） 

   土曜科学教室 

 

9.10 初任者研修講座⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.11 パワーアップ研修講座（理科） 

 

9.13  パワーアップ研修講座（達人） 
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ず実施するよう求める要望書を文科省

に提出。公立側の全高長と意見が分か

れる 

9.20  文科省、20年度から始まる低所得世

帯への高等教育無償化制度の対象校審

査の結果を公表。国公私立大学・短大

1074校中 1043校（98.1％）が無償化

対象に 

9.27  文科省、外国籍の子どもの就学状況に

関する初の調査結果を公表。日本に住

む義務教育相当年齢の外国籍児童 12

万 4049人のうち 1万 9654人（15.8％）

が不就学の可能性あり 

10. 1  幼児教育・保育の無償化がスタート。

幼稚園、保育所などの利用料が無料に 

10. 3  文科省、「小学校プログラミング教育

に関する指導案」を公表 

10. 4  神戸市教委、市立東須磨小学校の男

性教諭が同僚教諭 4人から日常的ない

じめを受けていたことを記者会見で明

らかに。いじめを指導する立場の教員

によるいじめが社会に衝撃 

10. 9  スウェーデン王立科学アカデミー、

19年のノーベル化学賞をリチウムイ

オン電池を開発した吉野彰旭化成名誉

フェローらに贈ると発表 

10.10  最高裁第 1小法廷、東日本大震災の

津波で犠牲になった宮城県石巻市立大

川小学校の児童 23人の遺族らによる

損害賠償訴訟で、市と県の上告を退け

る。教員に高度な防災知識や注意義務

を求めた二審の仙台高裁判決が確定 

10.12  台風 19号による河川決壊などで関

東甲信地域を中心に死者・行方不明者

90人以上に上る被害が 

10.13  スポーツ庁、18年度「体力・運動能

力調査」の結果を発表。65～69歳の女

性が過去最高点を記録するなど高齢者

の体力向上傾向が続く。 

10.17  文科省、18年度「児童生徒の問題行

動・不登校当生徒指導上の諸課題に関

する調査」の結果を公表。18年度に全

国の小中高校などで認知されたいじめ

は、過去最多の 54万 3933件に 

10.18  政府、教員の働き方改革に向けて 1

年単位の「変形労働時間制」導入を柱

とする教職員給与特別措置法（給特法）

改正案を閣議決定。夏休み中などの休

日まとめ取りが可能になる一方、平日

の勤務時間増加を懸念する声も 

10.22  天皇即位を内外に宣言する「即位礼

正殿の儀」が行われる 

10.25  政府、公文書の日本人名のローマ字

表記を原則「姓―名」の順にする決定 

10.28  萩生田文科相、24日の TV番組中に

共通テスト永儀の民間試験活用で地

域・経済格差が拡大しないかとの質問

に「身の丈に合わせて勝負してもらえ

れば」と答えたことについて謝罪。経

済格差を容認するものと野党などが一

斉に反発 

10.31  神戸市教委、市立東須磨小の教員間

いじめ問題で加害者教員 4人を無休の

分限休職処分とすることを決定 

世界遺産の首里城跡に建つ首里城（那 

覇市）が火災により正殿など 7棟が焼

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 2 小学校修学旅行（梯団ごと～17日） 

10. 3 学習支援員連絡会 

    生徒指導担当者研修講座⑥ 

 

10. 5 不登校児童生徒・高校中退者等のための進路

情報説明会・不登校相談会 

10. 7 中学校校長会 

 

 

 

 

 

10.10 人事校長会議 

 

 

10.11 前期終業式 

    給食終了 

 

10.12 第 51回小学校児童陸上記録大会（荒天中止） 

 

 

10.14 スクールバンドフェスティバル 

10.15  後期始業式 

    給食開始 

10.16 学校司書派遣校連絡会② 

10.17 全国連合小学校長会研究協議会秋田大会（～

18日） 

    全県指導主事会議 

 

 

10.18 支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

    浦賀中学校研究発表会（本発表） 

    よこすか子ども科学賞搬入 

 

10.19 中学校駅伝競走大会（男子 70回 女子 36回） 

 

 

10.23 小学校校長会 

10.25 特別支援学級担当者会② 

    よこすか子ども科学賞搬出 

 

 

10.30 小中一貫教育に関する日  

    公郷中学校研究発表会（本発表） 

 

 

 

10.31 常葉中学校研究発表会（中間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.27 中堅教諭等資質向上研修講座⑤ 

 

 

 

 

10.1 初任者研修講座⑫ 

 

 

 

10.4 1年経験者研修講座④ 

 

 

 

 

10.9 第 10期よこすか教師塾① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.16 学校運営研修講座③ 

 

10.17 よこすか子ども科学賞審査会（第一次） 

 

 

 

 

10.18 関東地区教育研究所連盟第 91回研究発

表大会（静岡） 

 

 

 

 

 

10.23 中堅教諭等資質向上研修講座⑥ 

10.24  臨時的任用職員研修講座④ 

10.26 土曜科学教室 

 

10.29 校長・園長研修講座 

    副校長・教頭研修講座 

 

 

 

 

10.31 全国教育研究所連盟研究協議会（～11

月 1日）（長崎） 
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失 

11. 1  萩生田文科相、2020年度から始まる

大学入学共通テスト（共通テスト）の

英語で導入が予定されていた民間資

格・検定試験（民間試験）活用の「実

施延期を表明 

11. 7  文科省、大学 3年生を対象に学習状

況などを調べ初の「全国学制調査（思

考実施）」を実施すると発表。訳 41万

人対象に 11月 25日～12月 20日に実

施 

11. 8  大津市教委、20年度から市率小中学

校の一部に学習単元ごとに異なる教員

が授業する「単元担当制」を導入する

と発表 

11.15  大学入試センター、英語民間試験活

用の実施延期を受け、21年 1月の共通

テスト英語は既定方針通り「読む」「書

く」の 2技能のみで実施すると発表 

11.18  東京都教委、22年度の都立高校入試

から導入する英語のスピーキングテス

トのプレテストを公開。タブレット端

末に会話を録音 

11.19  教員の働き方改革で 1年間単位の

「変形労働時間制」などを導入する教

職員給与特別措置法改正案が衆院本会

議で賛成多数で可決（12月 4日に参院

本会議で可決・成立） 

     萩生田文科省、24年度実施を目指

す新たな英語試験の検討会議を年内に

設置すると発表 

11.20  日本高校野球連盟の有識者会議、障

害予防のため投手の投球総数を「1週

間で 500球以内」とすることなどを高

野連に答申 

11.21  20年 1月の共通テスト国語の記述式

問題を合否判定に利用するのは国公立

大学全体の 49.3％にとどまる。文科省

調査で判明 

11.27  国立病院機構久里浜医療センター、

初の「ゲーム障害」に関する実態調査

の結果を発表。10代と 20代の約 12％

が休日に 6時間以上ゲーム 

11.28  18年の出征数は 91万 8400人で過去

最少に。厚労省の人口動態統計（確定

数） 

11.29  国立大学協会、共通テストの英語民

間試験活用の導入延期を受け、各国立

大学の小越試験の対応状況をホームペ

ージで公表。約 9割の国立大が活用を

見送りの 

11.30  20年東京五輪・パラリンピックの主

会場となる新国立競技場（東京都新宿

区）が竣工 

12. 3  経済協力開発機構（OECD)、2018年

に実施した生徒の学習到達度調査

（PISA)の結果を公表。日本は「読解力」

が前回調査の 8位から過去最低の 15

位に大きく後退 

12. 4  改正教職員給与特別措置法（給特法）

が参院本会議で可決・成立。教員の勤

務時間を年単位で調整する「変形労働

時間制」の導入で、夏休みなどの「休

日まとめ取り」が可能に 

12. 5  政府、「安心と成長の未来を拓く総合

経済対策」を閣議決定。23年度までに

 

11. 1 よこすか子ども科学賞審査会（第二次） 

公郷中学校研究発表会（本発表） 

 

11. 5 中学校校長会 

    高等学校教育課程研究会 

 

11. 7 生徒指導担当者研修講座⑦ 

 

 

 

11. 8 神奈川県公立小学校長会横須賀地区管理運営

研究会（横須賀） 

    インクルーシブ教育実践推進校に係る中・高

進路相談連絡会②（中学校長対象） 

11. 9 第 37回表現運動・ダンス発表会 

11.12 大津中学校研究発表会（中間） 

11.15 支援教育コーディネーター連絡会⑥ 

 

 

 

 

 

11.19 学校事務職員秋季研修会 

 

 

 

 

 

 

 

11.20 読書感想画〆切 

道徳教育連携・推進講座①（森崎小学校） 

    池上中学校研究発表会（本発表） 

 

11.21 小学校校長会 

11.22 特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

    岩戸中学校研究発表会（中間） 

    田浦中学校研究発表会（本発表） 

    久里浜小学校研究発表会（中間） 

11.26 読書感想画審査準備会 

11.27 第 72回児童生徒造形作品展担当者会 

    田戸小学校研究発表会（中間） 

  

11.28 児童指導担当者研修講座③ 

 

 

11.29 第 9回横須賀市児童生徒ふれあい作品展（～

3日） 

    令和元年度第 2回小・中学校教育課程研究会

運営委員会 

    鴨居小学校研究発表会（本発表） 

 

12. 2 中学校校長会 

    諏訪小学校研究発表会（中間） 

12. 3 読書感想画審査会 

 

 

 

12. 4 第 53回小学校児童ボール運動大会（予備日 6

日） 

    人権教育担当者研修講座③ 

 

 

12. 5 大塚台小学校研究発表会（本発表） 

 

 

11. 1 パワーアップ研修講座（達人） 

    

11. 5 初任者研修講座⑬－１ 

    学校情報化推進部会Ⅰ－② 

11. 6  総括教諭研修講座①A 

    理科基礎技術研修講座⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.12  初任者研修講座⑬－2 

11.13 総括教諭研修講座①B 

    理科基礎技術研修講座⑧ 

    第 10期よこすか教師塾② 

 

 

 

 

 

11.19 初任者研修講座⑬－3 

 

 

 

 

 

 

 

11.20 総括教諭研修講座①C 

 

 

11.21 臨時的任用研修講座⑤ 

 

11.23 土曜科学教室 

    スキルアップ研修講座（道徳） 

11.26 初任者研修講座⑬－４ 

11.27 総括教諭研修講座①D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 4 学校運営研修講座④ 
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焼酎学校で児童生徒に 1人 1台の端末

機器を整備するなどの GIGAスクール

構想を盛り込む 

12.11  神戸市教育委員会の第三者委員会、

17年に市立高校 1年男子が校舎から飛

び降り一時渋滞となった件で、教員の

長時間にわたる不適切な指導が主な要

因とする調査報告書をまとめる 

12.17  萩生田文科相、共通テストの記述式

問題について、20年度の導入を見送る

と発表。英語民間試験活用の見送りと

共に大学入試改革の柱が消失。 

12.18  幼稚園から高校まですべて私立に通

った場合の学習費総額は約 1830万円

で過去最高に。文科省の 18年度「子供

の学習費調査」で判明。 

12.20  政府、20年度予算案を閣議決定。文

科省の予算額は 5兆 3060憶円で、働き

方改革や新学習指導要領対応で公立小

中学校の教職員定数を 3726人増。 

     裸眼視力「1.0未満」の子どもの割

合は、小学生が 34.57％、中学生が

57.47％、高校生が 67.64％で過去最

多。文科省の 19年度「学校保健統計調

査」 

12.23  文科省、19年度「公立学校教員採用

選考試験」実施状況調査の結果を発表。

小学校の試験倍率は 2.8倍で、1991年

度と並び過去最低に。 

     スポーツ庁、2019年度「全国体力・

運動能力、運動習慣等調査」（全国体力

テスト）の結果を公表。「体力合計点」

は小 5男子が過去最低、中 2男子も過

去 5年間で最低に。 

12.24  文科省、18年度「公立学校教職員の

人事行政状況調査」の結果を発表。わ

いせつ行為やセクハラで処分を受けた

教員は計 282人で過去最多に。 

12.26  文科省、中央教育審議会初等中等教

育分科会の「新しい時代の初等中等教

育の在り方 論点まとめ」を公表。22

年度をめどに小学校高学年での教科担

任制の導入を明記。 

1. 6  気象庁、2019年の日本の平均気温は

過去 30年の平均値を 0.92度上回り、

1898年の統計開始以降で最も高かっ

たと発表 

1. 9  文科省「小学校プログラミング教育に

関する取組状況調査」の結果を発表。

114市町村（6.5％）で「実践的な実習

を受けた教員を各学校に配置する」な

ど最低限必要な指導体制が整っていな

いことが明らかに。 

1.10  香川県議会、「ネット・ゲーム依存症

対策条例」の素案を公表。18歳未満の

スマートフォンなどの使用を平日 1日

60分、休日 90分以内に制限すること

を保護者に求める 

    神戸市教育委員会、私立小学校の教員

間いじめ問題発覚を受けた教員調査で

合計 1755件のハラスメント申告があ

ったと発表。 

1.15  文科省、共通テストの英語民間試験活

用の決定経緯の検証、大学う入試の在

り方などを再議論する「大学入試のあ

り方に関する検討会議」の初会合を開

12. 6 学力向上担当者会③ 

12. 7 よこすか子ども科学賞表彰式・発表会 

 

12.11 学校事務職員（事務主査）研修会② 

    スクールカウンセラー連絡協議会② 

    船越小学校研究発表会（中間） 

    小原台小学校研究発表会（中間） 

12.12 生徒指導担当者研修講座⑧ 

12.13 学級編制説明会 

    小学校校長会 

12.14 中学校スポーツ技術講習会（後期 バスケッ

トボール） 

12.17 支援教育研修講座⑨ 

12.18 学校事務職員（主任事務主事）研修会② 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.25 給食終了 

12.26 冬季休業開始 

    運動部活動指導者研修講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6  冬季休業終了 

1.7  中学校校長会 

1.8  給食開始 

   研究委託担当者会 

1.9   生徒指導担当者研修講座⑨ 

1.10 読書感想画展搬入 

   第 72回児童生徒造形作品展搬入 

学校保健会校長部会講演会 

1.11  読書感想画展（～14日） 

   第 72回児童生徒造形作品展（～27日） 

      就労支援のための合同学習会  

1.14 支援教育コーディネーター連絡会⑦ 

   読書感想画搬出 

 

 

 

 

 

 

1.16 児童生徒書写作品展搬入 

1.17 第 39回体力つくり実践研究発表大会 

    児童生徒書写作品展（～21日） 

    全県指導主事会議 

 

12. 7 土曜科学教室 

12.10 初任者研修講座⑭ 

12.11 第 10期よこすか教師塾③ 

 

 

 

12.13 パワーアップ研修講座（達人） 

12.17 平成 30年度長期研究員公開授業研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15 教育研究所運営に関する懇話会② 

   中堅教諭等資質向上研修講座⑦ 

   パワーアップ研修講座（理科） 

   第 10期よこすか教師塾④ 
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催。年内に結論をまとめる予定 

1.17  文科省、いじめなどの教師菅ハラスメ

ントの対策を考える「魅力ある学校づ

くり検討チーム」を設置 

     個億歳地質化学連合（IUGS）、約 77

万 4000年前から約 12万 9000年前の地

質時代を「チバニアン」（千葉時代）と

命名することを決定 

1.18  最後の大学入試センター試験が始ま

る（～19日）21年から共通テストに衣

替え 

1.20  香川県議会、「ネット・ゲーム依存症

対策条例」の新たな素案を公表。批判

殺到で使用制限の対象を「スマートフ

ォンなど」から「コンピューターゲー

ム」に変更 

1.21  文科省の有識者会議、日本に住む外国

籍の子どもたちへの就学支援強化策を

示した報告骨子案をまとめる 

1.23  中央教委 k審議会のワーキンググル

ープ、STEAM教育や情報通信技術（ICT)

活用など新時代に対応した教員養成を

担う「教員養成フラッグシップ大学」

の最終報告をまとめる 

1.24  日教組、69次教研集会を広島県で開

催（～26日）。信学習指導要領の実施

や、長時間労働是正などを議論 

1.28  政府、中国の湖北省武漢市を中心に感

染が拡大する新型コロナウイルスによ

る肺炎を感染症法に基づく「指定感染

症」とする政令を閣議決定 

1.29  文科省と大学入試センター、共通テス

ト国語と数学での記述式問題の導入見

送りを受け、21年 1月に実施する共通

テストの実施大綱の変更を発表 

1.30  19年度補正予算が参院本会議で可

決・成立。GIGAスクール構想の初年度

分経費 2318億円を盛り込む 

1.31  萩生田文科相、全国学力・学習状況調

査（全国学力テスト）で「早期の CBT

（コンピュータ使用型調査）化を図る

必要があると表明 

2. 1  政府、新型コロナウイルスによる感染

症を「指定感染症」とする政令を施行 

2.10  文部科学、厚労の両省、高校就職問題

検討会議の報告書を公表。高卒就職の

「一人一社制」の慣行の見直しを提言 

2.18  文科省、児童生徒が新型コロナウイル

スに感染した場合は、必要に応じて臨

時休業や出席停止措置と取るよう通知 

    中央教育審議会オン教職課程ワーキ

ンググループ「複数の学科間・大学間

の共同による教職課程の実施体制につ

いて」の報告書をまとめる。小学校の

教科担任制の導入に向け、小中学校免

許の同時取得を容易にするねらいが。 

2.19  文科省、高校入試の試験会場での観戦

症対策の徹底を都道府県教委等に通知 

2.20  文科省、国公立第入試 2次試験の志願

者数（確定値）を発表。志願者は前年

より 3万 271人減少の 43万 9565人、

志願倍率は 4.4倍で大学入試センター

試験実施以降で過去最低 

    神戸市教委の外部調査委員会、市立東

須磨小学校の教員間いじめ問題で、2

年半にわたり 100項目伊集の暴行や嫌

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.21  児童生徒書写作品展搬出 

    小学校校長会 

1.22  学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

    造形教育研究発表会・講演会 

 

 

 

 

1.24   横須賀市教育フォーラム 

  

    

1.28  第 72回児童生徒造形作品展搬出 

 

 

 

1.29  小中一貫教育に関する日 

 

 

 

 

 

 

1.31  高等学校〈全日制）修学旅行（～2月 4日） 

 

 

 

2. 3  中学校校長会 

2. 4  道徳教育担当者会  

2. 5  横須賀市学校保健大会 

    特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

    国際教室担当者連絡会②  

2. 6  生徒指導担当者研修講座⑩ 

2. 7  令和２年度第 1回小・中学校教育課程研究会

運営委員会 

       支援教育コーディネーター連絡会⑧ 

2.11  The 7th YOKOSUKA English World  

2.12  教科用図書担当者会③ 

    食教育研究会研究発表会 

2.13  小学校校長会 

2.15  市制記念日・113周年 

 

2.19  総括教諭等学校運営者連絡会② 

    学校保健研究会養護教諭部会研究発表会    

2.20  第 107回神奈川県公立小学校長会研究大会

（相模原） 

 

 

 

 

 

 

1.17 1年経験者研修講座⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.21 初任者研修講座⑮ 

 

1.22 6年経験者研修講座④ 

 

 

 

 

 

1.24 2年経験者研修講座④ 

 

 

1.28 パワーアップ研修講座（達人）   

   初任者研修拠点校指導教員研修講座④  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.31  新任総括教諭研修講座②  

 

 

 

 

2. 4 学校情報化推進部会 IⅢ－③ 

2. 5 中堅教諭等資質向上研修講座⑧ 

ICT担当者会② 

 

 

2. 7 学校情報化推進部会Ⅱ－③ 

2. 8 土曜科学教室 

 

2.12 学校情報化推進部会Ⅴ－③ 

   第 10期よこすか教師塾⑤ 

2.14 第 7回教育史編纂 PT会議 

   校務情報化研修⑤⑥－１  

2.18 初任者研修講座⑯ 

2.19 校務情報化研修⑤⑥－２ 
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がらせ行為があったと認定する報告書

を公表 

    萩生田文科相、新型コロナウイルスの

感染拡大で、学校の卒業式について「現

時点で一律に中止を求めることは考え

ていない」と表明 

2.22  千葉市、市立中学校の 60代女性教諭

が新型コロナウイルスに感染したと発

表。教員の感染確認は全国で初 

2.25  文科省、新型コロナウイルスの感染者

が出た場合、同一地域の全学校の臨時

休業を検討するよう全国の教委、学校

関係者に通知 

2.26  安倍首相、新型コロナウイルスの感染

拡大防止のため、大規模なスポーツ・

文化イベントを今後２週間程度は中

止、延期するよう要請する考えを表明 

    北海道教委、新型コロナウイルスの感

染拡大を受け、道内の公立小中学校を

27日から３月４日まで臨時休業とす

るよう市町村教委に要請 

2.27  安倍首相、政府の対策本部で全国の小

中高校、特別支援学校に３月２日から

春休みまでの、臨時休業を要請すると

表明。唐突すぎるとの批判も 

2.28  文科省、安倍首相の方針を受けて、全

国の学校を３月２日から春休みまで一

斉臨時休業とするよう要請することを

都道府県などに通知。全国一斉に求め

る通知は初めて 

    神戸市教委、市立東須磨小学校の教員

間いじめ問題で、加害側教員のうち２

人を懲戒免職、歴代３校長も定食、減

給などの処分 

 

3.2  新型コロナウイルスの感染拡大防止 

(以下、感染防止)のため、政府の要請に 

よる小中高校などの一斉休業がスター 

ト。全国の学校のほとんどが春休みまで 

休校となる異例の事態に。 

文科省、学校の全国一斉休業を受け 

て、子どもの自宅学習を支援するポータ 

ルサイト「子供の学び応援サイト」を開 

設 

3. 4  政府の要請で臨時休業を開始した公

立学校数は、小学校の 98.8％、中学校

と高校は核 99.0％(4日時点)文科省集

計 

3.10  政府、感染拡大に備え、首相が「緊急 

事態宣言」を発令できる新型インフルエ 

ンザ等対策特別措置法改正案を閣議決 

定。都道府県知事の一斉休業要請が可能 

に 

 文科省、休業期間中の学校給食費を保 

護者に変換するよう、都道府県教委など 

に通知。費用の一部は国が補助 

 

3.11   日本高校野球連盟、感染防止のため、

19日開催予定の第 92回選抜高校野球

大会の中止を決定 

3.13  政府、国家公務員の定年を 65歳に延

長する国家公務員法改正案を閣議決定 

    改正新型インフルエンザ対策特別措

置法が参院本会議で可決、成立(14日

施行) 

3.16  一斉休業を実施した公立学校は、小学 

 

 

 

 

 

2.21  食育担当者会② 

 

 

 

2.25  学校授業改善のための中核教員研修⑧ 

 

 

 

2.26  児童指導担当者研修講座④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 2  高校卒業式 

    

3. 3 全国一斉小・中・高等学校臨時休業（（新型コ

ロナウイルスの感染症予防のため） 

    中学校校長会 

 

 

 

 

3. 4  小学校校長会 

3. 5   生徒指導担当者研修講座⑪ （新型コロナウ

イルスの感染症予防のため中止） 

 

 

3.11   中学校卒業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.16  諏訪幼稚園卒園式 

 

 

 

 

 

2.21 校務情報化研修⑤⑥－３ 

 

 

 

 

 

 

 

2.26 長期研究員研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3.4 第 10期よこすか教師塾⑥ （新型コロナ 

ウィルス感染症予防のため中止） 
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校が 1万 8953校（全体の 99.0％）、中 

学校が 9167校（同 99.0％）、高校が 3511 

校（同 98.8％）に。文科省集計（16日 

時点 

 3.17   萩生田文科相、感染防止の一斉休業

を受けて、4月 16日に予定されていた

20年度全国学力・学習状況調査（全国

学力テスト）の実施取りやめを発表 

 3.18  香川県議会でゲーム依存を防ぐため、

18歳未満のゲーム時間を平日で「1日

60分」に制限することを求めた全国発

の「ネット・ゲーム依存症対策条例」

が可決・成立 

3.23  経済協力開発機構（OECD）,国際教

員指導環境調査（TALIS）2018の第 2

次報告を公表。日本の教員は、事務的

業務の多さと保護者対応にストレス

を感じていることが明らかに 

文科省、20年度から使用する中学校 

教科書の検定結果を公表 

 

 

 

 

3.17  大楠幼稚園卒園式 

 

 

 

3.18  小学校卒業式（1～4部会） 

 

3.19  小学校卒業式（5～8部会） 

 

 

3.23  終了式（幼） 

 

 

 

 

 

 

3.24  英語専科教員連絡会（新型コロナウイルスの

感染症予防のため中止） 

3.25  修了式 

3.26  学年末休業開始 

3.31  退職辞令交付 
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